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　　　オープン










「奈ない斗と……お待たせ」

　慣れない部屋の中、一人待っていた俺おれは後ろから聞こえた声に振ふり返かえる。すると、そこには普ふ段だんより少し気合いの入った化け粧しようと髪かみ型がたをした宮みやケが瀬せ瑠る花かが立っていた。

「……いや、別に……待ってないよ」

　いつも真っ直ぐ伸のびている黒くろ髪かみは、緩やかな内巻き。何もしなくても長いまつ毛はマスカラか、つけまつ毛なのか、さらに伸びて大きな目をより強調している。しかも、少したれ目気味にメイクされ、いつもより優しい表情になってたりする。

　教室で制服を着ている瑠花とは驚おどろく程違う雰ふん囲い気きに、俺は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた。店での姿を見慣れていなければ、きっとその先も続ける事は出来なかっただろう。

「き、綺き麗れい……な色のドレスだな」

「……うん。でも、派手過ぎじゃない？」

　そう言って視線を下げた瑠花が着ているのは、パステルグリーンのロングドレス。首には真っ白なファーが巻かれていて、同素材のイヤリングが耳元で揺ゆれ、頭にはティアラまで乗っかっている。だが、素材が良いおかげか、瑠花が身に纏まとうと不思議と派手さより気品が目立つ。もしかしたらこれが、生まれの良さというヤツなのかもしれない。

　瑠花は、この【自立都市】の中では珍めずらしく実家が金持ちで、筋金入りのお嬢じよう様さまだ。そんな瑠花と、平々凡々と生きてきた定食屋の息子である俺がクラスメイトで同どう僚りようで、その上同居人だったりするから、この世は分からない。

「ティアラもやり過ぎな気がする」

「可愛かわいいじゃん……えっと、そのティアラ」

「……」

「それに、少し派手めの方が良いって洋よう司じ先せん輩ぱいも言ってただろ？」

「だけど……やっぱ恥ずかしくない？　この写真が店のフロントに飾かざられるんでしょ？」

「……まぁ、そりゃ。……その為ための撮影だからな」

　ちなみに、ここは【渋谷】にある写真スタジオ。

　今日きようはフロントやホームページに載のせる宣材写真の撮さつ影えい日びなのだ。

　出勤初日、フロントに飾られている先輩達の写真を見て、『この場所に写真飾られるなんて、瑠花は気の毒だ』とまで思った。でも、今では店の一員という気がして、ちょっと羨うらやましいとさえ思うんだから、やっぱりこの世は分からない。

　まだ俺おれらが店に入ってから、一カ月も経っていない。だけど、当時は未知の世界でただただ怖こわかったキャバクラという場所は、俺にとって安心感を与えてくれる場所になっていた。

「ところで、真ま琴ことちゃんと彩あや香かは？」

「まだ準備終わらないって」

「そ、そっか」

　そう俺が返事をした時、「いやぁ～待たせちゃったかな」と笑いながらカメラを下げた男が入ってくる。どうやら彼がカメラマンらしい。

「さっそく撮さつ影えいに入っちゃうけど、オーケー？」

　その声に瑠る花かは一度俺を見る。

「ほら、行って来いよ」

「……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。なんつーか……さ。結構いい感じだと思うぜ、その恰かつ好こう」

「知ってるわよバカ」

「……そ、そうか。じゃ、頑がん張ばって」

　気力を総動員して告げた言葉に返ってきたのは、いつも通りの可愛かわいげのない言葉。

　だけど、俺はいちいち腹を立てたりはしない。ぷいっと俺に背を向けた瑠花に、平気な顔で手を振ふり送り出す俺は、かなりの成長度合いだなんて思う。

　そんな間に瑠花は、白い布が張られたカメラの前へ移動。

「んじゃ、最初は正面向いてね～」

「え……はい」

　カメラマンの言葉に正面を向いた瑠花は……ニコリともせず、手足を一直線に伸ばし、カメラを睨にらむように真っ直ぐに見る。

「……っぷ」

　おいおい、犯罪者の写真かよ。

「ちょ、ちょっと！　今笑ったでしょ!?」

「いや……だってさ、瑠花」

「だってじゃないっ！　てか、なんで奈ない斗とが見てんのよっ！　どっか行きなさいよっ！」

　笑われたのが恥ずかしいのか、はたまた怒おこっているのか、顔を真っ赤にした瑠花の声に、俺は「はいはい」と背を向け通路に出る。

　すると、ちょうど準備を終えたのか、通路の向こうから真琴と彩香が歩いてくる。

　真琴は目の覚めるような青のミニドレス。彩香は白地に黒のレースが施されたセットアップスーツ。やっぱり二人共いつもより少し派手めだ。

「あれぇ？　ナイト君どうしたの？」

　ちょこちょこと駆かけ寄よってきた真ま琴ことが、不思議そうに首をひねる。

「あー。ちょっと瑠る花かがご機き嫌げん斜めで追い出された」

「えーそうなの？　イジワルさんだねぇ」

　ぷくっと頬ほおを膨ふくらませながら眉まゆを下げた真琴は極上に可愛かわいい。

「あらら、奈ない斗とに見られると緊張して嫌いやなんじゃん？」

　真琴の後ろから歩いてきた彩香は、ニヤっといたずらな笑みを浮うかべる。

「ちょっと、勝手な事言わないでっ！　聞こえてるんだからねっ！」

　部屋の中から聞こえた声に、真琴が「べーっ！」と舌を出すのが視界の端はしに映ってしまったが……まぁ見なかった事にしておこう。

「という事なので、みんなあっちのソファーにいかないか？」

「あーあ、マコちゃん先にスタジオ見ておきたかったのになぁ～」

「まぁまぁ。私、何か飲み物買ってこようか？」

　俺おれの言葉に、真琴は頬を膨らませ、彩香は早くも飲み物を調達に向かう気満々。

　まぁ、こんな噛かみ合あってるんだか、噛み合っていないんだかよく分からない三人と共に居いる時間も、俺にとってはすでに普ふ段だん通どおり。

「悪くは……ないよな」

「ん？　なんか言ったか？」

　小さく呟つぶやいた俺の言葉に、彩香と真琴が振ふり返かえる。

「いいや」

　そう言って、俺は笑いながら二人の背を追うのだった……。
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　十四年前に起きた、第三次世界金きん融ゆう危機を境に、日本経済は大きく様変わりした。二極化した経済格差。国際社会での影えい響きよう力りよくの低下。資源不足。食しよく糧りよう不足。それらの問題を解決する糸口を探すため、国家が威い信しんをかけて立ち上げたプロジェクト。それが【低年齢型自立教育都市プロジェクト】であり、その実じつ施し地ちが【自立都市】と呼ばれる閉へい鎖さされた街である。

　教師達が住む【中央特区】と呼ばれる場所を除けば、住人の全てが学生であるこの都市は、学生が学業の他に仕事を持ち、都市内だけで完結した自給自足を目指すという、世界でも類を見ない画期的な都市プロジェクトなのだ。

　高校生～大学生まで。各学年に約一万人。全体で七万人。

　彼ら、彼女らは、日本の首都で走っている緑の電車になぞらえて【上野】【渋谷】【新宿】【池袋】と名付けられた四つの町に均等に割わり振ふられる。そして、生徒達は学校に通い、日々勉学に励はげみながら、自らの職業に従事しているのだ。

　生徒たちに言いい渡わたされる職業は、多種多様。世の中にある大たい抵ていの職業は、この都市にも存在する。もちろん、キャバクラもその中の一つに数えられ、いくつもの店が今日も夜のとばりに光を灯す。

　黒くろ部べ奈ない斗とが所属するキャバクラは、四つの町に一つずつ店てん舗ぽを持ち、百人を超える従業員を抱える、都市内でいえば中規模の企き業ぎようである。

　当初こそは慣れない仕事に戸と惑まどっていた奈斗だったが、入学から一カ月が経ち、少しずつその生活に慣れてきていた。先日、最初の関門とも言える〝初指名〟をキャスト全員が獲かく得とくした【Club　Butterfly】の新人、黒部組の面々だが──。

　この街での暮らしは、まだまだ始まったばかりなのである。
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　季節を先取りしたような強い日差しが降り注ぐ五月二日。曜日で言えば平へい穏おんな火曜日。

　学校の前で待ち合わせした俺おれと瑠る花か、そして真ま琴ことと彩あや香かの四人は、【中央特区】を囲うように走る電車を使い渋谷駅に降り立った。駅前の様子は俺らが住む【新宿】とさほど変わらない。当然と言えば当然なのだが、日本の首都にある本当の渋谷のように、忠犬像が建ってるわけでもないし、若者に人気のファッションビルも建ってない。駅前にあるのは大型フードコートと、いくつもの学校。図書館に様々な役所。そして、規模の小さなお店ばかりだ。

　だけど、夕日に照らされた街並みは、どこもかしこも若者で溢あふれていた。

　まぁ、それも当たり前だろう。この街は高校生と大学生しか居ない【自立都市】だ。

　とか思っている俺も、もちろん若者。今年この都市にある【新宿第三高校】に入学してきたぴかぴかの一年生である。そして、ぴかぴかの新入生である俺が振り分けられた仕事が何と言うか……まぁ、率直に言ってしまえばキャバクラのボーイだったわけで、違う意味でぴかぴかでキラキラな店内で勤労に励はげんでいるわけだ。

　で、日々【新宿】にあるキャバクラ店【Club　Butterfly】で働いている俺おれ達たち四人がどうして渋谷駅に降り立っているかというと、店に飾るキャストの宣材写真の撮さつ影えいをする為ため。

【Club　Butterfly】には、入り口を開けてすぐ左にあるパネルに在籍キャスト全員の写真が貼はり出だされる。真ん中の上にナンバーワンが一番大きく。その右にはナンバーツー。左にはナンバースリーという風に、十位までは成績順に。そして、それ以下のキャストは下の段に学年順で並ぶのだ。

　つまり、フロントの写真は【Club　Butterfly】に所属しているキャストである事の証明。瑠る花か・真ま琴こと・彩あや香かの三人も、今日きよう撮とる写真が出来上がれば、先せん輩ぱい達たちに混ざってあの写真の中に入る事になる。

　だけど、まだ三人共、一番右下に写真が飾かざられる一年生キャスト。新人としては異例のポイント数を獲得した真琴でも、先月は集計期間が短かった事と勤務時間が短い事もあり、まだまだ上位ナンバーには入れない。

　でもきっと、彼女ならフロント前のパネルに大きく写真が載のる日も近いだろう。

　いや、真琴だけじゃない。瑠花も彩香も、きっといつか、大きく引ひき伸のばされた写真があのパネルに掲かかげられる日が来るだろう。

　その日はいつになるか分からない。だけど、焦あせる事は無い。

　だって、俺らの生活は、まだ始まったばかりなんだから。

　そんな事を考えながら、俺は担当キャストと共に夕暮れの街を歩き、写真スタジオへと向かうのだった。







　宣伝写真の撮影が終わったのは、予定時間を大きく四十分もオーバーした後だった。最後に撮影していた彩香の着替え待ちをしている間、俺と瑠花と真琴は今しがたプリントされたサンプル写真を眺ながめながら時間を潰つぶしていた。

　瑠花はやはり少し表情が硬かたいが、すましたような表情が彼女の素材の良さを引き出している。

　真琴はさすがと言うべきか、完かん璧ぺきなエンジェルスマイルをカメラに向けている。

　この写真の中から店のフロントに飾る写真を決めるのだが、これがなかなか難しい。

「にしても、プリントってこんなに早く出来るんだな」

　という俺の素そ朴ぼくな疑問に答えてくれたのは、向かいの席に座っていた真琴だった。

「フィルムじゃないから、プリントするだけならすぐなんだって。色の調整とかするともっと時間掛かるけど、とりあえずサンプルだけなら二、三分もあれば出来るらしいよ」

「へぇ、知らなかったよ。真琴ちゃん詳くわしいね」

「えへへ」

　嬉うれしそうに笑って、真ま琴ことはそのまま写真に視線を落とした。その時──。

　店の入り口が少し騒がしくなって、すぐに木の扉とびらがゆっくり開く。

　何となく視線を上げた俺おれは、先頭に立つ少女を見て、思わず息をのんでしまった。

　極限まで短くされたスカート。だぼだぼのセーター。ウエーブした金きん髪ぱつに、ばっちりアイメイクで黒く囲かこわれた目元。狂気さえ感じるまつ毛のボリューム感に加え、唇くちびるはあり得ないくらいテカテカしている。

　つまり……ギャルがそこに居いた。しかも、その後ろにも二人のギャル少女が控ひかえていた。

「……うわ」

　突とつ然ぜん現れたギャルグループに、俺の隣となりに居た瑠る花かから小さく声が漏もれる。思わず呻うめきたくなってしまうその気持ちは、俺もよく分かる。だがな、瑠花……出来ればその呻き、我が慢まんして欲しかった。

　ギロリと音が鳴るほど鋭するどい視線が、ギャルから俺らに注がれる。

「あー、もう来ちゃった？　すみませんねぇ、前の撮さつ影えいが押おしちゃってて。今準備するんで、ちょっと待っててもらって良いっすか？」

　奥おくから出てきたスタジオのスタッフが、場の空気を一ミリも読まずに、気楽な対応。

「え？　私が待つの？」

「はい。五分で準備しますね～」

　それだけ言って店の奥に入ってしまったスタッフを見て、俺は嫌いやな予感しかしない。

「ねえ、あんた達」

　上から目線な口調でギャルから放たれた言葉に、俺は思わず頭痛を覚える。

「えっと……なんでしょう？」

「ちょっと椅い子す空けてよ。私が座れないしぃー」

「あ、すみません。今詰つめますんで」

　と愛想笑いを浮うかべつつ、俺はテーブルの上に広げられていた写真を片付けに掛かる。椅子は六つあるのだから、俺達が詰めれば全員座れる。言い方はムカつくが、譲ゆずり合あいの精神は大事。そして、トラブルを避さけるのも大事。ここはひとつ、穏おん便びんに……。

「その言い方、無いんじゃない？」

　そうだ、瑠花。ここは穏便に行こうじゃないか！

「こういう時は、後から来た方がお願いするべきなんじゃないかなってマコちゃん思うなぁ」

　うんうん、そうだね。真琴も穏便に……なるわけねーか。

「はぁぁ？　何それー、私に命令してんの？　生意気じゃね？」

「生意気とかじゃなくて、礼れい儀ぎでしょ？」

「そうそう。礼儀だとマコちゃんも思うなぁ」

　瑠花も真琴も、こういう時だけ連れん携けいが素晴らしい……。

「礼れい儀ぎとか知らねーし。私が座りたいって言ってんだしー。マジでむかつく感じぃ。って……あ、なーんだ」

　ギャルの口調が急に変わり、俺おれは彼女の視線を追う。その視線は、俺が今手にしているサンプル写真に注がれている。

「あんた達、もしかしてキャバ嬢じようだ」

「そうだよ♪　何か問題ありますかぁ？」

　間かん髪はつ入いれず真ま琴ことが答えると、ギャルはニヤリと笑う。

「何ど処この店？」

「Club　Butterfly」

　次に答えたのは瑠る花かだ。

「あー新宿の店。こんなのがライバルとか、うちら、マジでラッキーじゃね？」

　後ろの二人にリーダーっぽいギャルが笑いかけると、「マジラッキーなんですけどぉ」「楽勝すぎてウケるよねぇ」とケラケラ笑いだす。

　あー、この三人はこういう力関係ね……。中学時代もこんな光景、よく見た。

「うちらぁ～、Club　ACTION」

　その名前に、俺は「あっ」と声を上げる。

「うちの系列の、渋谷店」

「そー」

　確かに、系列店のキャストなら、同じ日に撮さつ影えい日びが設定されていても可笑しくない。

「へー」

「ふ～ん」

　その時、同時に上がった瑠花と真琴の声に、俺はまたまた嫌いやな予感。

「品性の欠片かけらも見当たらないわね。これで接客業が務まるのかしら？」

　っちょ！　瑠花、喧けん嘩か売らないのっ！　……って、この場合は売られた喧嘩を買ったのか？

「宮みやケが瀬せ瑠花クラスのバカなんて、相手にならないよね♥」

　ほら、真琴ちゃんも……って、何で瑠花にまで喧嘩売ってるの？

「そうそう……って、このチビ！　今、何て言った!?」

「えー、マコちゃん相手にならないって言ったんだよぉ」

「その前よ、その前!!」

　いつの間にか、誰だれと喧嘩をしていたかさえ分からなくなっている。

　……つーか、品性はどうした。

「何チーム内で喧嘩してんの、バカじゃね？　とにかく、うちらはこの街のナンバーワンキャバ嬢になるからぁ～。てゆーか、なるしぃ」

「なるしー」

「なれるしー」

　渋谷店の皆みなさん、連れん携けいだけは取れていらっしゃる。

「バカ臭くさっ」

「アホ臭っ」

　……新宿店も、連携が取れていらっしゃる。でも、そろそろ止めないとヤバい雲行きだ。

「あ～、えっと渋谷店の皆さん……」

　そう俺おれが口を開いた時。

「いやぁ～。みんなお待たせ。ごめんごめん、店から電話きちゃってさぁ」

　ドアを開けて入ってきた制服を着き崩くずした男子生徒に、全員の視線が突つき刺ささる。

「……あれ？　もしかして、また喧けん嘩かしちゃった系？」

　場の硬こう質しつな空気を感じ取ったのか、彼は頭に手を当ててオーバーアクションで天を仰あおぐ。きっと、このいかにもチャラチャラした男子生徒が、渋谷店の担当ボーイなのだろう。何となくだけど、よく似合っている気がする。しかも「また」と言っているから、こんな事態は日常茶飯事なのかもしれない。

　……俺、新宿店で良かった。

「陸り玖く、遅おそい。つーか、こいつらマジむかつくんですけど」

「まーまー、そう言わない。えっと、……ちなみにどちらさん？」

　前半は担当のギャルに。後半は俺に向けられた言葉。

「俺達、Club　Butterflyの新人です。すみません、うちの撮さつ影えいが押しちゃって」

「あーそゆこと。俺は渋谷店の相あい木き陸玖。よろしく」

「俺、黒くろ部べ奈ない斗とです」

「了解、じゃ、今日きようからクロちゃんな」

「ちょっと陸玖！　何仲良くしてんのよ！」

「いーじゃん、仲良くしよーぜ。麻ま里り菜なは笑っている顔の方が可愛かわいいって前に言ったっしょ？　そんな風に怒おこらない。ほら、笑って笑って」

　ギャルのリーダー格──どうやら麻里菜という名前らしい──を覗のぞき込こみながら、ニカッと笑った相木君の表情は、見た目通りに軽い。

　……だけど、何な故ぜか憎めない愛あい嬌きようがあった。長い前まえ髪がみをピンで留めた髪型も、どこか子供っぽさがあって、こんな顔をされたら怒っているのが馬ば鹿からしくなってしまう。

　いがみ合っていた筈はずの瑠る花かや真ま琴ことまで、あまりに軽く、まるで煙けむに巻くような態度に毒気を抜ぬかれてしまったらしく、ぽかんとただ彼らのやり取りを見ているだけだ。

　そして、俺としても、そんな相木君の一挙手一投足に目を奪うばわれてしまった。

　……凄すごい。

　何が凄いのかは、正直よく分からない。だけど、自然と何かが緩ゆるむような心地になる。

「もう、分かってるって」

　彼に笑みを向けられた渋谷店のキャスト達も、彼のペースに飲まれたのだろう。吊つり上あげていた眉まゆを素直に下げる。そして、その瞬しゆん間かんには、今にも始まりそうだった喧けん嘩かの気配がきれいさっぱり流れ去っていた。

「あ、あの……。えっと、相あい木き君って一年生だよね？」

　思わず、そんな言葉が口を出る。

「え？　そうだけど、なんかあった？」

「う、ううん。何でもない」

「そ？　まぁ何かあったら遠えん慮りよなく言ってな」

　俺おれに向けた笑顔も、やっぱり愛あい嬌きようのある笑顔。体型も顔つきも、決して子供っぽくなんてないのに、その愛嬌はどこから出てきているんだろうかと不思議になる。

「お待たせしました～。渋谷店の皆さん、控ひかえ室しつにお入りください」

「ほら、行こうぜ。京きよう子こも美み穂ほも、さ。じゃ、そゆことで～」

　俺らに笑顔で手を振ると、渋谷店の面々はあっさりと控室に向かう。本当、ちょっと前の空気が、噓うそみたいだ。

　その時、相木君達と入れ替わるように彩あや香かが入ってきて、

「あれ、みんなどうしたの？」

　と、妙みような空気を残している俺らに首を傾かしげる。

「……いやさ」

　返答に困る俺の両りよう脇わきで「バカ臭くさっ」「アホ臭っ」という二つの声が重なり合った。

　とりあえずこれが、新宿店の新人である俺達と、渋谷店の新人、相木組とのファーストコンタクトだった。







「ほんっと、ムカついたわ」

「いまどきあんなケバケバのギャルとか、マコちゃん意味分かんない」

「へー渋谷店、今年もやっぱり派手系を取ってきたのか～」

　先ほどの出来事を口々に愚ぐ痴ちる後こう輩はいに、洋よう司じ先せん輩ぱいは写真を見たまま小さく笑う。彼が居いるのは、俺と瑠る花か、真ま琴ことに彩あや香かの四人が暮らす家の──つまり、我が家のソファー。

　ちなみに今日きよう、俺らは写真撮さつ影えいの為ため、店はお休み。仕事を九時に早上がりした洋司先輩と美み咲さ子こさんは、写真選びの為に俺らの家に来てくれているのだ。

「それにボーイもチャラチャラしてて好きじゃないわ。あれなら奈ない斗との方がまだマシよ」

　……悪かったな、マシ程度で。

　お茶を淹いれたマグを瑠花の前に置きながら、半眼で睨にらむがヤツは俺を見てすらいない。「ありがとう」の言葉さえない。何かをしてもらったら「ありがとう」と言うべきだろ!?　そもそも、どうして俺おれが当たり前のように全員分のお茶を淹いれなければいけないのか？　いや、お茶くらいならいくらでも淹れる。ただ、掃そう除じ・洗せん濯たく・炊すい事じにゴミ出し、その他家事と言われるほとんどを俺一人ひとりで担当しているのは、どういう事なのだろうか？

　確かに俺は三人の担当である。だが、それはボーイとしての担当であって、決して三人の家事担当ではない筈はずだ……。

「マコちゃんはナイト君が担当で良かったなぁ～って思ってるよ♥」

「やだー奈ない斗と君モテモテね♪」

「ははは、どうもです」

　美み咲さ子こさんにまでからかわれ、俺は苦笑を浮うかべながら湯気を上げるマグを先せん輩ぱい達たちの前に置く。

「悪いな、黒くろ部べ」

「……いえ、とんでもないです」

　五人にお茶を出し、その中でお礼を言われたのが洋よう司じ先輩だけだという事態を、俺はどのように受け止めるべきなのだろうか。

　……まぁ、今いま更さら文句を言うつもりもないけど。

「でも、渋谷店が気に食わないって言うんなら、ちょうどよかったんじゃない？　ねえ、ヨージ」

「ん？　あぁ、まーそうだな」

　手に持っていた写真をテーブルの上に置いた洋司先輩は、メガネを押し上げながら「ちょうどいいか」と俺ら四人を見る。

「毎年、うちのグループの新人は、店対抗で新人戦っつーのをやる」

「……新人戦、ですか？」

　俺の疑問に、洋司先輩は一つ頷うなずいて言葉を続けた。

「あぁ、店単位でポイントを競うイベントをやるんだ。例年はもう少し経ってからやるんだけど、今年は新人の仕上がりが良いから早める事になった。今月の十五日から一週間が予選。その結果上位二店てん舗ぽが、次の週から月末まで続く本戦へ進む」

「雑誌とタイアップして、けっこう大々的にやるイベントなの。新人キャストの知名度も上がるから頑がん張ばりどころよね」

「……雑誌とタイアップ、ですか」

　洋司先輩の後に続けられた美咲子さんの言葉に、俺は思わず聞き返してしまった。

「そう、新人のお披ひ露ろ目めみたいなものよね。写真とか載のせて『今年はこんな新人が入ってきましたよ～。よかったらお店に見に来てね♪』って感じかな」

「写真も載せるんですか!?」

「そうよ。これが結構宣伝になるのよ。でね、もちろんその対戦相手の中には渋谷店も入ってるから、ムカつくんなら喧けん嘩かじゃなくて成績でやっつければいいのよ！」

　そう言いながら拳こぶしを握にぎる美み咲さ子こさんは、なんだかちょっと楽しそう。でも、確かに言い争いなんかじゃなく、成績で争うなら平和的でいい。競争心が出ればモチベーションも上がるし良い事尽づくめだ。それに今こ年とし、新宿店には真ま琴ことが居いる。そうそう他店に引けは取らないだろう。

　だけど俺おれは、どうしても向こうのボーイが気になってしまう。

　相あい木き陸り玖くと名乗った渋谷店のボーイは、いかにもチャラそうな男子だった。でも、彼が来た瞬しゆん間かん、今にも喧嘩が始まりそうだった場をあっという間に収めてしまった。癖くせの強そうなキャストの怒いかりを瞬しゆん時じになだめてみせたのだ。全員、相木君の言葉に逆らう様子すら見せなかった。

　何と言うか、彼はきっと……女の子というものをよく分かっているんだろう。どうしたら女の子が嬉うれしく思って、喜んでくれて、心地良いと感じてくれるか。彼は……それを知ってる。チャラい。と言うのは簡単だけど、それは彼の才能なんだ。

　俺には出来ない仕事を、もう彼は出来るんだろう。彼が率いる渋谷店に、勝てるだろうか。

　そんな事を考えて俺が視線を下に向けた、その時──。

「ふ～ん、なんか面白そうじゃん」

　彩あや香かの声がリビングに聞こえる。

　見ると、彩香は肘ひじをついて楽しそうに笑っている。

「あんな時代遅おくれのギャル、マコちゃんがやっつけちゃうんだから！」

　続いて聞こえたのは、自信あふれる真ま琴ことの言葉。

　そして、

「そうね、面白いわ」

　最後に瑠る花かが、戦意を露あらわに頷うなずいた。

　そんな三人を見ていると、ちょっと気遅れしていた自分が恥はずかしくなる。確かにボーイの実力では相木君に勝てないかもしれないけど、新宿店にはこんなに魅み力りよく的てきなキャストが集まっているのだ。

「言っとくが、渋谷店は新人戦に強いぞ」

　声の主である洋よう司じ先せん輩ぱいを振ふり返かえると、彼はニヤリと笑っている。

「店にはある程度の特色がある。頭が良く、落ち着いたキャストを集める【上野】。いろんなキャストをバランスよく集めるのが、【池袋】と【新宿】。そして、中学時代から男子との交流が盛んな……まぁ、ぶっちゃけ言えば派手めの女の子を集めるのが【渋谷】だ」

　つまり渋谷店の新人キャストは、男性客に慣れている。新人戦の時期で、すでに指名を取れるキャストが集まっているのだ。それに加え、渋谷店は相木君を中心に、かなりチームとして纏まとまっているように見えた。きっと、今年も渋谷店は強い。

「二年に一度は渋谷店が新人戦で優勝するの。四店てん舗ぽあるのに、二年に一度は勝っちゃうんだから、これは強敵よ。私達の代も、一位になったのは渋谷店だったわ」

　そう言う美み咲さ子こさんも、俺おれら新人を見ながら笑っている。

　でも、勝てます。

　美咲子さんは、俺らがそうい言うのを待っている気がする。そして、勝てると思ってくれている気がする。だったら……。

「でも、勝てますよ」

　俺の言葉に、洋よう司じ先せん輩ぱいと美咲子さんが満足そうに笑みを深めた。そして瑠る花かが、真ま琴ことが、彩あや香かが、俺を見て頷うなずく。
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「もちろん勝つわよ」

「楽勝だよ♪」

「負けてやる気は、一つも無いね」

　次々に上がる担当キャストの声が、とても頼たのもしい。

　まだまだバラバラな所もある俺らだけど、個々の才能で負けてるなんて考えたくない。相あい木き君にだって、俺は負けたくない。

「よく言ったわ！　お姉さん全力で応おう援えんするからね。という事で、ここで一つ、みんなにプレゼントっ！」

　ごそごそと鞄かばんに手を入れた美咲子さんは、封ふう筒とうを取り出す。

「おいおい、いいのかよ。まだ予選突とつ破ぱできるかも分からないんだぞ」

「みんななら突とつ破ぱ出来るわよ、大だい丈じよう夫ぶ」

「ま、俺おれも予選はあまり心配してねぇからいいけど」

「そうでしょ。という事で、はいっ」

　差し出された封ふう筒とうを受け取りながら、俺は困こん惑わくの表情を浮うかべる。

「あの……これって」

「遊園地のチケット。今月の第三月曜日に一年生の全休日があるでしょ？　その次の日から本戦が始まるから、前祝いにパーッと四人で行ってきなさい」

　全休日というのは、一学年全員の学校と仕事が休みになる日で、月に一度、全ての学年に設置されている。

「やったぁ♥　マコちゃん遊園地行ってみたかったの!!　美み咲さ子こさん大好き～♥」

「へぇ～。ホントこの都市って何でもあるんだな」

　全身で喜びを表し、美咲子さんに抱だきつく真ま琴こと。感心しながらも楽しみにしている様子の彩あや香か。そして……瑠る花かは。

「…………」

　キラキラした目でチケットを凝ぎよう視ししていた。

　つまり、こいつも嬉うれしい、と。

「じゃぁ、せっかくの遊園地を楽しむ為ために、まず予選をしっかり頑がん張ばろうぜ」

「黒くろ部べの言う通りだ。とりあえず予選を突破しねぇと話になんないからな。雑誌掲けい載さいと新人戦の告知は九日の火曜。予選スタートはその次の月曜日、つまり十五日からだ。作戦とかは俺らの方で考えておくから、三人はとにかく通常業務で一人でも多くのお客さんと連れん絡らく先さきを交こう換かんしておく事。いいな」

「はーい、マコちゃん頑がん張ばります♪」

「まぁ、出来る限りやってみます」

「……言われなくたって、頑張るわよ」

　三者三様の返事に、洋よう司じ先せん輩ぱいは苦笑しながらもどこか満足そうに頷うなずく。

　という事で、俺らの当面の目標は【新人戦一位】になったのだった。
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「瑠花さぁぁぁんっ！　見ましたよっ」

　写真撮さつ影えいからちょうど一週間。五月九日、火曜日の朝。いつも通り瑠花と登校した俺が【新宿第三高校】一年Ｍ組のドアを開けた瞬しゆん間かん、聞きなれた声がこちらに投げられた。

　声の主は級友の長なが島しま良りよう太た。職業はパティシエで、熱狂的な瑠花ファンである。

　彼の手に握にぎられているのは、キャバクラ新人戦の記事が載のっている雑誌だ。記事が載る事は先に言ってあったので、発売日である今日、朝一で買ってきたのだろう。

「パーフェクトにビューティフルで、エクセレントにキュートです瑠る花かさんっ！」

　雑誌を胸に抱かかえ、教室の後ろでクルクルと回る良りよう太たを見て、俺おれと瑠花は思わずドアの前で立ち止まってしまう。

「そこの君はもう見ましたか!?　我がクラスのアイドル、瑠花さんがついに誌面を飾かざったんですよっ！　あ、ちょっと、そこの貴方あなたも見ましたか？　可愛かわいいですよね、素敵ですよねっ！　あ、委員長はもちろん瑠花さんの素晴らしさを理解していますよねっ！　何っ!?　まだだなんて人生の99パーセントを損していますっ！　今すぐ瑠花さんの魅み力りよくを理解した方が良いですよ。あ、ちょっとそこの君──」

　ついにはクルクル回りながら、教室中を駆かけ回まわり、クラスメイトに雑誌を見せつけている。

　その姿はもはや、草原を飛び回るちょうちょのようだ……。

「……バ、バカじゃないの」

「おいおい、お前がそれ言うなよ」

　小さく聞こえた声に横を向き、俺は思わず笑ってしまった。だってその顔は、不満そうに歪ゆがみながらも、耳まで真っ赤に染まっているのだ。

　どうやら、さすがの瑠花もここまで言われれば照れるらしい。

「た、確かにっ！　あたしの写真を見て天にも昇る気持ちになっちゃうのは仕方ないわよっ！　何てったって、宮みやケが瀬せ瑠花の写真だもの。そう、仕方ないかもだけど……でも……あの……ほら……ねぇ？」

　ねぇ？　と問いかけられても困るのだが、瑠花が困っている事も充じゆう分ぶん理解した。

　確かにあれだけはしゃがれたら、誰だれだってどうしたら良いのか分からなくなるだろう。

「あれ、黒くろ部べも宮ケ瀬さんも、こんな所で止まってどうした？」

　その時、ドアの前で立ち止まっていた俺達の後ろから声が聞こえる。振ふり向むくと、常にニコニコ笑みを絶やさぬ平和なラーメン屋。佐さ久く間ま二じ郎ろうが今日きようもニコニコ立っていた。

「いや……なんか飛び回ってるヤツがいてさ」

　言いながら俺は横にずれ、二郎に道を開ける。すると──。

「うわっ、スゲー飛んでるな。しかも回ってるな。長なが島しまスゲーな。よく目回んないよな！」

　突つっ込こむ所そこかっ!?

　……まぁ、お前はそういう奴やつだよな。

　そんな事を俺が思っている間に、二郎は教室の中に入ってくる。

「おはよう、長島。それ目回んないの？」

「大だい丈じよう夫ぶです、二郎君っ！」

　見事なツーステップを踏ふんだ後、くるくる～と回りながらこちらに向かってくる良太は、さながらミュージカル男優。

「それよりっ！　早く二じ郎ろう君も見てくださいっ！」

　タタンッとリズミカルに机へと上り、教室中に見せつけるかのように誌面を開く。

　その姿を見て、俺おれが思い出したのは中学の時に芸術鑑かん賞しよう会かいで見たミュージカル『ライオンキング』で王ライオンの子供が生まれたシーン。思わず「ははぁ～」と頭を下げたくなるが、よく考えれば掲かかげられているのはサバンナの王になる若きライオンではなく、瑠る花かの写真だ。

「この瑠花さんの美しいお姿っ！　もうこれは人ではなく女神だとぼくは──」

　その口調はまさしく熱弁だ……が。その体は、俺らが見ている目の前で、少しずつ傾かたむいていく。見れば、回り過ぎで貧血を起こしたのか、その顔は青白く、目線が全く定まらない。

「おいっ！」

　慌あわてて駆かけ寄よる俺と二郎。その間にも、あれよあれよと二郎の体は傾き、自由落下に入っていく。落下寸前、どうにか俺が腕うでを、二郎が足を掴つかむ……が、衝しよう撃げきを受け止めきれず、三人揃そろって隣となりの机に頭から突っ込んでいく。

　同時に俺のすぐ近くから、ビリっ！　という音が聞こえたのは気のせい……という事にしたかった。







「あぁぁぁ、ぼくはなんという事をしてしまったのでしょうか。ごめんなさい、瑠花さん。痛かったですよね。ぼくが悪いんです。ぼくが全て悪いんです。ぼくが生きているから悪いんです」

　その日の昼休み。

　一人低気圧を作りながら雑誌に話しかける良りよう太たに、俺は極力明るく話しかける。

「なぁ、良太。やっちまった事はしょうがないだろ。それに写真が破れたって瑠花は痛くないって」

　ちなみに、雑誌は狙ねらったかのごとく瑠花の写真の場所で破れてしまっている。破れた場所を必死にセロテープで補修してはあるが、まぁ……結果は推して知る通りだ。

「しょうがなくなんてありませんっ！　瑠花さんを破ってしまったのですよっ！　それも瑠花さんの目の前で……。目の前で写真を破られて気分のいい人なんて居いません……」

　まぁ、確かにそれはそうかもしれないが……。

「別にあたしは気にしてないから。それより早くご飯食べないと時間無くなるわよ」

「許して頂けるんですかっ!?　やはり瑠花さんは女神に相応ふさわしいお方です」

　いや、良太。たぶん瑠花は目の前で凹へこまれてると、飯が食べづらいだけだと思うぞ……。

「まーね。あたしは細かい事をいちいち気にしないもの。……ねぇ奈ない斗と。あたしのお弁当の方がカラ揚げ一個少なくない？」

　蓋ふたを開けた自分の弁当と、俺の弁当を見比べた瑠花の言葉に、俺は思わず大きなため息をつきたくなる。小さい事を気にしないと言ったのは、どの口だ？　そもそも、この弁当を作ったのは誰だれだろうか？　文句があるなら自分で作れっ！　という気力は無く、俺おれは黙だまって自分の弁当から、瑠る花かの弁当にカラ揚げを一個移す。

「でも、これでますます瑠花さんの人気が上がってしまうのですね……。人気者になるのは女神の宿命と分かっていながらも、ぼくは悲しいです」

「まぁ、宮みやケが瀬せさんはエースなんだし、仕方ないだろ」

「ですよね……。ぼくは悲しいですが、瑠花さんの活かつ躍やくを祈いのっています」

「それに、この期間中は宮ケ瀬さんの活躍が雑誌を通して見れるわけだし、応おう援えんしがいがあるよな」

「新人ポイントランキングですよね。ぼくもこの企き画かくは楽しみなんです。瑠花さんのエースっぷりを街中に見せつけちゃってくださいっ！」

「当たり前でしょ！　あたしを誰だれだと思ってるのよ」

　目をキラキラと輝かがやかせる良りよう太たに向け、瑠花は大きく胸を張り豪ごう語ごする。

　ったく。またそういう事言うと、後で後こう悔かいするぞ。雑誌でランキングも載のるんだし、今回ばかりは誤ご魔ま化かしがきかな……ん？

　雑誌にランキング？

　そんな話……俺は聞いていない。

「……え？」

　小さく漏もれた声に顔を上げると、瑠花も気付いたのだろう。胸を張った姿勢のまま固まっている。

「え？　どうしたんですか、瑠花さん？」

「黒くろ部べもどうした？　カラ揚げ落としてるぞ？」

「ううんっ、何でもない」

「いいや、何でもねーよ」

　慌あわてて否定した言葉は、見事に瑠花と重なった。

　……どうするよ、俺。

　……どうするんだよ、瑠花。

「な、なぁ良太。ちょっと……雑誌見してくんないか？」

「え？　いいですけど、やっぱり何かあったんですか？」

「い、いいやっ！　たださ、俺まだ記事読んでないからさ、担当として読んどくべきかなぁとか思ったり。あはは」

「あぁ、そうなんですか。いいですよ」

　不思議そうな顔をして雑誌を渡わたしてくれる良太に、俺は「あ、ありがとう」と礼を言って食い入るように誌面を見る。

　……そして見つけた一文に、俺はただ黙って目を閉じた。




　──毎年好評の『新人ポイントランキング』は、もちろん今年も開催決定！

　　　予選上位五名を誌面で公開！




　あはは、終わったな。

「一位はもちろん、ダブルスコア、トリプルスコアなんて事もあり得ますよねっ！」

「おいおい長なが島しま、そんな事言うなよ、宮みやケが瀬せさんがプレッシャーに感じたら可哀かわいそうだろ」

「そ……んな」

「あ、そうでしたスミマセン瑠る花かさんっ！　ぼくなんかが勝手な事言って。一位ってだけでも凄すごい事ですよね」

「そうだぞ。宮ケ瀬さんもリラックスして頑がん張ばってくれよなっ！」

「そ……。そ……んな事心配されなくても大だい丈じよう夫ぶよっ！　ぱぱぱぁ～と指名取ってやるんだから、余よ裕ゆうよ、余裕っ！　あはははははは」

　ゆっくりと目を開けた俺おれの視界には、顔を引きつらせて笑う瑠花の顔が映っていた。
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「……どーすんだよ、あんな事言っちまって」

「仕方ないじゃない、慌あわてて言っちゃったんだから」

　放課後、店に向かう道を歩きながら、俺は隣となりを歩く瑠花にため息交じりの言葉を投げかけた。

「つーか、この会話。先月もした気がするのは俺のきのせいか？」

「きっ……気のせいじゃない？」

　気のせいじゃねーよっ！

　……まぁ、いちいち突つっ込こむのも面めん倒どうだからそれでいいけど。

「で、マジでどうすんだよ。今の成績じゃ一位どころか五位にだって名前載のらないだろ」

　瑠花は新宿店の中でも最下位なのだ。四店合わせて今年は十二人も新人が居るのだから、今の実力ではどれだけ背せ伸のびをしてもランキングには入れない。

「……どうにか、するわよ」

「おいおい、どうにかって言ったってよ」

「だから、どうにか指名を取るのよ。ランキングが公表されるのは予選だけなんでしょ？　だったらその期間の間だけでも一位……とまではいかなくても、ランキングに入るくらいは指名を取って見せるわよ。名前さえ載れば……少しは恰かつ好こうつくもの」

「だからな──」

　ランキングに入るだけだって、今のお前には無理な話だろ。

　そう続けそうになった言葉を、俺おれは慌あわてて飲み込む。

　隣となりを歩く瑠る花かは、取り出した携けい帯たい端たん末まつのアドレス帳を真しん剣けんな目で眺ながめている。その表情にはただの強がりなんかじゃなく、どうにかしてみせようという気き概がいが見えた。

「そうだな」

　言い直した俺の言葉に、瑠花は端末から目を話し、こちらを見上げる。

　先月の終わり、瑠花は初めての指名を獲かく得とくした。確かにそれは新宿店の中で一番遅おそい指名の獲得だった。だけど、今月はすでに一つ指名を獲得しているし、顧こ客きやくノートはすでにかなりのページ数になっている。

「出来ない、なんて事はないよな」

「……あ、あたりまえでしょっ！」

「だよな」

　そう応え、俺は笑う。瑠花はそんな俺を、どこか少し不満そうな顔で見てくる。

　先月とは、もう違うのだ。瑠花は仕事が出来ないキャストじゃない。そしてこれからもっともっと仕事を覚えていくんだろう。なら、出来るだけ俺も応おう援えんしていたい。手伝いたい。そう思いながら、俺は瑠花と並んで店へと歩いていくのだった。







「予選は真ま琴ことの指名だけで戦う。瑠花と彩あや香かは予選の間は指名客を無理に呼ばず、本戦に集中させる。これが今回の作戦だ」

　仕事を終えた午後九時。俺おれ達たち新人四人と、早く店を抜けてきた洋よう司じ先せん輩ぱいは、我が家のリビングに集まっていた。そして、開口一番で洋司先輩が放った言葉がこれだ。

「……え？」

　瑠花とポイントランキングに載のるために頑がん張ばろうと言ったのは、つい数時間前。今の瑠花の成績でランキングに載るのは難しいとは分かっている。だけど、一いつ緒しよに頑張ろうと思った。

　なのに……。

　思わず漏もれた俺の声に、先輩はメガネを押おし上あげながら口を開く。

「まぁ、まず今回の新人戦のルールを説明するから。疑問があればその後に聞く」

　一年生全員を見み渡わたした彼は、誰だれからも異論が出ない事を確認して言葉を続ける。

「予選のルールは簡単だ。指名一時間につき、一ポイント。この場合は来たお客さんの数じゃなくて時間によるポイントだから、一人の指名客が三時間店に居たら、三ポイントつくことになる。そして期間中の月～土曜日の一週間で、ポイントが多い上位二店てん舗ぽが本戦に進む。ここまでは理解できたか？」

　つまり、一人ひとりのお客に出来るだけ長く店に居てもらった方が有利という事だろう。

「そして、毎年この本戦に進めるボーダーラインは二十ポイント程度。年によって多少の上下はあるが、だいたい毎年こんなもんだ。でだ、黒くろ部べ」

「え？　……はい」

「先週の真ま琴ことの成績にこの計算方法を当てはめると、何ポイントになるか分かるか？」

「……あ、はい。ちょっと待ってください」

　机の上に出していたノートを開く。それは今月からつけ始めた［キャスト管理ノート］。それぞれのキャストが何日に誰だれから、どの時間に指名をもらっていたのかを纏まとめてある。

　真琴の指名が書かれている項目に指を添そえながら、指名の数を数えていく。

　月曜日。指名一名、二時間。二ポイント。

　火曜日。指名二名、それぞれ一時間。二ポイント。

　水曜日。指名一名、三時間。三ポイント。

　木曜日。指名一名、一時間。一ポイント。

　金曜日。指名二名、一時間と、二時間。三ポイント。

　土曜日。指名二名、それぞれ二時間。四ポイント。

　合計……十五ポイント。

「……あっ」

　気付いた俺は、思わず声を上げて先輩を見る。

　十五ポイント。つまり真琴は、今のままで予選突とつ破ぱのボーダーラインをほぼ取れているのだ。しかも、たった一人ひとりで。一日の勤務時間が五時～八時までという短時間でこれだけの指名が取れるのだから、今の時点で真琴の実力はかなりのものだろう。

「そう、真琴は先週一人で十五ポイント獲かく得とくしている事になる。普ふ通つう、こんな新人は居ない。いいや、上級生になっても、短い営業時間でこのポイントを取るのはかなりキツい。その上、新人戦中は雑誌に露ろ出しゆつするから、指名は取りやすい。つまり、真琴は一人で予選突とつ破ぱボーダーを超えられる。なら、瑠る花かと彩あや香かはこの期間無理に指名客を呼ばず、フリー客に付いて本戦の時に来てくれる顧こ客きやくを掴つかんだ方が良い。……というのが、俺おれの考えなんだが、何か質問や不満はあるか？」

　洋よう司じ先せん輩ぱいの言葉に、俺は周りを見み渡わたす。

　彩香は「いいんじゃん？」と言いたげな顔で黙だまっているし、真琴も特にプレッシャーを感じている様子は無い。そして、瑠花は……俯うつむき、しかし何の反論もする事は無かった。

　圧あつ倒とう的てきとも言える真琴のポイント数に対して、先週の瑠花の指名は一名。時間も二時間だけ。つまりポイントに直すと、たったの二ポイントだ。

　先月、一ポイントしか獲得できなかった事に比べれば、それは格段の進歩である。だけど、真琴の前に出てしまえば、雲うん泥でいの差と言うしかない。

　しかも、予選で無理に指名客を呼ばなくていいのなら、瑠花と彩香は本戦の時に指名を集中させる事が出来る。その上、新しい指名客を獲かく得とくするチャンスも増える。

　つまり、この作戦は理に適っており、反論の余地を残していないのだ。

「よし、異論はないな。本戦ではフードやドリンクの合計金額で別べつ途とポイントが付くようになるんだが……。まぁ、それは本戦が近づいた頃ころにまた説明するか。じゃ、解散」

　ミーティングの終わりを宣言した洋よう司じ先せん輩ぱいは、その場で一つ伸のびをする。それで一年生の緊きん張ちようは解かれ、彩あや香かは大きく欠伸あくびをする。真ま琴ことは早くも自分の顧こ客きやくノートを開き始め、そして瑠花は黙だまって席を立ちリビングを出て行ってしまう。

「なぁ、黒くろ部べ。コーヒー飲んでいい？」

「はい、もちろん。あ、いいですよ、俺おれが淹いれてきますから」

　ソファーから立ち上がり、台所へ向かう洋司先輩を俺は慌あわてて呼び止める。だが、彼は「どうせだから場所覚えとく。これからよく来るし」とそのまま歩いて行ってしまう。

「……あ、はい」

　しかし、俺が先輩に続いて台所に入った時、彼の手にはすでにインスタントコーヒーの瓶びんが握にぎられていた。その時、リビングで彩香がテレビを付け、雑音が部屋に漏もれだす。

「え？　どこにあるか知ってるじゃないですか」

「お前らがこの家に来る前に準備を整えたのは、俺達四年生だからな」

「なら……」

「まぁ、同じ場所にあるとは限らないだろ」

　と、苦笑を浮うかべながら、洋司先輩は置きっぱなしになっていたやかんに水を入れる。そのまま慣れた手つきでお湯を沸わかしていく洋司先輩を、俺は手持無沙汰に眺ながめる。

「お前らもなんか飲むか？」

　カウンター越しに真琴と彩香に呼びかけると、真琴は「マコちゃん紅茶がいいですっ！」と返し、彩香は「じゃ、コーヒーお願いしてもいいすか？」と返してくる。

　その声を聴きき、俺は慌てて自分の分を含ふくめ、カップを四つ用意する。その中の一つにティーパックを入れ、残りの三つにインスタントコーヒーの粉を落としていく。しかし、それで作業は終了。また、やる事が無くなり、微び妙みように居心地が悪い。その時──。

「黒部、瑠花のフォロー頼たのんだぞ」

　それは、少し離はなれればテレビの音にかき消されてしまう程、小さな声だった。日常会話のように、さらりと言われた言葉でもあった。だけど、俺の耳には強く残った。

　洋司先輩は、この作戦を言えば、瑠花がへそを曲げるだろうと分かっていたのだ。

　考えてみれば……そのくらいの事、洋司先輩なら考えていて普ふ通つうだ。でも、それでもこの作戦を瑠花の前で言って、その上で俺にフォローを頼んでくれる。それが、仕事を任されたみたいで。俺なら瑠花の機き嫌げんを直せると言われているみたいで……、ちょっと嬉うれしかった。

「はい、やってみます」

　そう答えた俺の言葉に、洋司先輩は黙って笑ってくれた。
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「予選のランキングに、瑠る花かは載のらない事になった」

　次の日。俺おれは登校してすぐ、良りよう太たと二じ郎ろうにそう告げた。すると、

「えぇっ！　どうしてですか!?」

　俺の予想通り、飛びつくような勢いで良太が言葉を返してくる。

「あぁ」

　と返事をしつつ、俺は「落ち着け」と手のひらをかざし笑う。こっそり横を見ると、瑠花が不安と不満と疑いを合わせたような顔でこちらを見ていた。

　昨日きのうの夜、俺は瑠花に一通のメールを送っていた。それは、『良太と二郎の事は任せて』という内容のメール。あえて他の事には触ふれない短いメール。本当は、もっといろいろ言いたい事があった気がするけど、顔を見ずに伝えられたのは、たったそれだけだった。

　瑠花がランキングに載る事に拘こだわっていた一番の要因は、良太と二郎に噓うそがバレてしまう事を恐おそれていたからだ。だったら、その不安を取り除いてやれば、瑠花の気持ちも少しは晴れるだろう。

　もちろん、それ以外にも瑠花はあの作戦に不満はあるだろう。だけど、やっぱりその不満は本戦で晴らすしかない。それにこの作戦は、瑠花にとっても良い事が多い。予選中にお客さんを増やせるし、今居るお客さんは本戦の時に来てくれるようにお願いできる。

　瑠花だってきっと、その利点は分かっている。だったら、瑠花から不安を取り除き、前を向かせる事が、俺おれに託された仕事だ。

「瑠花の次に人気が出そうなキャストでさ、真ま琴ことちゃんって子が居るんだけど、その子を中心に予選を戦う事になった」

　俺はさも当たり前の事を言うような顔で、噓を吐つく。

　そして、合わせるかのように驚おどろいた瑠花が俺を見る。だけど俺は、何も弁解はしない。

「えぇっ！　ちょっと待ってください」

　言いながら良太は慌あわてて鞄かばんから雑誌を取り出し、瑠花達が載っているページを開く。ちなみにその雑誌は破れていなかったので、きっと二冊目を買ったのだろう。

「真琴……こ、この子ですね」

「あぁ、この子か。可愛かわいい子だな」

　良太が指差し、それを見て二郎が平和な顔で笑う。

「確かに可愛いですが、どうして十倍可愛く素敵で、その上エースの瑠花さんが中心にならないんですか？」

　揺ゆるぎない視線に、俺は思わず苦笑を浮うかべてしまう。良太の目には本当に瑠花以外は輝かがやいて見えないらしい。だけど俺おれとしても揺ゆらぐわけにはいかない。

　隣となりでは瑠る花かが、固かた唾ずを飲むような表情で俺を見ている。いったい何を言い出すのかと、気が気ではないのだろう。瑠花にとって、クラスは理想の自分で居られる唯ゆい一いつの場所だ。しかしその場所は、俺の一言だけで脆もろく崩くずれ去さる場所でもある。

　だけど、俺は「大だい丈じよう夫ぶ」と言うように笑う。

「店の方針だよ。真ま琴ことちゃんは現状、瑠花にとって身近なライバルみたいな子なんだけど、もう少し力を伸のばしてくれたら瑠花との二本柱で強力だろうって。瑠花はイベントの力を使わなくても、充じゆう分ぶん力を伸ばしてくれるだろうから、本戦まで少し力を温存しておくんだ」

　それは、事情を知っている人が聞けば笑ってしまうような、大おお噓うそ。

　しかし、効果は抜ばつ群ぐん。

「す、すごいっ！　瑠花さん、凄すごすぎますっ！　一時的にとはいえ、新人一位の座を譲ゆずれる器量も素敵すぎますっ！」

　良りよう太たは目を輝かがやかせ、二じ郎ろうは「ほほう」と感心し、瑠花はただ目を丸くして俺を見ている。

　俺は今まで、良太や二郎の前で、自分から瑠花の成績について噓を言う事は無かった。確かに、噓がバレないように協力はした。でも、今回のように噓を自分から吐いた事は無い。

　でも、これで完全に瑠花と同罪だ。

　だけど、大切な友人に噓うそを吐ついた事を後こう悔かいするつもりはない。もちろん罪悪感はある。でもこれは、俺が自分で言うと決めた噓だ。

「凄すごいですよ。瑠る花かさんは優しいんですね」

「……え、そ、それほどでも無いわよ。お店の方針だもの。別に異論はないし、どうって事はないわ」

　目を輝かせる良太の視線を直視し難いのか、瑠花は居心地悪そうに視線を逸そらすが、噓を否定も出来ず黙だまり込こんだ時、ちょうどチャイムが鳴り、それぞれが席につく。

「なぁ、瑠花」

　座りながら俺は、後ろの席に座った瑠花に話しかける。

「何？」

「本戦、頑がん張ばろうな」

「……あ、あたりまえでしょ」

　一いつ瞬しゆんきょとんとしてから早口で言い放たれた言葉に、俺は少し安心する。

「それに、あのチビに思い知らせてやるって、あたし決めたの。それまでせいぜい余よ裕ゆうぶってればいのよ」

　ふんっ、とそっぽを向いた瑠花を見て、思わず笑う。

　良太と二郎は俺の言葉を疑っている様子は微み塵じんも無い。

「これで俺も完全に共犯者だな」

　苦笑を浮うかべた俺おれを見て、瑠る花かは「むっ」とまた表情を曇くもらせる。それを見て俺は、間かん髪はつ入いれずにまた言葉を吐はき出だす。

「だからさ、この噓うそ……本戦で本当にしような」

　隣となりの席に聞こえないくらい小さな声だったが、瑠花にはしっかりと届いたのだとその表情から分かる。

「……あ、あたりまえでしょ」

　相変わらずその顔は不ふ機き嫌げんに歪んだまま。口調も我わが儘ままな宮みやケが瀬せ瑠花だ。少しだけ安心して俺は苦笑を浮かべて前を向こう思ったその時──。

「ねぇ……」

　後ろから聞こえた声に、俺は再び振ふり返かえる。

「予選、……突とつ破ぱできるわよね？」

「え？　あぁ、大丈夫だろ。他の店の途と中ちゆう経過だって見れるんだし、真ま琴ことちゃんなら問題ないよ。だから瑠花も本戦までにもっとお客さんを増やして、みんなを驚おどろかせてやろうぜ」

　それに瑠花や彩香だって、積極的にお客を呼ばないだけで、指名客を呼んではいけないというわけじゃない。行きたいと言われればもちろん断らないし、予告なしに来店する場合だってある。なら、予選の突破ラインだという二十ポイントは余裕で取れるだろう。

「……そうね。本戦でぎゃふんと言わせてやればいいのよ」

　瑠花が頷うなずいた時、ガラガラと戸を開ける音がして、俺は慌あわてて前を向く。今の発言から思うに、瑠花はやっぱり今回の事を気にしているのかもしれない。だけどきっと、うじうじといじけているわけじゃない。なら俺は、瑠花が頑がん張ばろうとしている気持ちを大事にして、しっかりと横で見ておくべきなんだろう。

　そんな事を思いながら、俺は朝の時間を過ごしていくのだった。
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　良りよう太たと二じ郎ろうに雑誌の事を伝えてから、約一週間。

　ついに昨日から新人戦の予選が始まり、初日に真琴は三名の指名客を店に呼び、六ポイントも獲かく得とくした。かなりのロケットスタートに、俺達は安あん堵どのため息を漏もらした、が──。

「えっ!?　渋谷店が七ポイントも獲得してるんですか!?」

　学校が終わり店に来た俺達新人に告げられたのは、自分の耳を疑うような洋よう司じ先せん輩ぱいの言葉だった。

「あぁ、新人戦中は全ての新人のポイントが公表されるからな。間違いなく渋谷店は昨日七ポイント獲得している」

　事務的にそう語る洋司先輩は、本当に冷静なのか、それとも冷静を装っているのか……。

　そっと視線を横にずらし、真ま琴ことを見る。何も言わない真琴は、ただ真っ直ぐに洋よう司じ先せん輩ぱいを見上げている。その顔に浮かんでいるのは焦あせりではなく、どちらかと言えば悔くやしいという感情だ。初日に黒星を付けられたことが気に入らないのだろう。

「だが、これはあくまで初日だけの数字だ。単純に渋谷店のスタートダッシュが決まっただけかもしれない」

「マコちゃんは、まだいけますよ」

　洋司先輩の言葉に、被かぶせるような勢いで放たれた真琴の言葉に、全員の視線が集まった。

「まぁ待て、真琴。今言ったように、これはあくまで初日のポイントだ。当初の予定よりも相手は強敵だが、まだ焦る段階じゃない」

　言いい含ふくめるような洋司先輩の言葉に、真琴は口を閉じる。

「あのっ！」

　だが、今度は逆ぎやく隣どなりから声があがる。その声は……瑠る花かのものだ。

「ん？」

「全ての新人のポイントが公表されるって、誰だれが何ポイント取ったかも分かるって事ですよね？」

「……まぁ、そうだが」

「渋谷店は、それぞれ何ポイントずつ取ってるんですか？」

　瑠花が発したその質問の意味が分からない人なんて、この場に居ない。本当は自分だって、予選から戦いたい。自分の力だって、必要とされるんじゃないか？　瑠花は、そう問いかけているんだ。

　だけど、洋司先輩は一つため息を吐ついて、手元にある紙を見下ろした後、

「四ポイント、二ポイント、一ポイントと、三人でポイントを取ってきたな。まぁ、普ふ通つうはこのやり方だろう」

　ただ事実だけを淡たん々たんと伝えた。

　瑠花だって本当は分かっているのだ。洋司先輩が立てた作戦は、別に真琴を贔屓ひいきしているから立てた作戦じゃない。まだまだ指名の少ない自分にも、有利に働くようなものだ、と。

　だから表だって不満は言わない。瑠花はちゃんと納得した。でも、理性で分かっても感情だけはどうしようもない。

「じゃぁ、やっぱり──」

「待って、瑠花ちゃん」

　我が慢まんしきれず口から漏もれた瑠花の言葉を遮さえぎったのは、今まで黙だまっていた美み咲さ子こさんだ。

「さっき洋司も言ったけど、まだ焦る段階じゃないの。それに、本戦には上位二チームが出られるのよ。昨日きのうの時点であとの二店てん舗ぽは四ポイントと三ポイント。心配しなくてもちゃんと本戦には出られるわ」

「でも、それだと渋谷店には──」

「マコちゃん、もっと頑がん張ばれるよ」

　瑠る花かの言葉に被かぶせて言い放った真ま琴ことの顔は、ニコッと元気な笑顔。相変わらずの可愛かわいらしいエンジェルフェイスなのだが、反論を許さない強い意志が言葉の端はし々ばしに窺うかがえる。

「…………」

　瑠花はそんな真琴を見て、一度何かを言いかける。だが、結局口を閉ざし、興きよう味みが無いかのように自分の髪かみを一束持って眺ながめはじめる。

　真琴も、そんな様子の瑠花の方を見る事はない。

　だけど……二人の真ん中に立っている俺おれとしては、目に見えない力が働いているんじゃないかという程、居心地が悪かった。

「な、なぁ……瑠花に真琴ちゃん。今はとにかく仲良くした方が……良いんじゃないかなぁと俺は思うんですけど……」

「やだなぁ、ナイト君。マコちゃん別に喧けん嘩かとかしてないよぉ」

「そうね。喧嘩なんて馬ば鹿か馬ば鹿かしいもの」

「えっと……そうなんだ。あはは」

　確かに今、真琴も瑠花も喧嘩をしているわけじゃない。しているわけじゃないんだけど……この空気はやっぱり良くはないと思う。

「はぁ」

　聞こえたため息に前を向くと、洋よう司じ先せん輩ぱいがゆっくりメガネを押おし上あげていた。

「あのな、二人ふたり共。これはあくまで話題性を持たせ、これからの営業に繋つなげるためのイベントだ。新人戦が終わったからって、この店での勤務が終わるわけじゃない。今後の指名に繋げられなければ意味が無い。分かるな？」

「そうよ、無理をしすぎたら良い接客も出来ないわ」

　先輩二人の言葉に、瑠花と真琴は何も言わない。だけど、互たがいに視線を合わせもしない。

　真琴は、自分に与えられた仕事を頑張っているだけだ。

　瑠花は、もっと頑張りたいと思っているだけだ。

　だけど、この二人は噛みあわず、不協和音を周りに響ひびかせる。相変わらず彩あや香かはそんな二人をただ見ているだけだし、美み咲さ子こさんは困った顔を見せているだけだ。

「ま、とにかく今日きようも一日頑張ろう」

　呆あきれた顔の洋司先輩の言葉で、開店前のミーティングは終了になる。後に残ったのは、説明し難い何とも妙みような空気だった。
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　初日のスタートダッシュかと思われた渋谷店の成績は結局、金曜日──つまり昨日きのうまで落ちる事は無く、渋谷店の合計ポイントは二十八ポイントにまで達していた。対して真ま琴ことのポイントは二十二ポイント。そこに彩あや香かのポイントが二ポイント。木曜日に店に来ていた大おお倉くらさんが、途と中ちゆうで滝たき沢ざわさんを呼び出してくれて瑠花に一ポイント。新宿店三人、合せて二十五ポイント。昨日の営業が終わった時点で、渋谷店には三点差で負けている。

　だが、三位以下の店とは大きく差を開けているので、この時点で本戦出場は決まったようなもの。そして予選の間、瑠花と彩香は新規を獲かく得とくする為に、何人ものお客さんに付き、積極的に営業努力を続けていた。これなら本戦に進んだ後、真ま琴こと程とは言えないまでも、充じゆう分ぶん戦力になってくれるだろう。

　そんな状況で始まった予選最終日。土曜日という事もあり、店は開店直後からかなりの盛せい況きようぶり。真琴の指名客は開店すぐに一客。その三十分後にもまた一客。それから一時間後にはまた一客と、三人の指名客が重なっている。その為ため、真琴は二〇分ごとに指名客のテーブルをいったり来たりと忙しく動いていた。

　そんな真琴を横目に、瑠花は今夜も大倉さんに連れられて来た滝沢さんの卓たくに居た。しかも、何やら美み咲さ子こさんと大いに盛り上がっている。

　卓の前を通過するときに少し聞き耳を立ててみると、

「瑠花ちゃんはすごぉぉぉぉっく頑がん張ばってるのよ。ねぇ、大倉さんも滝沢さんも瑠花ちゃん頑張ってると思うでしょ!?」

「……別に、あたしは」

「うんうん。僕は瑠花ちゃん凄すごく頑張ってると思うよ」

「滝沢さんも頑張ってると思うわよね？」

「あー、まぁ頑張ってるとは思うけどね」

「……なんか不満げですね」

「考え過ぎだろ」

「ふ～ん」

　……うん。ここはひとつ、聞かなかった事にしておこう。

　でもね、瑠花さん。お店でお客さんに対して「ふ～ん」は無いと思うのは俺おれだけですかね？

　しかも、美咲子さんはかなり酔よっているのか、瑠花に注意を促うながす様子は無い。それどころか、自ら爆ばく弾だんを巻き散らかしているから、こちらとしては気が気ではない。

　救いとしては、大倉さんはニコニコと笑いながら会話に混ざってくれているし、心配だった滝沢さんも、呆あきれながらも笑ってくれている所か。

「……瑠花は酒強いみたいだな」

　入り口の近くに戻もどってきた俺に、洋よう司じ先せん輩ぱいが苦い顔で呟つぶやいた。

「あはは、そうですね……」

　大倉さん、滝沢さんが来店して、もうすぐ二時間。顔を真っ赤にしている美咲子さんに対し、ほとんど同じくらい飲んでいるのにも関わらず、瑠る花かは顔色一つ変わっていない。それどころか、お酒に酔よって気の回らなくなった美み咲さ子こさんのフォローまでしている。一カ月前からは考えられない光景だ。

　……まぁ、こんな所で瑠花の成長を実感するとは思っていなかったけどな。

「よぉぉ～し。今夜はのんじゃうぞぉぉ」

　遠くから聞こえた美咲子さんの声に、隣となりに立っている洋よう司じ先せん輩ぱいから盛大なため息が漏もれた。

「……なんか、大変ですね」

「どう考えても飲み過ぎだろ……。先月は教育係だから早い時間の飲酒は控ひかえさせてたんだけど……。完全にたかが外れたな、ありゃ」

「あー、そうだったんですね」

　新人達がある程度育ってきて、美咲子さんが安心してくれた。という事なのだろう……良い風に考えれば。

「ああいうダメな所は、三年経ってもちっとも直らない。あれじゃどっちが先輩だか、わかったもんじゃない」

「えっと、そ……そうかも、ですね」

「あぁ、嫌いやな予感しかしねぇ」

　素直に頷うなずくわけにもいかず、かといって否定する事も出来ず、俺は躊躇ためらいがちに頷く。

　だけど、確かにさっきテーブルの横を通った時に見た瑠花は、しっかりと仕事をこなす一人前のキャストの顔をしていた。あとは、あの気の短い性格と、高過ぎるプライドさえどうにかしてくれれば、完かん璧ぺきなんだけどな……。

「はぁ」

「はぁ」

　思わず漏れたため息が、隣となりに居た洋司先輩と重なり、俺らは思わず苦笑を交わす。

　俺から見れば、フロア業務はもちろん、キャストの管理も完璧にこなしているように見えた洋司先輩だって、こうやって苦いため息を付いてしまう事があるんだ。

　そんな事を俺が考えていた時、ふと瑠花の横に座っていた滝たき沢ざわさんが席を立つ。しかも、席を立つだけではなく、一人でこっちに歩いてくる……。

「え？」

　もしかして……また、滝沢さんを怒おこらせてしまったのだろうか。怒らせる要素なら、いくらでも思いつく。今、美咲子さんは完全に出来上がっており、瑠花を止める人はいないのだ。

　一いつ瞬しゆんで背筋に汗が浮うかび、俺は歩いてくる滝沢さんに歩み寄る。

「あの……どうかしましたか？」

「ただの便所だよ」

　ひやひや顔で問いかけた俺に、滝沢さんは「おおげさだな」とでも言いたげな顔で言葉を返してくる。

「あ……そうですか」

　怒らせたわけではなかったようで、俺おれはほっと胸を撫なでおろ……えっ!?

「えっと……瑠る花かは？」

　通常、付いているお客がトイレに立つ時には、キャストも一いつ緒しよに席を立ち、おしぼりを持ってトイレの前で待っている事になっているのだが……。

「今いま頃ごろは夢の中だと思うぞ」

　そう言って滝たき沢ざわさんは苦笑を浮かべる。

「夢の中って……。え、まさか!?」

「もう一人ひとりは素晴らしい哲学を披ひ露ろうしてるし、ほんと変な場所だよなキャバクラって」

「……え、哲学？」

　何の事を言っているのかサッパリわからないが、洋よう司じ先せん輩ぱいは粗あら方かたの想像がついたのかもしれない。視界の端はしで、洋司先輩が額に手を当て、天井を仰あおぎ見みる姿が映る……。

「んじゃ、便所借りるわ」

　固まる俺らの反応を笑って、そのままトイレへ向かってしまう。

　……。

　…………瑠花は、結局瑠花って事か。

「行くぞ」

「……はい」

　洋司先輩と連れ立って、瑠花と美み咲さ子こさんのテーブルに行くと、そこには「くーくー」と可愛かわいい寝ね息いきを立てる瑠花の姿と、ボロボロと涙なみだを流す美咲子さんの姿があった。

「ねぇ、大おお倉くらさん……。なんで氷は溶とけちゃうのかな？　悲しいよね、儚はかな過ぎるよね」

「はっはっは。美咲子ちゃん、今日もまた哲学だねぇ～」

「綺き麗れいなのにね、溶けちゃうんだよ。悲しいよぉ」

「優しいねぇ、美咲子ちゃん」

　うわっ、性質悪っ！　ってか、氷が溶けて悲しいって……。

「お前の頭が悲しいよ……」

　俺おれの横でボソッと聞こえた洋司先輩の声は……聞こえなかった事にしておこう。
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　何ど処こかから虫の音が聞こえてきている。何と言う名前の虫だろうか……。マツムシは時期が違うし、コオロギあたりかもしれない。あ、そういえば今日きようは月が綺麗だな。あ、星も綺麗だな。空気も美お味いしいな。あと、あと……あと……。

　思考が途と切ぎれそうになった俺おれは、必死に辺りを見み渡わたし、何か目につくものを探す。

　というのも、今考えるのを止めるわけにはいかないのだ。とにかく何かに意い識しきを逸そらしていないと、俺の背中に当たってる何だか柔やわらかい感覚だったり、両手で支えてる物体の細いくせに跳はね返かえすような触さわり心地だったり、首筋に掛かかる吐息だったりを意識してしまう。

「んっ……ん」

　不意に耳元で聞こえた寝ね言ごとに、俺は思わず息を呑のみ、慌あわてて道みち端ばたに生えている野草を愛でる作業に移る。あぁ可愛かわいいタンポポだな。可愛いタンポポだな。

「おい黒くろ部べ、何立ち止まってんだよ……」

　後ろから聞こえた声に慌てて振り返ると、そこには美み咲さ子こさんを背負った洋よう司じ先せん輩ぱいの姿。

「こっちは瑠る花かより重たいんだから、早くいくぞ」

「重いって何よぉぉぉ」

「馬ば鹿か、暴れんな。行くぞ、黒部」

「……はい」
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　激しい疲ひ労ろう感かんに襲おそわれながら、背中で寝ねている瑠花を起こさない（そして落とさない）ように気を付けながら、急いで先輩の横に並ぶ。

　時刻は七時半。本来ならまだ店で営業をしている筈はずの時間である。だが、お酒を飲み過ぎた瑠花と美咲子さんには、それ以上の営業は不可能。それどころか営業の邪じや魔まだと店長に判断されてしまった。……まぁ、当たり前だが。

　その後、大おお倉くらさんと滝たき沢ざわさんを男二人で平謝りしながら見送り、俺おれと洋よう司じ先せん輩ぱいは各キャストを背負って夜道を歩かなければならなくなった。

　しかも今夜は土曜日。ただでさえ店が混む日だ。よって、洋司先輩はこの後店に戻もどらなければならず、だからといってお酒に酔よった（しかも、悪酔い）の美み咲さ子こさんを一人ひとり家に置いておくわけにもいかない。

　という事で、俺が家で面めん倒どうを見なければいけなくなったわけだ。

　その上、早上がりの美咲子さんの代わりを務める為ため、連帯責任という事で真ま琴ことと彩あや香かはいつもより一時間長い九時までの勤務。しかも、この一時間はヘルプのみの勤務。新人戦の結果には何一つ影えい響きようしない、いわば働き損である。真琴と彩香にどう謝ればいいのか。あとでそれを知った瑠る花かがどれ程落ち込むか……。それを考えるだけでも心が重い……のに。

「ねぇぇヨージぃぃ」

「暴れんなっ！　置いてくぞ」

「えぇぇぇぇ」

　事態を引き起こした張本人である美咲子さんは、何だかほんとに絶好調であった。

「つーかお前は起きてんだから歩けよっ！」

「やだぁぁぁ。瑠花ちゃんもおんぶだもん」

「瑠花は寝ねてるし、暴れてないだろ」

「ひーきよ、ひーき」

「贔屓ひいきじゃねぇ！　ったく……あんだけ飲むなって言っただろ。後で店長に怒おこられるの俺なんだからな！」

「……えぐっ。……えぐっ」

「おい、ちょっと待てっ！　なんでお前」

「ヨージが……えぐっ……怒るよぉ……ぐずっ」

「あぁぁぁぁ」

　洋司先輩……お気持ち、察します。







　どうにか我が家にたどり着き、肩かたの荷を下ろした（比ひ喩ゆではなく）俺は、ほっと小さく息を吐はき出だした。ソファーでくぅくぅと寝ね息いきをたてている瑠花は本当に幸せそうで、寝ね顔がおだけ見ていれば本当に可愛かわいい女の子だ。

「……ったく」

　背後から聞こえた声に振ふり向むくと、もう一つのソファーに美咲子さんを寝かせた洋司先輩が苦い顔をしていた。ちなみに美咲子さんは泣き疲れたのか、瑠花と同じく幸せそうな寝顔を浮うかべている。

　ソファーに寝ている美み咲さ子こさんを見下ろす洋よう司じ先せん輩ぱいは、怒いかりとも呆あきれとも何かが違う、不思議な表情をしていた。しいて言うなれば、出来の悪い子供を見守るような視線とでも言うのだろうか？　それもちょっと違う気もするけど、とにかく洋司先輩が美咲子さんを大事に思っているのだという事は理解できた。

　まぁ、それもそうだろう。洋司先輩と美咲子さんは、三年も同じ場所で寝ね泊とまりをして、力を合わせて仕事をして、一いつ緒しよにいろいろな事を乗り越えてきたんだから。

　美咲子さんを見ている洋司先輩の目は本当に優しくて、瑠る花かを背負っただけであたふたしていた自分が恥はずかしくなる。

　……俺おれも、いつかこんな目で瑠花を見れるだろうか？　そう思い、ふと瑠花が眠るソファーに視線を落としてみる。するとそこには、安心しきった顔で眠る瑠花の姿。なんだよ、この姿は。こんな無防備に寝てしまうなら、飲み過ぎないようにきつく言い聞かせなきゃダメだな。

「俺、余ってる毛布を取ってきますね」

「あぁ、頼たのむ」

　邪よこしまな気持ちじゃなくて、自然と心配する気持ちが出てきた自分が可お笑かしくて、そしてホッとして、俺は思わず笑ってしまう。

「……ん」

　その時、瑠花が呻うめいて細い体を小さく丸めた。その拍ひよう子しに、サテン地のドレスが揺ゆれて、蛍けい光こう灯とうに照らされ弱く光る。

　ったく。ほんと、しょーがねぇヤツ…………え。

　ちょっと洋司先輩っぽく瑠花を見下ろした瞬しゆん間かん、俺の目に映った光景は──。

　まず、あれだ。瑠花の幸せそうな寝ね顔がお。顔の前で猫みたいに軽く握にぎった手。細い腕うでは相変わらず肌き理めが細かい。華きや奢しやな肩かたから続くラベンダー色のドレスは、細い体を包み……きれず、スリットから細くて綺き麗れいな脚あしが見えていて、さらにその奥おくに見えているのはつまり──。

　わぁぁぁぁぁっ！

　存在を認にん識しきした瞬しゆん間かん。俺は慌あわてて自分の着ていたジャケットを脱ぎ、放り投げるように瑠花の足にかける。

　危ない……危なすぎた。

「……ん？　あぁ」

　俺の行動に、洋司先輩が一度不思議そうにこっちを見て、それから瑠花を見て納得したように苦笑を浮うかべた。

「お前は何も見てないって事にしといてやるよ」

「お……お願いします」

　それだけ言って、俺は逃げるようにリビングから抜ぬけ出だし、今見てしまった光景を消し去るように、走るような速度で階段を上がっていく。そして、誰だれも使っていない部屋──つまり、本来は俺おれが使ってもいい筈はずだった部屋のドアを急いで開け、滑すべり込こみ、やっと一息。

　今後絶対に、瑠る花かの飲酒に関しては、最大限の注意を払わなくちゃいけない。

　だって、危うく、見てしまうところだったじゃないかっ！

　…………。

　薄うすい青で裾すそには白地のレースだったな。

　…………ダメだ、俺。

「はぁぁっぁ」

　心の中の雑念を全て吐はき出だすかのように長い息を吐き出し、頭を数回振ふってからベッドの上に積まれている毛布を手に取る。とにかく今は、早くリビングに戻もどらなくてはいけない。あんな薄いドレスで寝ねていたら風か邪ぜをひいてしまうし、動どう揺ようを洋よう司じ先せん輩ぱいに悟さとられたくない。

　……今更、手遅れかもしれないけど。

　謎なぞの疲ひ労ろう感かんを伴いながら毛布を抱かかえてリビングに戻ると、洋司先輩は台所に居た。でもすぐに俺の所に来て、持っている毛布を一枚受け取りながら「サンキュ」と言ってソファーへ向かい、慣れた様子で黒いドレス姿のまま眠ねむる美み咲さ子こさんにそっとかける。

　その姿は本当に、なんというか……当たり前の事をしているみたいで、これが何度も繰くり返かえされた光景なんだという事が容易に想像できた。

　先輩も、最初は戸と惑まどったり困ったりしていたのだろうか？

　俺もいつか、先輩みたいに慣れていくのだろうか？

　慣れてしまう程、こんな事態に付き合うのは嫌いやだけど……でも、それはそれで良いのかもしれないなんて思うのは、洋司先輩があまり嫌そうじゃないからかもしれない。

「ほんと、世話するこっちの身にもなれっつーんだよ。なぁ、黒くろ部べ」

「はは、そうっすね」

　洋司先輩から漏もれた愚ぐ痴ちに曖あい昧まいな返事をしつつ、まだ慣れていない俺は出来るだけ瑠花を直視しないように気を付けながら、そっと毛布を掛けていく。

「黒部もコーヒー飲むか？」

「え？　あ、はい」

　かけられた声に顔を向けると、いつの間にかキッチンに戻っていた先輩がマグを二つ手に取ってこちらを見ている。

「あ、やりますよっ！」

「いいよ、別にそのくらい」

　慌あわててキッチンに向かうが、すでに先輩はヤカンからマグにお湯を注いている。キッチン中に漂ただよい出だしたコーヒーの香かおりが、なんだかちょっと優しい。

「ほい」

「あ、ありがとうございます」

　礼を言った俺おれに、先せん輩ぱいは「あぁ」とだけ答えて、それから慣れた手つきでタバコを取り出し、換かん気き扇せんの下で火を点ける。

　そして、疲つかれを押し流すように煙けむりを吐き出した後、小さく口を開く。

「……悪かったな黒くろ部べ、美み咲さ子こが居たのに……つーか、美咲子のせいで嫌いやな思いさせて」

「いや、別に俺は……」

「こいつ、本当に酒飲むとダメなんだ。いつもは結構しっかりしてんだけどさ……。お前だって先輩のこんな姿、見たくなかったよな。情けねぇ」

　確かに、美咲子さんがあんなに酒さけ癖ぐせが悪いだなんて思ってなかったから、少しびっくりはした。でも美咲子さんに被ひ害がいを加えられていたのは主に洋よう司じ先輩で、俺は寝ねてしまった瑠花を背負ってきただけだ。

「本来だったら、同席していた美咲子が後こう輩はいの瑠花を見てやらなきゃなんねーのに、ったくあいつはほんと直らないよ」

　そう愚痴をこぼしながらも、やっぱり先輩の顔に浮うかぶのは怒いかりの表情ではない。

「……慣れてますね」

「そりゃ、嫌でも慣れる」

　苦笑を浮かべる洋司先輩は、どこか誇ほこらしげにさえ見えた。

「さ、俺はもう戻もどらなきゃならないから、二人ふたりを頼たのむな」

「はい」

　頷うなずく俺を見て、先輩は満足そうに笑う。タバコに水を通しゴミ箱へ放り投げると、マグに残っていたコーヒーを流し込むように飲み干した。

「あと、黒部は言わなくても大だい丈じよう夫ぶだと思ってるけど」

「はい？」

「俺の担当キャストと、可愛かわいい後輩に間違い起こしたら……分かってるな？」

「…………はい、もち……ろん」

　一気に氷点下まで冷え込んだ声で告げられた言葉に、頷く以外の術を俺は持っていなかった。

　この人……本マ気ジだ。

「おーけー。じゃ、出来るだけ早く戻るから」

　気楽な声に戻った洋司先輩が、俺の背中を軽く叩たたいてリビングを出ていく。

　……あの人も、どれが本性なのだろうか。







　洋司先輩が店に戻って、早くも一時間程。時刻で言えば九時少し前。

　一時はどうなるかと思ったが、あと三十分くらいで真ま琴ことと彩あや香か、それに二人に付き添って洋よう司じ先せん輩ぱいが帰ってきてくれる。そうすれば一安心だ。しかも、その頃ころには予選の最終結果も出ているだろう。昨日きのうの時点で五ポイントあった渋谷店との点差はどうなっただろう。今日きようの真ま琴ことは凄すごかったから、もしかしたら追いついているかもしれない。

　ちなみに、あれから瑠る花かも美み咲さ子こさんも目を覚ます事は無く、リビングは静まり返っている。

「はぁ」

　平和そうに眠ねむる二人の顔を見て、俺おれは大きくため息を付く。

　こうやって寝ねてさえいてくれれば、二人共可愛い普ふ通つうの女の子……だよな。

「キャストって……やっぱり大変なんだろうな」

　キャバクラに来るお客さんは、仕事や学校で抱かかえたストレスを発散させる為ために来る人が多い。愚ぐ痴ちを聞いて欲しかったり、褒ほめて欲しかったり、とにかく楽しい話がしたかったり。発散の仕方は人それぞれだが、キャストが彼らのストレスを引き受けているのは間違いない。

　それを思えば、やっぱり俺達スタッフに出来る事は、キャストが安心して働ける環かん境きようを作ってあげることなんだろう。ずれてしまった瑠花の毛布を直しながら、俺は一人ひとりそんな事を思う。

　続いて美咲子さんの毛布に手を伸のばした時、

「……ん」

　その口から小さな声が漏もれた。

　やばい……起こしてしまったかもしれない。固かた唾ずを飲んで美咲子さんの顔を見ると、ゆっくりと瞳ひとみが開く。数回瞬まばたきをするが、その焦しよう点てんは何ど処こにも定まらない。

「すみません、起こしちゃいました？」

　声を抑おさえた俺の声に、また数回瞬き。どうやら状じよう況きようが分かっていないらしい。

「ここは俺らの家ですよ。もう少ししたら洋司先輩戻ってきます」

「奈ない斗と……君？」

「はい、そうですよ。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「のみ……もの」

「え、あ、はい。すぐ持ってきます。水で大丈夫ですか？」

「……いつもの」

　……いや、知らないですよ。

「あの……スミマセン、俺分かんないんですけど？」

「あれよ……あの……ほら。白いの」

「牛乳ですか？」

「違くて、ドロッとしてて……。あとちょっと酸すっぱい奴やつ。……あぁ、名前出てこない」

　言いながらゆっくりと体を起こす美咲子さんは、気分が悪いのか頭を押さえながら顔を顰しかめている。その拍ひよう子しに滑すべり落おちた毛布が俺の足元に落ち、隠かくされていた着き崩くずれたドレス姿が露あらわになってしまい、思わず息を飲む。弾だん力りよくのありそうな太ももが、何かもうヤバい感じに俺の視線を縛しばり付つけてくる……が。俺おれは全ての理性を総動員して、一度目を閉じ頭を振ふる。

　ここは親心のような気持ちで乗り切るのが一人前のボーイ。洋よう司じ先せん輩ぱいなら何食わぬ顔で乗り切るだろう。なら、俺だってここで邪よこしまな気持ちを出すわけにはいかない。

　息を吐はき出だし、顔を逸そらしながら言葉の解読に掛かる。

　白くて、ドロッとしてて、酸すっぱくて……。

　……あの。えっと。

「にゅう」

　乳にゆう!?

　驚おどろき、美み咲さ子こさんをもう一度見た瞬しゆん間かん、見計らっていたかのように、ドレスのストラップが肩かたから滑すべり落おち、中から黒いレースがあらわれる。

「っ!?」

「そう、乳にゆう酸さん菌きんドリンク」

「…………無いです」

「えー、そう……無いの」

「あの……えっと……、牛乳でいいですか？」

「……うん」

　ソファーにぐったりと寄りかかった美咲子さんを、出来るだけ視界に入れないように気を付けながら、俺は台所へ向かう。何かもう、無む駄だに心しん拍ぱく数すうを上げていた自分が馬ば鹿からしくなってくる。もしかしたら、洋司先輩が居る場所は、親心の境地ではなく、呆あきれの境地なのではないか……。そんな風にさえ思ってしまう。

「……はぁ」

　大きなため息を吐き出し、どうにか落ち着いた（と思い込むことにした）俺は、冷蔵庫を開け牛乳を取り出しマグカップに注ぎ、美咲子さんの所へ戻もどる。

「お待たせしました。自分で持てます？」

「……うん」

　マグカップを持ってソファーの前に座った俺は、親心を最大限に振ふり絞しぼり、美咲子さんがマグカップを落とさないように気を配りながらゆっくりと差し出す。

「ありがとう」

　くらくらしながらも、美咲子さんは自力でマグカップを唇くちびるに運ぶ。

　ごくり、と喉のどが鳴り、すぅっと一筋唇の端はしから零こぼれ落おちる。

　……ごくり、と俺の喉が鳴り、ぐっと唇を噛かみ理性を取り戻す。

「美咲子さん、零して……って、零し過ぎですっ！」

　もはや一いつ滴てきなんて言ってられない量になった雫しずくは、ぼたぼたと黒いドレスに垂れてしまっている。

「ちょっ！」

「……ありゃ」

　奪うばうように俺おれがマグを受け取ると、やっと美み咲さ子こさんは零こぼした事に気付いたのか、自分を見下ろす。

　てかっ、その見下ろしている先はかなりギリですっ！　肩かたヒモが落ちたドレスは二つの丘きゆう陵りよう地ち帯たいに引っかかっているだけで、衣服としての機能をほとんど果たしていないですからっ！　つーか、今日なんで黒いドレス着ちゃったかな!?　白と黒のコントラストが目に焼き付くんですけどっ!!

「とにかく拭ふいてくださいっ！」

　慌あわてて俺はブツを見ないように気を付けながら体をひねり、机の上に置いてあったティシュを取り、美咲子さんに差し出……っ！

「って、なんで脱ごうとしてるんですかっ!?」

「濡ぬれちゃったでしょ？」

「だからって駄だ目めですよっ！」

「でも、瑠る花かちゃんは脱いでるよ」

「瑠花が脱いでたって…………脱いでるっ!?」

　驚おどろき振ふり向むいた俺の目に飛び込んできた景色。それはむくりと起き上がった瑠花が、苦く悶もんの表情で背中のファスナーを下ろしているという衝しよう撃げき映像だった。

「待て、瑠花っ！　ここで脱ぐなっ！」

　駆かけ寄よった俺に、瑠花はうっすらと目を開く。瞳ひとみには涙なみだが溜まり、今にも零れてしまいそうだ。しかもその間に、ちらちらと見える背中は、肌き理めの細かそうな白い肌はだが覗のぞいて、俺の視線を彷徨さまよわせる。

「奈ない斗と……苦しいよ」

「……え？　……あぁそうか、苦しいよな」

　縋すがりつくように俺の腕うでを掴つかんだ瑠花の表情に、ハッと我に返る。瑠花がこんな深ふか酒ざけをしたのは、きっと生まれて初めてだ。という事は、瑠花は今、未知の苦痛に襲おそわれているのだろう。

「……えっと、俺どうしたらいい？」

　力なく俺を掴む瑠花の手は、力なく冷たい。ちょっと前までは薄うす桃もも色いろに染まっていた頬ほおも、今は青白く色あせている。

　だけど俺だってこんな事は初めてだ。悪わる酔よいした瑠花に何をしてあげれば良いのかなんて分からない。どうしたら瑠花の苦痛を少しでも取り除くことが出来るんだろうか？

　その時、瑠花の小さな唇が少しだけ開く。

「……しぃ」

「え？　ごめん、聞き取れなかった」

　その言葉はあまりにも小さくて、俺おれは耳を寄せる。

「胸、苦しい」

「え？」

　言葉の意味がイマイチ分からず首を傾かしげた拍ひよう子しに、俺の視界が不思議な瑠る花かの行動を捕らえた。それは、苦く悶もんの表情を浮うかべながら、ファスナーが下され露あらわになった背中に手を回し、必死に何かを外そうとしている姿。

「……[image: え゛]？」

　残念ながら、この状じよう況きようで女が背中に手を回し、外そうとしているのが何かが分からない程、俺は子供ではなかった。

「……取れない」

「取るな馬ば鹿かっ！」

「……うぅ」

　思わず大きな声を出してしまった俺に、瑠花は苦しそうに顔を顰しかめる。

「あ。わ、悪い。でも……ちょと、その……えっと」

　そんな顔で俺を見て、どうしろと言うのだ？

　しかも、屈かがみ気味の姿勢になったせいで、瑠花の白い胸元とドレスの間に隙すき間まが出来て、危機的状況を加速させる。

　だけど、未み曽ぞう有うの苦痛に襲おそわれている瑠花に、そんな事を判断している余よ裕ゆうは無いのだろう。

　おたおたと何も出来ない俺を前に、零こぼれそうなほど瞳ひとみに涙なみだを溜めている。

「お、おい。泣くな、分かった、苦しいんだよな」

　そう答えたものの、俺にどうしろと？

「うー」

「な、何か飲むか？」

　苦くるし紛まぎれに放った俺の言葉に、瑠花は小さく首を振ふる。

「じゃぁ……えっと……」

「……外して」

「……は？」

「お願い。たぶん、もう……限界」

　…………は？

　外すとは、何をだ？　アレをか!?

　いやいやいやいや、ダメだろ。いくら何でも、ソレは俺には外せない。

　どう考えてもボーイ業務の枠わくをはみ出している。

「くる……しぃ」

「いや、でもだな……」

　……それは無理だろ。

　と言おうとして、寸前で思いとどまる。

　まるで藁わらをも掴つかむような表情の瑠る花かは本当に体調が悪そうで、その苦痛を取り除けるのは今の時点で俺おれしか居ない。瑠花だって好きでこんな状じよう況きようになっているわけじゃないんだ。苦しくて、でも自分じゃどうしようもなくて、俺にしか助けを求められない。

　瑠花は予選の間、本戦で一人ひとりでも多くのお客さんを呼ぶ為に、必死に頑がん張ばっていたんだ。

　真ま琴ことを中心に戦うという作戦を言われた時はショックだっただろう。だけど、その悔くやしさをバネにして、瑠花は頑張っていた。顧こ客きやくノートは次々と新しいページを埋うめ、もうすぐ一冊を使い切ろうとしている。入店二カ月目にして、携けい帯たいのメモリーには何十人ものお客さんのアドレスが入っている。

　ずっとフリーのお客さんに付き続け、頑張った予選最終日。やっと滝たき沢ざわさんと大おお倉くらさんが来てくれたのだ。だけど、そこでも酔った美み咲さ子こさんのフォローを当たり前のようにこなしていた。もしかしたら、飲み過ぎてしまったのも、空気を壊こわさないようにペースに合わせてしまったからなのかもしれない。

　そう俺が思ってしまっても仕方ないくらい、最近の瑠花は頑張っていた。

　結果的にこんな事態になってしまったのだって、ただ努力が空回りしてしまったからだろう。だって瑠花は、自分が頑張れる限界をまだ知らなかったんだから。

　そんな瑠花を突つき放はなす事なんて……俺には出来なかった。

「……どうしても、か？」

　躊ちゆう躇ちよしつつも放った言葉に、瑠花は顔を顰しかめながら小さく頷つぶやく。

「…………分かった」

　と、答えはしたが、果たして俺はどうしたらいいのだろうか？

　攻こう略りやくすべき対象は、瑠花の背中にあるのだが、あちらは今ファスナー全開の大変危険な状況だ。とてもじゃないけど、正面突とつ破ぱ（背面だけど）は出来そうに無い。

　となると──。

　考えた答えに、ごくりと喉のどが鳴った。こちら側から外すしかない。

「……外すぞ」

　意を決して発した俺の言葉に、瑠花はまた小さく頷く。

　瑠花の前に座り、そっと背中に手を回しながらも俺の目線は宙を泳ぐ。その時、自分の体を支えきれなくなったのか、瑠花が俺の肩かたに額を乗せてくる。途と端たん、何とも言えない甘い香かおりが鼻をつき、自分の鼓こ動どうがやけに響ひびいた。

　まさか、こんな状況で初めてアレのホックを外す事になろうとは、誰だれが予想しただろうか？　とりあえず俺は、一度も想像した事がなかった。

　というか、やっぱりこの姿勢はヤバすぎるのではないでしょうか？　まるで、ほら……ストレートに言ってしまえば、あの……抱だき合あってるみたいな感じじゃないでしょうか？　こういうのって、本当は恋人的な関係の人が……って、ダメだ。それはきっと、今考えてはいけない事だ。こんな時に限って高速回転する脳みそを、理性が押おさえつける。

　これはあくまで、救護活動。担当ボーイとして、苦しんでいるキャストに手を貸しているだけなのだ。が、こんな時に限って俺おれの手は無む駄だに強こわ張ばり、思うように動かない。しかも、目標を直視する事もできないので、なかなか上手くいかない。

「……え、これどうなってんだ？」

「……奈ない斗と」

「悪ぃ、でもこれ……」

　初めてで、しかも直視する事の出来ないブツを外す事は、想像以上に難しい。

　何度目かの再チャレンジで、俺の手にカチリという小さな手ごたえ。

　やったっ！
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　俺がホッと息を吐はき出だした、その時──。

「ナイト君～大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんな、元気な声が玄関から聞こえてくる。

　……っ！

　慌あわてて瑠る花かから離はなれようとするが、こんな時に限って瑠花が俺のシャツをギュッと掴つかむ。

「あれぇ～？　ナイト君居ないのかなぁ？」

「電気ついてるんだから、居るだろ」

　あたふたしている間にも再び真ま琴ことと彩あや香かの声が響ひびいて、靴くつを脱ぐ音まで聞こえてくる。

「瑠る花かっ、この姿勢はヤバいって」

「……無理」

「無理っ!?」

「今、動いたら……吐はく」

「えぇっ!?」

　待て待て待てっ！

「ナイトくーんっ！　……え？」

　カチャリ。と聞こえたのは、扉とびらを開ける音。

「……あ」

　リビングの戸を開けた真琴と、ばっちり目があって、互たがいに言葉を失くす。

　そりゃ……そうだ。

　俺は瑠花の背中に手を回したままだし、しかも放せばいいものが、慌あわてていた俺は未いまだにアレを掴つかんだままだ。瑠る花かはそんな俺おれの胸にしがみついたまま、身動き一つしない。

「……ありゃ」

　真ま琴ことの後ろから現れた彩香が、部屋の惨さん状じようを見て苦い顔をする。

「これは……洋よう司じ先せん輩ぱい止めた方が良いかもね」

　彩香の言葉で思い出し、慌てて美み咲さ子こさんを振ふり返かえり見る。その体勢は先ほどから少しも変わってなく、ドレスの肩かたヒモは落ち、スカート部分はめくれ上がり、もうドレスを着ているとは言い難い。しかも、黒いドレスの上に零こぼれた牛乳の白が、見事にバイアスカラーを作り目に眩まぶしい。ハッキリ言って、どこから手を付けていいのか分からない。

「残念だが、俺を止めるには遅おそ過ぎた……な」

　聞こえた声に、強い頭痛を覚える。

「なぁ、黒くろ部べ。俺は『もう少し早く帰ってこれなくて悪かった』と謝るべきか？　それとも『早く帰ってきて悪かった』と謝るべきか？」

「……俺にも、分かりません」

　力なく答えながら見た洋司先輩の顔は、怒いかりと同情と、それから呆あきれと……。とにかく何とも形容し難い顔だった。

「……気持ち悪い」

　すぐ耳元で聞こえた声に、俺は何かの始まりと終しゆう焉えんを感じた。

　結局その後、効果の無い言い訳と、泥でい酔すい者しやの世話に時間を費やしている内に、夜は更ふけていくのだった。
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「着いたぁぁぁ～」

　晴天の下、バスから降りた真ま琴ことは、両手を上げてくるっと一回転。その姿は、まさに天てん真しん爛らん漫まんな子供みたいで、見ているこっちまで自然に頬ほおが緩ゆるんでしまう。

　悪夢のような予選最終日から一日挟はさんだ月曜日（先日の出来事を瑠る花かも美み咲さ子こさんも、きれいさっぱり記き憶おくを飛ばしてくれていたのは、不幸中の幸いだった）。俺おれは、自立都市で唯ゆい一いつの遊園地［ワンダードリームランド］の正面エントランスへと降り立った。

　青空の下に広がるのはカラフルな光景。スピーカーから流れてくるのはポップでキュートな音楽。エントランスの前ではピエロが風船を配っている。どこかから漂ただよってくるポップコーンの匂においもまた遊園地らしい。

　渋谷駅から送迎バスで十分程度の距きよ離りにある［ワンダードリームランド］は、一年生の全休日──学校も仕事も全て休みの日だけあって、そこそこの混み具合。

　もちろんこの遊園地も、都市内全ての施し設せつと同様、学生が運営している。その為ため、規模は小さいが、各所に温もりとアイディアが溢あふれている遊園地だという。

「……わぁ」

　俺おれに続いてバスから降りた瑠花が、小さく声を上げる。

　横目で見ると、目はキラキラと輝かがやき、口角は持ち上がり、今すぐ駆かけ出だしてしまいそうだ。その表情に俺は思わず「っふ」と笑ってしまう。

「っ！　な、何よ」

「いや、嬉うれしそうだなって思って」

「……っ！　はぁ!?　別に嬉しいだなんて言ってないんですけどっ！」

「はいはい」

　お決まりの強がりに、俺は適当な相あい槌づちを打つ。

　呆あきれ顔がおを作る俺だが、実はちょっと一安心。

　というのも、予選最終日。瑠花は頑がん張ばるあまり店で寝ねてしまい、いつもより一時間早く帰ってしまった。しかも予選の結果は渋谷店に一点だけ及およばず、惜おしくも二位。つまり、瑠花があのまま店に残れていれば、同点までは持ち込めただろう。

　ほぼ真琴一人ひとりで戦った成績だと思えば、それはもう充じゆう分ぶんの成績。だが、瑠花は自分のミスで負けたのだと、結果を知ってからずっと沈しずみ気味だった。

　でも、何はともあれ予選は無事通過。

　明日あしたから始まる本戦では、真琴の指名に加え、瑠花と彩あや香かも本格参戦だ。

　瑠花も彩香も、予選中に沢たく山さんのフリー客に付き、確実にお客さんを増やしている。きっと二人ふたり共、しっかりとポイントを取ってくれるだろう。

　それを加味すれば、予選で負けはしたが、新宿店はかなり優位に立っていると思う。

「ちょっと聞いてるの!?」

「聞いてるって」

　でも、だからと言って安心は出来ない。

　何と言っても相手はチーム内で上手にバランスを取り、確実にポイントを稼かせいでいる渋谷店だ。それに、一度会った感じだと、あのチームは仲が良さそうに見えた。

　対して、我が新宿店はどうかと言うと、……まぁ、アレだ。

「おいおい、二人共。バスの降り口で立ち止まったら迷惑だろ？」

　そう言って俺おれ達たちの肩かたを叩たたいたのは彩あや香か。

「え!?」

　後ろを見ると、俺達がバスの乗降口で立ち止まったせいで、後ろが詰つまってしまっている。

「うわっ、スミマセン」

　慌あわてて瑠る花かの腕うでを掴つかんで小走りに離はなれると、真ま琴ことが近づいてきて「あ～ぁ、ズカシぃ～。せっかく遊園地に来て楽しもうとしてるのに、そういうのやめて欲しいよねぇ」と、瑠花に向けてしたり顔。

　早くも訪れたチームワークの危機に、俺は慌あわてて真琴に声を掛かける。

「ごめん真琴ちゃん。俺も全然気付かなくって」

「え!?　ううん。全然気にしてないよ♪　それに最初に止まったのはナイト君じゃないし。それよりさ、どこから行こうか!?　楽しみだよね、遊園地♥」

「……う、うんっ！　楽しみだよな」

　相も変わらず、芸術的な変わり身である。

　だが、兎にも角にも、とりあえず喧けん嘩かの危機は回かい避ひだ。

「うんっ♪　マコちゃんね、いぃぃぃっぱいアトラクション乗るんだぁ♥」

　まぁ、この笑顔があるからこその当店エースか……。

　困ったものだが、これから本戦を戦っていくうえで、その笑顔は頼たのもしい。後は、今日きようの遊園地でチームワークを少しでも養えたら、うちのチームはもっと強くなれるだろう。

「ほんと、遊園地とかではしゃぐなんて子供みたいっ」

「……遊園地に来てわざわざ『子供みたい』とか言う人って、逆に子供だよねぇ」

「はぁ!?　……あ、あの猫の耳付き帽ぼう子しとか、お子様のあんたに似合うんじゃない？」

「うん♥　マコちゃん可愛かわいいから、あーいうの似合っちゃうんだぁ」

「……ちっ」

「……ふんっ」

　あの、だな……。えっと、俺としてはチームワークをだな……。

　微び妙みように距きよ離りを取ったまま並んで歩いている二人ふたりを見ながら、俺は小さくため息を漏もらす。見た目だけなら、可愛い美少女が並んで歩いている光景なのに、音声が入るとどうしてこう毒々しい感じになってしまうのか……。

　誰だれか、俺おれにミュート機能を与えてください。

「何だよ奈ない斗と。暗い顔しちゃってさ」

「……いや」

　横に並んだ彩あや香かに、俺は苦い顔で瑠る花か達を視線で示す。

「あー、まぁまぁ気にしない。あんなのいつもの事じゃん。いちいち気にしてたら遊園地楽しめないって」

　笑う彩香に、俺も苦笑を浮うかべる。

「そう……だよな」

　顔を合わせれば喧けん嘩かするような瑠花と真ま琴ことを、今日きよう一日、一回も喧嘩をさせないようにするなんて考える方が間違っているのかもしれない。

　今日の所はとりあえず、喧嘩の数を少しでも減らすように努力しよう。

「そうそう。あれはもうコミュニケーションだって思った方がいいよ。それに私、今日の遊園地楽しみにしてたから、奈斗がそんな顔してたらつまんないじゃん」

「え!?　彩香、遊園地とか好きなの!?」

「意外？　私けっこう好きなんだ、絶ぜつ叫きよう系けいとかお化け屋や敷しきとか、ワクワクする」

　……なるほど。それなら何となく理解できる。

「奈斗は絶叫系とか好き？」

「あー、俺は……そうだな、まぁまぁ？」

　彩香の問いかけに俺は言葉を濁にごす。

　正直に言えば、俺はここ十年近く年遊園地などというものに行っていない。だから絶叫系のアトラクションが好きかどうかなんて、俺自身でも分からないのだ。だが、遊園地に何年も行ってないなんて言ったら、きっと彩香は俺が貧びん乏ぼうだったから行けなかったのだと悟さとってしまうだろう。これから楽しい一日が始まるというのに、そんな事を言いたくなかった。

「彩香ちゃ～ん、ナイト君～」

　その時、真琴ちゃんが俺らを呼ぶ声が聞こえる。

「お姉さんが写真撮ってくれるって♥」

　どうやら従業員のお姉さんが、シャッターを押してくれるらしい。

「行こう、奈斗」

　言うが早いか、彩香が俺の腕うでを掴つかんで走りだす。

「ちょっ」

　急に腕を引かれ、つんのめりそうになりながら俺も走りだす。

「……別に、あたしは撮とってとか頼たのんでいないけど」

「ナイト君はマコちゃんの隣となりだからね♪」

「え、ちょっとなんでそうなるのよっ！」

　腕うでを組みながら不ふ機き嫌げんそうに待ち構える瑠る花かに、満面の笑みで俺おれを呼ぶ真ま琴こと。対照的な態度の二人ふたりを見ていると、何だか笑ってしまう。

　瑠花と真琴の間に放り込まれると、真琴が腕をからめてくる。カメラをお姉さんに預けた彩香が、真琴の後ろから顔を出す。

　そういえば、みんなでこうやって揃そろって外出するなんて、初めてじゃないか。そんな事を思い出したら、喧けん嘩かがどうのとか考えているのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくる。

　喧嘩をなくすのではなく、とにかくみんなで楽しく過ごして、思い出を沢たく山さん作る事を第一に考えた方が良いのかもしれない。いろいろ問題はあるけど、楽しければ自然に瑠花と真琴の喧嘩だって減るだろうし、仲だって少しは良くなるかもしれない。

　いや、せっかくの機会だ、今日を境に何かが変わるような、そんな楽しい一日にしよう。

　そう思って笑った瞬しゆん間かん、パシャリとシャッターの音が鳴った。







　園内を入るとすぐ、アーケードのメインストリートが並んでいた。お土産みやげ屋やにポップコーンやアイスを売るワゴン。少し進んだ所には、風船で動物を作るパフォーマー。ゲームコーナーの向こうには巨きよ大だいなジェットコースターが見える。

「わぁぁぁっ！　ナイト君っ、チュロスがあるっ！　食べよっ！」

　声を弾はずませた真琴が、瞳ひとみをキラキラさせながら俺の手を引く。

「うわっ、真琴ちゃん待ってって。そんなに引っ張ったら歩きづらいから」

「あ、ごめん。でも、マコちゃん嬉うれしくって」

　照れたように笑って、歩く速度をゆるめてくれた真琴だが、俺の腕を放す事は無い。どうやらチュロスを買ってあげるまでは放してくれる気は無いらしい。

　普ふ段だんから甘あまえるような仕草をすることの多い真琴だが、ここまで主張が強いのも珍めずらしい。

　計画性というものが皆かい無むである同居人達に変わり、暫ざん定てい的てきにではあるが家計を預かっている俺としては、あまり無む駄だ遣づかいは賛成出来ない。それでなくても、一年のこの時期は買かい揃そろえなければいけない物が多いのだ。

　けど……まぁ、今日のところは良いだろう。

「あんまり食べると、お昼ごはん食べられなくなっちゃうから、半分こな」

「もぅ、そうやってナイト君はすぐマコちゃんを子供扱あつかいして」

　そう笑う真琴は、本当に子供のようで、同級生だという事さえ忘れそうになってしまう。しかも、遊園地という立地と、あまり見慣れない私服姿が子供っぽさに拍はく車しやをかける。

　今日の真琴は、ドットのキュロットスカートに、デニムのシャツ。足元はニーハイソックスにスニーカーという、ちょっとボーイッシュながら女の子らしく可愛かわいらしい恰かつ好こうだ。

　もちろん、真琴以外のみんなも、今日は私服である。

「瑠る花かと彩あや香かも食べるだろ？」

「チュロスなんて久しぶりだよ、美お味いしいよな」

　後ろを振ふり向むき問いかけた俺おれに笑って頷うなずく彩香の服装は、スキニーデニムにゆるめのカットソー。その上にライダースジャケットという辛から口くちなファッション。だが、さっぱりとした彩香には、とても似合っていた。

　そして、その横に居る瑠花は、白のコットンワンピースにロングカーディガンという、かなり清せい楚そな服装だ。だが……。

「……あたし、いらない」

　発する言葉は、何な故ぜか不ふ機き嫌げん満まん載さい。もしかしたら、先ほどから真琴と繰くり広ひろげていた「どちらが子供か」合戦を一人ひとりで続けているのかもしれない。ちなみに瑠花が本心から「いらない」と思っている筈はずはない。こいつは甘あまい菓子パンが大好物だ。

「はいはい。とりあえず、ちょっと待ってろ」

　買い与えてやれば、何だかんだ言いながら食うに決まっている。

　家計用の電子端たん末まつを取り出しながら、俺は未いまだにぴったりくっついてくる真琴を伴ともない、甘い砂糖の匂においを漂ただよわせるワゴンに向かう。

　ちなみに、俺らの給料は、基本給は俺の持っている家計用の電子端末に、その他の達成金や指名バック（指名が一つ入ると、指名嬢に千円がボーナスとして入ってくるシステム）は、それぞれの端末に毎月五日に支し払はらわれるシステムになっている。ちなみに俺の場合、指名バックはもちろん無いが、担当キャストの指名本数や評価によって手当がついてくる。

　そして、端末を預かっている俺から毎月一万円、飲み物を買ったりお菓子を買ったりする為ために、それぞれの端末にお金を転送しているのだ。だが、そのお金はあくまで普ふ段だん生活をする為のお金。今日きようみたいに全員で遊びに来たのなら、家用の端末から支払うのが筋だろう。

　プレーン味にチョコ味ストロベリー味と三種並ぶ中で、俺らは一番シンプルなプレーンを選び、二本受け取る。そのうち一本を半分に割って真琴に渡わたそうとするのだが、これが案外難しい。結局大きさにかなり差が出てしまったが、まぁ仕方ないだろう。

「はい、真琴ちゃん」

　大きい方を渡されて、真琴は嬉うれしそうに笑う。その笑顔が見られるだけでも一本二百円の価値はあるだろう。

　だが、満面の笑顔を浮うかべる真琴とは正反対に、瑠花は相変わらずの不機嫌顔。

　……ったく素直じゃねぇよな。だが、ここは俺が大人の対応を見せる所。文句を言えば、瑠花の機嫌はまた急下降だろう。今日きようは何事も穏おん便びんに、だ。

「ほい、瑠花は彩香と半分こな」

　何も気にしていないかのように。出来る限り、普段通りに俺は瑠花にチュロスを指し出す。

「……だから、いらない。彩香とも半分こにして食べればいいんじゃない？」

「意地張んなよ。お前、ぜってーコレ好きだろ？」

「勝手に決めないでよ」

「あのなぁ」

「いいよ、奈ない斗と。とりあえず私が受け取っとく」

　意固地な態度に思わずため息を吐き出した時、横から彩あや香かが助け舟を出してくれる。

「あ、うん。ありがとう」

「ところでさ、ナイトってちょっと天然だよな」

「……え？　俺おれが？」

　チュロスを受け取りながら言った彩香の言葉に、首を傾かしげる。しっかりしていると言われる事はあっても、天然と言われる事はあまり無かった気がするのだが……。

「あぁ、そっか。こりゃ、完全に局地的だから性質が悪いのか」

「……？」

「いーや、何でもない。忘れて」

「……え、だから……何？」

「いいのいいの。それもまた面白いし。それより、ますどこから行く？」

　何だかよくわからないが、たぶん追つい及きゆうしたところで彩香は教えてくれないだろう。

「あっ、えっとね。マコちゃんね、ジェットコースターには絶対に乗りたいっ！」

「瑠る花かは何乗りたい？　あ、はい半分」

「え、あ……あ、りがとう」

　あまりにも自然に彩香からチュロスを渡わたされ、瑠花は思わず受け取ってしまう。

　もうこれは、さすがと言うしかないだろう。

「あとね、あとねっ！　マコちゃんバイキングにも乗りたいっ！」

「お、いいね。で、瑠花は？」

「……へひーほーはんほ」

「瑠花、食べながら言ってもわけ分からないって」

「ほっんと、そういう所もお子様だよねぇ」

「[image: ん゛]っ!?　……んぐ。悪かったわね、子供でっ！」

　自分でもはしたなかったと思ったのか「むっ」と唇くちびるを曲げ、瑠花は顔を赤くして顔を逸そらす。

「で、奈斗は何か乗りたいアトラクションあるの？」

　ふと向けられた彩香の言葉に、俺はただ「任せるよ」とだけ答える。

　パンフレットを広げながら「こっちを先に行く」だとか「いいや、このアトラクションが最優先っ！」だとか、言い争う瑠花と真琴。そんな二人の会話を、絶ぜつ妙みようなバランスで成立させる彩香。そんな纏まとまってるんだか、纏まっていないんだかよく分からない三人を見ながら、俺は何となく笑ってしまう。

　まぁ、いろいろあるだろうけど、今日きようはとにかく楽しく過ごそうと心に決め、俺は三人の結論が出るのを、ただ近くで待ち続けたのだった。
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　ワンダードリームランドには、固定アトラクションが五つ。それに加え、半年ごとに変わる移動式のアトラクションが常に五つ以上用意されていて、七年間も同じ都市内で暮らす学生に飽あきられないような工夫がなされているらしい。

　で、瑠る花かと真ま琴ことの話し合い（という名の言い合い）が平行線で終着の目め途どが立たなかった為、乗るアトラクションは公平にじゃんけんで決める事となった。

　一発限りの真剣勝負の結果、勝者となった瑠花の希望アトラクションが……コレ。

　サーカスのような天てん井じよう。動く床。やけにゴテゴテした柵さくの中には、上下しながら動く馬。つまり、メリーゴーランド。なんか、久々に見ると凄すごいインパクトだよな、これって。

「……うわ」

「うわぁ」

　柵に手をついて思わず呻うめいた時、いつの間にか隣となりに居た瑠花とハモる。しかし、その意味は真逆。

「瑠花はさ、やっぱこういうの好きなのか？」

「べ、別にいいじゃない。どうせ子供みたいだって言いたいんでしょ？　いいわよ、別に」

「悪いとは言ってないだろ。ただ……なんか、さ……胸やけしそうだよな」

　ショートケーキの上にハチミツとカスタードクリームをたっぷりと乗っけたような重量感。見ているだけで、気分的にお腹いっぱいである。

「胸やけなんてしないわよっ！　ケーキみたいで可愛かわいいじゃない！」

　……だから、それがもうすでに胸やけというか……。ま、女子的にはウキウキのポイントなのかもしれない。

「それに……なんか、楽しくならない？　奈ない斗とだって子供の時は好きだったでしょ？」

「……まぁ、そう言われてみれば」

　確かに、まだ俺が小学生の低学年だった頃ころに家族に連れて来てもらった遊園地で、もう一回、あと一回と親にせがんで、「しょうがないわね」と言われながら何度も乗った。

　あの頃は、コレを見て純じゆん粋すいにウキウキして、ワクワクして仕方なかった。

「でしょ!?　それが何？　数年経っただけでもう『胸やけしそう』とか言っちゃうわけ？　それって絶対心が汚れた証しよう拠こよ」

　言ってやったわ。とでも思っているのか、「ふんっ」と顎あごをあげている瑠花。

「んな事言ってないだろっ！　てか、何だよその理り屈くつ。つーか、仕方ないだろ」

「言い訳？　見苦しいわよ」

「言い訳じゃねーよっ！　ったく。なんか……さ、遊園地なんて久々過ぎてよく分からないっていうかさ」

「……え？」

「俺おれさ……、遊園地なんて十年近く来てねーからさ」

　お金持ちの家に生まれた瑠る花かにとっては、この程度の遊園地、珍めずらしくもなんともないかもしれないけど、俺としてはもう胸やけどころの騒さわぎではないのだ。

　正直言えば、こういう場所でどういう反応を取ればいいのかもイマイチよくわからない。

　女子だったら、とにかく「かわいー」だとか「わ～い」言っとけば良いのかもしれないけど、十五歳男子が取るべき態度ってどんなんだよ!?　って感じなのだ。

「…………そ、そう」

　俯うつむいて小さく頷いた瑠花を見て、「あ」と俺は少し後こう悔かい。

　隠かくしておく筈はずだった事実を、ついうっかり瑠花に話してしまっていた。

　これでは、俺から楽しい空気を台無しにしている。

「で、でもさ。久々だから逆にいろいろ新しん鮮せんで楽しいっていうのもあるかな？　……彩あや香かと真ま琴ことちゃんには言うなよ。変な所で気ぃ使われたくないしさ」

「……あのね、奈ない斗と。実は、あたしも──」

「ナイトく～～～んっ」

「っ!?」

　瑠花が何かを言いかけたその時、トイレに行っていた真琴が俺を呼ぶ声が響ひびく。

　振ふり向むくと、手を振ふりながら小走りに走ってくる真琴と、その後ろにのんびりと歩いてくる彩香の姿が見えた。

「お待たせぇ～。さ、メリーゴーランド乗りに行こう♪　どのお馬さん乗ろうかなぁ～♥」

「……何よ、ジェットコースターが良いって散々言ってたくせに」

　背後でボソッと文句を言う瑠花の声が聞こえたが、当の真琴は全く気にした様子を見せない。

「ナイト君はどのお馬さん乗るぅ？　やっぱり騎士ナイトだから白馬かなぁ？」

「え、俺も馬なの!?　なんかちょっと恥はずかしくないか？」

「う～ん、そうかな？　カッコいいとマコちゃん思うけどな」

　いや、さすがにゴテゴテにデコレーションされた白馬は、俺的にちょっと恥ずかしい……。

「俺はさ……ほら、アレ乗るよ」

　慌あわてて指差した先にあるのは、カボチャ型の馬車だ。

　あれでもかなり恥ずかしいが、馬にまたがるよりはマシだろう。

「写真撮とってあげるから、それでいいだろ？　美み咲さ子こさんにも写真いっぱい撮ってきてってお願いされてるし」

　そう言って、美み咲さ子こさんに託たくされたデジカメを持ち上げる。

「う～ん、そうか。……うん、写真も沢たく山さん撮とりたいもんねっ！」

「ちょうど話も纏まとまったみたいだし、行こうか？」

　ゆっくり歩いていた彩あや香かがやっと合流して、真ま琴ことが「早くしないとカボチャの馬車取られちゃうよっ！」と笑い、俺おれの手を取って歩き出す。

「待って、待って。あんま急ぐと転ぶよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよっ！」

「はいはい。ほら、瑠る花かも行くぞ」

　手を引かれながら、後ろの瑠花に呼びかける。すると、どういう心境の変化か、瑠花の顔はまた不ふ機き嫌げんに歪ゆがんでいる。

「……え、瑠花？」

　さっきまでメリーゴーランドを見てウキウキ浮うかれていたのに、いったい何があったと言うのだろうか……。

「何でもないっ！」

「え？　何だよ」

「だからっ、何でもないって言ってるでしょ！」

　と言いつつ、まるで地じ団だん駄だを踏ふむみたいに大おお股またで歩き出す。だけど、数歩進んだところで、瑠花は首を振ふる。

「……やめた。せっかくの遊園地なのに機嫌悪くしてんの、馬ば鹿からしいわ」

　とは言いつつ、瑠花は唇くちびるを尖とがらせている。だけど、そんな瑠花を見て、ちょっと嬉うれしくなる。瑠花もやっぱり、今日きようという日を楽しい一日にしようと思っているんだろう。

「そうそう。せっかくの遊園地、だもんな」

「……わかってるわよ、馬鹿」

　ちょこちょこっと小走りに俺の横に並んだ瑠花を見て、自然に笑みが浮うかんでしまう。

「何よ」

「いいや」

　何年ぶりかもよく分からない遊園地だけど、そんなのは関係ないような気がした。

　楽しみ方なんて分からなくても、きっと勝手に楽しくなるんだ。遊園地に行った回数だとか、それこそ過去なんて関係ない。ただ、みんなで楽しもうと思う気持ちが一番大事なのかもしれない。

　だって、ここはお金持ちに生まれた瑠花も、貧びん乏ぼうに生まれた俺も関係なく、同じスタートラインに立てる【自立都市】だ。

　どんな暮らしを送ってきたのかも分からない真琴や彩香とだって、そんな事気にする必要も無く笑える場所だ。

　そして、出来るだけ楽しい思い出を沢たく山さん残して、今日きよう一日を終わりたい。

　少しでも俺おれらの絆きずなを強めて、新人戦の本戦に臨みたい。

　フリーパスを見せて目当ての馬に向けて走っていく真ま琴ことと、マイペースに歩いていく彩あや香かを見ながら、俺は当初の予定通りカボチャの馬車に乗り込んだ。

「……で、なんで瑠る花かも馬車に乗ってんだ？」

「あたしスカートだもの。馬に乗れないわ」

「そっか。……でも、横向きに座るとかすればいいんじゃないのか？」

「む、難しいのよ、そういうの」

「そういうもん？」

「そういうものなのっ！」

「えぇっ！　なんで宮みやケが瀬せ瑠花がナイト君の隣となりに座ってるのっ！」

「ちょっとっ！　なんであんたまで乗り込んでくるのよ!?　あんたはあっちのバカっぽいピンクの馬にでも乗ってなさいよっ！」

「だってぇぇ」

「私だけ仲間外れ？」

「あっ！　彩香ちゃんも一いつ緒しよに乗ろうよ～」

「……もぅ、いい」

　結局、四人纏まとめて同じ馬車に座った俺達を乗せたメリーゴーランドが、楽しげな音楽と共に回り出す。

　ぷいっと顔を背けた瑠花に、ニコニコと笑う真琴。呆あきれ顔がおの俺を面白そうに見ている彩香。

　全くもってちぐはぐの俺達だけど、なんだか少しだけ、チームっぽくなってきた気もしなくない。

　予選は惜おしくも一位を逃してしまったが、今日くらいはただ単純に楽しんだって良いだろう。何て言ったって、久しぶりの遊園地。そして、チームで行く初めての遊園地なんだから。
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　それから俺らは、園内のアトラクションを次々と制せい覇はしていった。最後の落下で水に突つっ込こむスプラッシュコースター。定番のコーヒーカップ。こちらも定番、バイキング。ゴーカートは案外本格的だった。

　スプラッシュコースターの時、瑠花と真琴が喧けん嘩かをして、互たがいの水除けシートを下げてずぶ濡ぬれになったり、コーヒーカップで回り過ぎて気持ち悪くなったり、ゴーカートでは瑠花が盛大にスピンしてタイヤの壁かべに突っ込んだりしたが、まぁ概おおむね楽しい時間だったと言っていいだろう。

　そして俺おれ達たちは今、次のアトラクションを決める公平な勝負じやんけんに勝った真ま琴ことを先頭に、遊園地の中を移動していた。

「ふんふふ～ん♪」

　先頭を歩く真琴は、ご機き嫌げんな様子で鼻歌を歌いながら、両手を大きく振ふって歩いている。

「で、結局真琴は今どこに向かってるわけ？」

　真琴の少し後ろを歩いている彩あや香かが、問いかける。

　というのも、真琴以外の俺達三人は今向かっている場所を知らない。勝負に勝った真琴が、「着いてからのお楽しみだよ～」と教えてくれなかったのだ。

「ふふ～ん。次はね、アレだよ」

　言いながら遠くを指差す。真琴の指の先を追うと、木々の向こうに白い建物が見えたが、あれの事だろうか？　なんだかアトラクションにしては地味過ぎるような気がする。

「ん？　あぁ、お化ばけ屋や敷しきか」

　彩香の言葉に、俺は「なるほど」と納得する。何だか煤すすけた外見は演出なのだろう。

　俺が納得したその時。

「うっ」

　という小さなうめき声が聞こえた。その声は俺の横──つまり、瑠る花かからだ。

　あー、えっと。その反応から見るに……苦手、か。

　そしてもちろん、そんな分かりやすい瑠花の変化を見逃す真琴ではない。

「あれぇぇぇ？　もしかして、お化け屋敷が苦手だったりするのかなぁ？」

　ニヤリ、と笑う真琴は、「いい事知っちゃったぁ～」と言わんばかりの顔である。

「ちょっ！　何言ってるのよ、そんなわけないじゃない」

「えー素直に言ってもいいんだよぉ。お化け屋敷、怖こわいんだよねぇ？」

「馬ば鹿か言わないで、ちっとも怖くないわよっ！　ただね、あたしとしてはこんな子供だましなアトラクションに行くのが不満だっただけよ。作り物のお化けなんて……、そう、あくまで作り物なのよ。なのに、怖いわけないじゃないっ！」

　必死に強がる瑠花だが、真琴はより笑みを深めていく。

「あーそれなら大丈夫だよ♪　何てったってこのお化け屋敷は全長五百メートル。所要時間は二十五分。しかも実際に人が幽ゆう霊れい役やくを演じるタイプで、入場した人の三割は途と中ちゆうの脱出口でリタイアしちゃうってくらい怖いらしいから、子供だましって事はないと思うよ♥」

「……え」

　どんどん顔から血の気が引いていく瑠花の表情を見て、真琴はニコニコしながら「楽しみだよね♥」と追い打ちの一言。

　……こういう所、真琴はほんと容よう赦しやない。

「も、もちろん……そうね。どの程度だか確かめてやろうじゃないの」

「おい、瑠る花か。怖いんなら今の内に言った方がいいんじゃねーの」

　小声で忠告した俺おれの言葉に、瑠花は一いつ瞬しゆんだけ迷うようなそぶりを見せ、でも結局、

「何よっ！　あたしが噓うそついてるって言いたいの!?　お化ばけ屋や敷しきなんて、怖こわいわけないじゃないっ！」

　なんて言い放つ。瑠花は明らかにお化け屋敷が苦手だろうし、これが強がりだという事も分かるのだが……。それを指し摘てきした所で瑠花が引き下がるわけがない。

　どうしたものかと彩香を見るが、彼女はただ楽しそうに笑っているだけで助け舟を出してくれるそぶりは微み塵じんもない。

「だよねぇ。怖いわけないよねぇ♥　さ、行こうっ！　マコちゃんすっごく楽しみになってきちゃった♪」

　こうして、心の底から楽しそうに笑う真琴を先頭に、俺らはお化け屋敷へと向かう事になったのだ。







「おい瑠花。怖いならそんなどんどん前行かなくても……」

「はぁ!?　誰が怖いってっ!!」

「いや……、平気なら、いいんだけどさ」

　そう言葉を返しながらも、瑠花はどう考えても平気には見えない。強く拳こぶしを握にぎった両手。キョロキョロと周囲を窺うかがう両目。固く横一文字に結ばれた唇くちびる。無む駄だに大きな声。

　……怖いなら、素直に怖いと言えばいいものを。

　まぁ、これが宮みやケが瀬せ瑠花だから仕方ないと言えば仕方ないのかもしれないが、女の子なんだから、お化け屋敷が怖くたっていいじゃないかとも思う。

　ちなみに、このお化け屋敷。自立都市がこの場所に作られる前からあった廃病院で、俺らは怪奇現象が起こる病院を調査に来た研究員。……という設定らしい。

　グーパーの結果、ペアになった俺と瑠花は、真琴・彩香ペアの数分後にお化け屋敷に入った。まだスタートしたばかりだが、作りはかなり凝っていて、ここが本当に廃病院なんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまいそうだ。

　その時、俺達のすぐ横に隠かくされていたスピーカーから「きゃぁぁぁぁっ」というものすごい悲鳴が響ひびく。

「っっっっっ!!」

　その瞬しゆん間かん。瑠花がピタリと立ち止まり、声も出さずに悲鳴を上げる（おかしな表現かもしれないが、そんな表現がぴったりの顔だった）。もし瑠花が猫なら、全身の毛を逆さか立だたせ、しっぽまでピンっと立てていたに違いない。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「な、な、な、何言ってんのよっ！　大だい丈じよう夫ぶよ、大丈夫」

「おい、無理すんなよ」

「誰だれが無理してるのよ。誰がっ！」

「いいじゃんか、怖こわがったって」

　何て言う俺おれも、今のはちょっとビビったし。

　つーか、俺。お化ばけ屋や敷しきなんて、近所のお祭りに毎年出ていたちゃっちいヤツしか入ったことないから、案外怖かったりする。……まぁ、さすがに口には出さないけど。

「……ダメよ。怖がるわけにはいかないわ」

「え？」

　小さな声で呟つぶやいた瑠花の言葉に、なんだか少し違和感を覚える。明確な違和感ではなく、ちょっとだけ胸の奥おくがモヤモヤするような響ひびきが瑠花の声に交じっている。

　瑠花を見ても、薄うす暗ぐらい廊ろう下かのせいでその顔を見る事は出来なかった。

「あいつは、コレ……怖くないの。だったらあたしだって、平気な顔して突とつ破ぱしなくちゃいけないの」

「あいつって……真ま琴ことちゃん？」

「そうよ」

「なぁ、何でそんなに真琴ちゃんと張り合おうとするんだよ。いいじゃんか、別に」

「ダメ」

　そこで瑠花は、キッと顔を上げた。

「この際認めるけど、今の時点であたしはアイツに負けてるの。しかも圧あつ倒とう的てきにね。だから、あんな……予選であんな作戦を立てられちゃうわけよ」

　そんな瑠花の言葉を聞いて、俺の背中がヒヤリと冷たくなる。もちろん、お化け屋敷が怖いんじゃない。瑠花の気持ちが……苦しかった。

　本戦で頑がん張ばろう。そんな俺の言葉で瑠花が百パーセント納得してくれているとは思ってなかった。でも、こんな所で張り合おうとする程、気にしているとも思っていなかった。

　だって、瑠花はあれ以来、たったの一度だって文句を言わなかった。瑠花の事だから、不満があればすぐ俺に言ってくると思っていた。直接口に出さなくても、不満を態度で示すと思っていた。だけど瑠花は、予選が終わるその時まで、何一つ文句も言わず、言われた仕事を素直にこなしていた。

「いや……さ。それはあくまで仕事上の事だろ？　お化け屋敷には何の関係もないだろ？」

　重くのしかかった空気を払はらうように笑った俺の言葉に、瑠花は表情を崩くずす事はない。

「関係無いのは、分かってるわよ。でもね、大切なのは勝つ事なの。これ以上アイツに負けない事なの。アイツが出来る事は、あたしだって出来るようになる。そうすれば、もぅ……」

「……」

　吐はき出だすような瑠る花かの言葉に、俺おれは何も言えない。

　瑠花が真ま琴ことに対してコンプレックスを持っている事は、もちろん俺だって知っていた。

　仕事を誰だれよりも早く覚える真琴。誰よりも早く指名を取った真琴。誰よりも多く指名を取っている真琴。人当たりが良く、上う手まく立ち回れる真琴。

　瑠花が持っていない物を、何でも持っているかのような真琴。

　本当は、違うのかもしれない。でも、瑠花にはそう見えているのかもしれない。

「と、とにかく！　あたしはこのお化ばけ屋や敷しきを攻こう略りやくするの！　これはアイツとの……。ううん、自分との闘たたかいなの。だから怖こわくないし、リタイアなんて絶対にしない！　いい!?」

　落ちた空気を持ち直すように、ビシッと俺を指差す瑠花の顔は真しん剣けんそのもの。

　だけど、その真剣さが……ちょっとだけ可お笑かしくて笑う。

「分かったよ。瑠花は今、怖くないし、逃げ出す事もしない」

　何だかちょっと、戦う場所がズレている気もしなくないが、真琴に負けたくないという気持ち……。いや、もっと強い自分になりたいという気持ちは充分に理解できた。

「そう。分かったならいいのよ」

　満足げに頷いて、瑠花が一歩を踏ふみ出だした──その時だった。

　ガンッ

　そんな音が聞こえた気がした──しかも、背後で。

「え？」

　元気よく一歩を踏み出した瑠花の顔が凍こおり、俺らはそっと背後を振ふり返かえる。

「っっっっ!!」

　そこにいたのは、ボロボロの手術服を着込み、青白い手に血けつ痕こんを纏まとわせて俺らにゆっくり歩いてくるゾンビの群れ。

　キィ

　続いて聞こえたのは、扉とびらが軋きしむような音。見れば、進行方向に開いていたドアがゆっくりと閉まり出している。

「走れ！」

　恐きよう怖ふからか、棒立ちになっている瑠花の手を掴つかみ、俺は走り出す。

　進行方向の扉は少しずつ閉まり、後ろを向けば、ゾンビがゾンビらしからぬ速さでこちらを追ってきている。それはまさしく恐怖の光景だ。

　でも、俺は何だか楽しくなってしまう。だってさ、ゾンビ達は俺らの会話をどんな顔で聞いてたんだろう？　って思ったら、なんかすごくシュールだ。

　ギリギリで扉を潜くぐり抜ぬけ振り返ると、閉まりかけた扉の隙すき間まから、こちらに駆かけ寄よるゾンビの群れが見えた。

　キィ

　最後にそんな不吉な音を立てて、ドアが閉まった瞬しゆん間かん『ドンっ』とゾンビが扉とびらに体当たりする音が響ひびく。しかし、それだけでは終わらず、ゾンビ達は「開けろ」と言わんばかりの勢いでドアを叩たたき続つづける。

　ドン　ドン　ドン　ドンドンドンドンドン　　　　ドンっ！

　最後に大きく音が響き、やっと戸を叩く音が止む。リアルな環かん境きよう。焦あせりを与える憎にくい演出。徹てつ底ていされた演技。これなら、入場者の三割がリタイアという言葉も頷うなずける。

　だけど、何だかそんな気分ではなくなってしまった。

　こみ上げてくる笑いを堪たえて、周りを見み渡わたしてみると、どうやら俺達が入ったのは、ロッカールームのようだ。進行方向を確かめると、矢印が奥おくの廊ろう下かに続いている。

　だが、お化ばけ屋や敷しきが苦手な瑠る花かは、そんな事を確認する余よ裕ゆうもなさそうだ。

「瑠花、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺の腕にしがみついている瑠花に問いかけてみるが、反応は無い。しかも、その顔は蒼そう白はくで、しがみつかれている腕からはバクバクと激しい心臓の振しん動どうが伝わってくる。

　……ん？

　…………心臓の振動？

　そこで俺は、一つの違和感と遭そう遇ぐうする。

　心臓の音は何ど処こから響くかっていえば……まぁ、あれだな、心臓。でも心臓がある場所はそう、胸だ。確かに意い識しきしてみれば、俺の腕には小さいながらも確かな柔やわらかさが伝わってくるわけで、つまり……。

「……っ！」

　だが、未いまだに扉を恐きよう怖ふの表情で見ている瑠花は、自分がどんな体勢になっているのかは理解していないのだろう。だったら、変に慌あわててはいけない。ここは、ごくごく自然にその手を離はなさせた方が……。
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「えっと、瑠花」

　ファァァァァン

　だが、突とつ如じよ鳴り響いたサイレンに、俺の声はかき消された。

「っ！」

　同時に瑠花の手に力が入る──つまり、俺の腕により強くアレが押おし付つけられる。

　ガン　ガン　ガンガンガンっ！

　奥のロッカーが勝手に開き、中から青白い手が伸のびる。

「きゃっ」

　耳元で聞こえたのは、瑠花の短い悲鳴。

　そして、のろのろとロッカーから這い出してきたゾンビが一いつ斉せいに───こちらを向いた。

「「───っっ！」」

　おぉ、これは俺おれもちょっとビビるぞ。

「逃げるぞっ！」

　瑠る花かを引きずるように立たせ、ロッカールームから飛び出した先に広がるのは、薄うす汚よごれたリノリウムの廊ろう下か。

　後ろを向けば、逃げ出したロッカールームからは、俺達を追うように、ぞくぞくとゾンビが這はい出だしてくる。しかもロッカールームからだけではなく、途と中ちゆうにある部屋からも次々に青白い手が伸のび、這い出してくるではないか。

「いやぁぁぁぁぁ来るっ！」

　瑠花の悲鳴が脳に反はん響きようする。

　途中、何度かコケそうになる瑠花を支えながら、俺らが追い込まれるように進んだ先は小さなエレベーターだ。

　一人ひとりでに扉とびらが閉まると、キィキィと軋きしむ音を立てながら、ゆっくり降りていく。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「だだだだ大丈夫よっ！　大丈夫に決まってるでしょっ!!」

　大丈夫と言いながらも、その声には余よ裕ゆうなど微み塵じんも無く、言い方なんてもう半ギレである。目にはがっつり涙なみだが溜まっていて、零こぼれ落おちないのが不思議なくらいだ。

「あたしはね、怖こわくなんてちっともないの！　いーい？　ちっとも怖くないのよ！」

　なんて口に出して言っているのは、どう考えても恐きよう怖ふを押おさえつける為ためだろう。その証しよう拠こに、俺おれの腕には心臓の鼓こ動どうと同時に、瑠る花かの震ふるえまで伝わってきていた。

　……うん。大だい丈じよう夫ぶじゃないって事は分かったよ。

　俺が苦い笑みを浮うかべた時。ぐぁん、と音を立てながらエレベーターの下降が止まる。と同時に扉とびらが開き、足元から冷たい空気が入ってくる。

　扉が開き見えてきたのは───院長室？　廃はい墟きよと化した薄うす気き味み悪い部屋に、瑠花がごくりと息を呑のむ音が聞こえた。

「怖こわくない。ちっとも怖くない。怖くない、怖くない」

　隣となりからは、自分自身に言い聞かせる瑠花の声。

「瑠花、入るけど平気か？」

「へ、平気だって言ってるでしょ！」

　キッと前を向いて、恐る恐る瑠花は一歩ずつ足を進め、続いて俺も院長室へと入っていく。

　すると、ブィンという音が聞こえ、置いてあったテレビが一人ひとりでに点く。

「っ！」

『──聞こえているかっ』

　ノイズ交じりに映し出されたのは、蒼そう白はくの顔をした男の姿。その顔は恐怖に染まり、辺りをせわしなく窺うかがっている。それは、まるで死の恐怖に怯おびえているかのような、緊きん迫ぱく感かんに溢あふれる映像だ。

『後に続く隊員に告ぐ。もしこの映像を見ているなら、すぐに逃にげろ。この場所はヤバい。普ふ通つうじゃない。仲間が見当たらない。何ど処こに行ったのかも分からない。もう残っているのは……俺一人だ』

　言いながら、映像の中の男は、ガクガクと震ふるえ始はじめる。

『その場所ならまだ左にある扉から逃げられる筈はずだ。命が惜おしかったら、この先に進んではダメだ。いいか、もう一度言うぞ、こちらに来てはダメだ。奴やつらは……奴らは……うわぁぁぁぁぁぁぁ』

　男の悲鳴が響ひびき、映像はそこで、ぶつん、と音を立てて途と切ぎれる。

　後に残るのは、不気味なファンの音だけだ。

「……どうする」

　静まり返った室内で、俺は瑠花に問いかける。

　ここで左の扉に行けば、そのままリタイアする事が出来るのだろう。

「……」

　黙だまったまま、瑠花の視線が左にいったのが分かる。ジーと見つめる先にあるのは脱出口。そして、その後に待っている〝負けた〟という事実。真ま琴ことが出来る事が、自分にはまた出来なかったという敗北感。

　しばらく左を見つめた後、瑠る花かの視線は右に移る。その先にあるのは、これからも続く恐きよう怖ふ。だけど、この道を抜ぬけきれば瑠花は一つ、真ま琴ことに近づけると思っているのかもしれない。

　正直俺おれとしては、お化ばけ屋や敷しきで負けたくらいで何が変わるわけでもないと思っている。瑠花がリタイアしたいと言うなら、止めるつもりも無い。だって俺は、〝今〟の瞬しゆん間かんだって、瑠花は真琴に負けていないと思っているから。

　確かにお店での成績や仕事っぷりは、圧あつ倒とう的てきに真琴が勝っている。だけど、学校の勉強は瑠花の方が出来るみたいだし、顧こ客きやくノートの書き込みは瑠花の方が細かく、より沢たく山さんお客さんの事を把は握あくしていた。だから、どっちが勝っているわけでも、負けているわけでもない。ただ、互いに得意分野が違い、真琴の得意分野が目立っているだけなのだろう。

　でも、瑠花がこのお化け屋敷を『真琴との。そして自分との勝負』と思っているのなら、俺は何も言えない。

「……」

　また瑠花の視線が左に移る。

「ねぇ、奈ない斗と」

「ん？」

「あたしは……どっちに行くと思う？」

「……え？」

　唐とう突とつな質問に、俺はただ首をひねる。

「え？　じゃなくて、答えて。あたしは、どっちに行くの!?」

「……どっちって」

　小さいながらも強い声で問い返された言葉の意味が分からず、俺はただ瑠花を見る。

　痛い程、俺の腕うでを掴つかんでいる瑠花の顔が、すぐ傍そばにある。その瞳ひとみには、相変わらず涙なみだが浮うかび、今すぐにでも零こぼれ落おちてしまいそうだ。

　だけど、その涙は零れていない。瑠花は、ギリギリのところで耐たえているのだ。

　出会った頃の瑠花なら──と言っても、まだ先月の事だが──きっと、迷うことなくリタイアを選んでいた。出勤初日に店から逃げ出したみたいに、何も考えずにリタイアを選んだだろう。

　でも今、瑠花は悩んでいるのだ。負けそうになる自分と、戦っているのだ。

　これは、所しよ詮せんお化け屋敷だ。でも、きっと瑠花が攻こう略りやくしようとしているのは〝ただのお化け屋敷〟じゃない。困難に立ち向かう気持ち。恐きよう怖ふに打ち勝つ勇気。この街に来てから瑠花が手に入れたそれらの力を、今試そうとしているのだろう。

　だけど、あと一ひと押おしが足りなくて、瑠花はこの場所で立ち止まっている。

　なら……。

「瑠花は、作り物のお化けなんて怖こわくないし、絶対にリタイアもしないんだろ？」

　今俺おれがする事は、その背中を押す事なのだろう。

「……そうよ」

　そして、瑠る花かはきっと俺の言葉を待っていてくれたのだろう。俺の言葉を〝欲しい〟と思ってくれたのだろう。

「あたしはね、負けないの。いい、絶対よ」

「あぁ、知ってる」

　その言葉は傲ごう慢まんで、だけど自分に必死に言い聞かせるような弱い言葉だ。他の誰だれでもなく、自分に負けないようにと、細い体を奮ふるい立たたせているのだ。

　そんな瑠花を見て、俺は自然に思うんだ。……こいつを支える仕事が出来て、良かったと。

「行くわよ」

　一言呟つぶやいて、瑠花は一歩を踏ふみ出だす。相変わらず、俺にしがみついている手を離す事は無い。だけど、それがまた嬉うれしい。いきなり一人ひとりで歩き出されたら、きっと少し寂さみしかった。

　いつか瑠花も一人で歩き出す時が来るんだろう。

　だけどその時までは、まだこの手を離はなさないでいて欲しかった。







「きゃぁぁぁぁぁぁっ！」

「うわっ」

　背後から襲おそってくるゾンビの群れに追い立てられながら、俺らは外の光を目指して最後の直線を走り抜けた。

　そして、開け放たれたドアを潜くぐり抜ぬけた瞬しゆん間かん、俺らを包んだのは暖かな太陽光。そして、春の終わり独特のぬるい空気。風が抜ける音と、鳥が鳴く声。

　数歩進んだ時、後ろでバタンと扉とびらが閉まり、この迷宮からの脱だつ出しゆつを示した。

「……」

　閉まった扉を、まるで信じられない物を見るかのように無言で眺ながめている瑠花に、

「やったな」

　と笑う。

「…………突とつ破ぱ、した？」

「あぁ、見事クリアだ」

　そう俺が答えた途と端たん、瑠花の顔がくしゃりと歪ゆがみ、堪こらえていたものが堰せきを切ったかのように流れ出す。

「すげーじゃん」

「あ、たり……ひっく……まえでしょ、馬ば鹿か」

　当たり前と言いながら、零こぼれてしまった涙なみだを拭ぬぐう瑠花が可お笑かしくて、俺はまた笑う。

「そうだよな。当たり前だよな」

　言いながら、俺おれは瑠る花かの頑がん張ばりを労ねぎらうように頭に手を置く。本当は、頭をぐしゃぐしゃって撫なでまわしたかったけど、さすがにそれは嫌いやがられそうなので止めておく。

　だけど、そうやって褒ほめてあげたいくらい、瑠花は頑張ったと思うのだ。

「頑張った、頑張った」

　ポンポンとまた撫でて、「さ、行こう」と頭に手を置いたまま振ふり返かえり──。

「あ」

　一歩を踏み出した姿勢のまま、石のように固まった。

「……え？」

　そんな俺の様子に、瑠花も涙目のまま俺の視線を追い──。

「うっ」

　やはり石化の呪のろいに掛かる。

　さすが入場者の三割がリタイアする呪いの病棟。最後にこんな大きな罠わなを仕掛けていたなんてしてやられたぜ。俺の冒ぼう険けんもここまでのようだな、っふ。……みたいな事ではない。

「すごいねぇ瑠花ちゃん～。お化け屋敷突破できましたぁぁぁ♥」

　そう言いながらパチパチパチ～っと叩たたく拍はく手しゆの音は妙みように白々しい。

「あの態度なら途と中ちゆうでリタイアしてくると思ってたんだけど、案外頑張ったじゃん」

「でも、羨うらやましいなぁ～。マコちゃんもナイト君と一いつ緒しよに入れば良かったぁ♥　そうすれば頭ポンポンして褒ほめてもらえたのかなぁ～」

「真ま琴ことちゃん……と、彩あや香か」

　明らかにからかっている真琴と、単純に頑張った瑠花を褒めている彩香の声は、お化ばけ屋や敷しきの出口である門の前から聞こえてくる。もちろん二人ふたりの姿もそこにある。

　瞬しゆん間かん、自分の頬が赤くなるのが分かった。

　自分は今、何をしただろうか？　俺と瑠花は……どんな風に見られていただろうか？

　ちらりと横を見れば、瑠花が顔を赤くしながら、あわあわと口を開けたり閉じたりしている。

　何かを言いたいのだろうが、言葉が思いつかないのだろう。しかし、それは俺としても同じ。別にやましい事をしたわけではないのだが、今になって思い出してみれば、あれはどう考えても気き恥はずかし過ぎる。

　しかも、瑠花に至っては泣き顔まで見られているのだ。瑠花の計画は、お化け屋敷を怖こわがりもせず、難なく突とつ破ぱすることだったのに、これでは怖かった事が真琴達にバレバレだ。

「ほんとに頑張ったんだねぇ～♥　マコちゃんも頭なでなでしてあげよーか？」

　などと言う真琴の顔は、満面の笑み。完全に瑠花をからかっている。

「あ、あたしは別に……怖くなんてなかったわよっ！」

　慌あわてて否定した所でどうしようもない。

「で、でもさっ！　瑠る花かは出口まで全然大だい丈じよう夫ぶだったんだよ。そうそう、悲鳴一つ上げないくらい……強くて……」

　俺おれも瑠花をフォローしようと、そんな言葉を吐はいてみる。が……、どう頑がん張ばったって今さら後の祭りというヤツだろう。

「あー」

　彩あや香かがどのような状じよう況きようなのか理解したのだろう。苦い笑みを浮うかべて、声を出さず「どんまい」と言ってくる。

「えっと……い、行こうか、瑠花」

「……もぅ、最悪。あたし初めて入るお化ばけ屋や敷しきで頑張ったのに」

　見ればまた、少しだけ瑠花の目に涙なみだが溜まっていた。

「え？　そうだったのか」

　まさか、瑠花もお化け屋敷に入るのが初めてだとは知らなかった。

　でも、それなら尚なお更さら、瑠花は自分を奮ふるい立たたせて頑張っていたのだろう。

　こくり、と頷うなずく瑠花の頭にもう一度手を置いて笑う。

「ま、そんないきなり上う手まくはいかないだろ」

「でも……あたし、頑張ったのに」

「知ってるよ」

　そう。たとえどんな風に見られようが、瑠花は頑張った。散々怖こわがったし、悲鳴も上げた。でも、最後まで涙なみだを零こぼさず逃にげ出ださず、ちゃんとお化け屋敷を〝攻こう略りやく〟した。それを俺は、しっかりこの目で見ていた。

「…………なら」

「……？」

「それでいい」

　え？

　俺が何かを言う前に、瑠花は目元をもう一度拭ぬぐって歩き出す。

「行くわよ、奈ない斗とっ！」

　わけが分からず立ち止まる俺に向け、瑠花がこちらを見もせずに言った言葉は、なんだかちょっとだけ、晴れ晴れしていた気がした。




　　　　[image: くぎり]




　それから俺達は、昼食をとる為ためにメインストリートの中にあるレストランへと向かった。あんな事態になったにも関わらず、瑠花の機き嫌げんはそこまで悪くなく、食事の時間は思いの外楽しく穏おだやかなのもとなっていた。

「あ、ナイト君これあげるね♥」

「はは、ありがと」

　牛ぎゆう丼どんの上に乗せられたニンジンのグラッセを見て、苦い笑みを浮うかべる。

「ニンジン食べれないなら、そのメニュー頼たのまなければいいのにね」

「むっ！　だってハンバーグは食べたかったんだもん」

「あーぁ、ガキ臭くさい」

　…………そうだよな、こうなるよな。

　遊園地に来てまで、ニンジン一つで喧けん嘩かしなくてもいいものを……。

　ま、いつのも事か。

　俺おれがそう結論付けた時だった。

「ウエルカム　トゥ　ザ　ワンダードリームランドっ！」

　そんな掛かけ声ごえと共に店中が騒さわがしくなり、陽気な音楽が流れ始める。

「鳥のきぐるみ？　なんだ、あれ」

　顔を上げた彩香が、騒ぎの方を覗のぞき込こむように身を乗り出す。

　俺も入り口の方を見るが、ここからだと観葉植物が邪じや魔まをして、いまいちよく分からない。

「……ワンドリー」

　その時、瑠花が小さな声で呟つぶやいた。しかも、その顔はどこか嬉うれしそうに緩ゆるんでいる。

「ワンドリー？」

「そう。ワンダードリームランドのマスコットキャラクター。あたし、パンフレット見た時から可愛かわいいと思ってたの。ほら、そこのポスターにもワンドリー居るでしょ？」

　言われて壁かべに貼はられたポスターを見ると、確かにそこには犬耳がついた二足歩行の鳥が描かれており、『チキンステーキ美お味いしいワン』と吹き出しが付いている。

　……うん。どこから突つっ込こもうか？　とりあえず、自己犠ぎ牲せいの精神を褒ほめておくべきか？

　そんな事を考えていると、ワンドリーと愉ゆ快かいな仲間達がこちらへやってくる。鶏とりっぽい体に犬耳が付いている微び妙みようなデザインのマスコットだ。ちなみに仲間達とは、オーバーオールにポニーテールのお姉さんと、同じくオーバーオールにスカーフを巻いたお兄さんだ。

「本日二時からステージにて、スペシャルイベントを開催しま～す♪」

「自立都市が誇ほこる大人気アイドル。笹ささ川がわ楓かえでちゃんも出演するよー」

「今年入学した、新入生タレント達も出演！　これは絶対に見み逃のがせないねっ！」

「うん、そうだよね♪」

　どうやらワンドリーとお姉さん達は、これから始まるショーの宣伝に来たらしい。

　ちなみに笹川楓ちゃんとは、この都市で一番の人気を誇るアイドルで、現在三年生。池袋第二高校在学中で好きな食べ物はショートケーキ。雑誌や都市内ローカルＴＶで見かけない日は無いんじゃないかって程、【自立都市】内で彼女の人気は不動のものだ。

「へぇ、笹ささ川がわ楓かえでが出るんだ」

「何、奈ない斗と。笹川楓好きだったの？」

　小さく漏もらした言葉に、彩あや香かが意外そうな顔で訊たずねてくる。

「いや、俺おれとしては高たか瀬せ美み羽うの方が……って」

　……俺、何言ってんだよ。

　ここは普通に否定すれば良かったんじゃねーの？

　口走ってしまった俺を、彩香は面白そうにニヤニヤと笑ってからかってくる。

「高瀬美羽ねぇ。案外奈斗って年上の綺き麗れいなお姉さんが好きだったりするわけか。へぇ～、なるほどね」

「いや……そういうわけでも」

　今さら否定した所で、たぶんこれは墓ぼ穴けつを掘ほるだけだ。

　だがしかし、娯ご楽らくの少ない【自立都市】内で、アイドルの話に付いていけなければ男子同士のコミュニケーションに支し障しようをきたすのだっ！　……と、心の中で弁解した所で何が変わるわけでもないだろう。あーはいはい。可愛かわいいですよ。いわゆるアイドルという感じの笹川楓も、綺麗な女優系の高瀬美羽も好きですよ。

「照れない照れない」

　俺をからかうように彩香が笑った時、ワンドリーと愉ゆ快かいな仲間達がチラシを配りにテーブルを回り始める。

「は～い、皆みなさんも是ぜ非ひ遊びにきてくださいねぇ～」

「……夢と幻げん想そうのステージ？」

　チラシを見て呟つぶやいた瑠る花かに、お姉さんが「はいっ！　マジックあり、ワンドリーのスペシャルダンスありの、趣しゆ向こうを凝こらした楽しいショーとなっております♪」と、言いなれた口調で宣伝文句を伝えてくれる。

「え、あの鳥踊るんだ……。なんか想像できないな」

　思わずワンドリーを見た俺に、彼（？）は「不本意だ！」と言いたげに軽やかなステップをその場で踏ふんで見せた。

「凄すごい、ワンドリー！」

　ステップが終わった瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな勢いで手を叩たたき絶ぜつ賛さんしたのは……まぁ、コイツ。宮みやケが瀬せ瑠花だ。ワンドリーを見つめる横顔は、キラキラと輝かがやき、俺がかつて見たことの無い程楽しそうな顔をしている。

　……まぁ、うさぎとぱんだの融ゆう合ごう体たいである【うさこぱんだ】が大好きである瑠花なら、この鳥と犬の融合体が好きなのも頷うなずける。

「じゃぁ、見に行ってみる？　二時からだったらこれから出てちょうど良いじゃん」

　彩香の言葉に瑠花は、一も二もなくコクコクと頷く。

「二人ふたりも良いだろ？　残念ながら高たか瀬せ美み羽うは出ないみたいだけど」

「っちょ！　だから、別にそこはこだわらなくたって」

「冗じよう談だんだって。ま、これから行くところも決めてなかったし、ちょうどいいじゃん？」

「そうだな。真ま琴ことちゃんも良いだろ？」

「…………」

　問いかけながら真琴を見ると、その視線は手元のチラシに注がれたまま。きっと俺おれから声を掛かけられた事も気付いていない。

「あ、えっと……真琴ちゃん？」

「えっ!?　ごめん。なんだっけ？」

　エヘヘ、と照れたような表情は、とても可愛かわいい。だけど、何だろう。その表情に少しだけ違和感を覚えた。

「あのさ、この後ショーを見に行こうって話になったんだけど、良いかな？」

「あ、そうなんだ。うん、マコちゃんも見に行く。全然問題ないよ♪」

「じゃぁ一いつ緒しよに行こうか」

「うんっ！　楽しみだね♪」

　そう応える真琴は、何一つ違和感を覚えない完かん璧ぺきなエンジェルススマイルだ。それどころか、ショーを楽しみにしているように見えた。

　だからきっと、俺が覚えた違和感は、何かの勘かん違ちがい……なんだよな？







『本日は、夢と幻げん想そうのステージにお集まりいただきまして、誠まことにありがとうございます。上演にあたり、当園からのお願いを申し上げます。上演中の電子端たん末まつでの通話・カメラのご使用はお控ひかえください。また、ショーが始まりますと会場への出入りが出来なくなります。上演の五分前には席にお戻もどりいただきますよう、お願い申し上げます。それでは、上演まで今しばらくお待ちください』

　俺らは食事を終えると、ステージへと向かった。そこそこの客入りで、取れた場所はステージから少し離はなれた場所だった。

　それでも瑠る花かは何度もチラシを見て、まるで子供のようにはしゃいでいる。いつもは素直さに欠ける彼女の反応に、思わず笑ってしまいそうになる。

「ほんと瑠花はキャラクター好きだよな」

「……だって、可愛いじゃない」

　彩香の言葉に、ちょっと恥はずかしそうに口を尖とがらせる瑠花だが、頬ほおは嬉うれしそうに持ち上がっている。こういう所は瑠花も可愛いよな。そんな風に俺が思った時。隣となりに座っていた真琴が不意に俺を呼ぶ。

「ねぇねぇ、ナイト君」

「……ん、何？」

「マコちゃんのど渇かわいちゃったから、なんかジュース買ってくるね」

「だったら、俺おれも行くよ」

　ショーが始まるまであと十五分程だ。迷子にでもなったら戻ってこられなくなってしまう。

「ううん。一人ひとりで大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんとマコちゃん一人でお買い物くらい出来るもん」

　子供扱あつかいしないでよ！　とでも言うように胸を張る真ま琴ことは、確かに大丈夫に見える。

　だけど、その笑顔が何だか完かん璧ぺきすぎている気がして、また俺の中に何とも言い難い不思議な気持ちが広がった。

「あ、でも……やっぱ俺も行くよ。なんか……ほら、俺はお腹空いたし」

　それに、女の子を一人で歩かせるのはやっぱ危ない。変なナンパとかに絡からまれたりしたら大変だ。

「えーナイト君、さっきご飯食べたばっかりだよ！」

「いや、全然足りなくってさ」

　あはは、と笑う真琴は、やっぱりいつもと何ら変わらない様に見える。

　だけど──。

「そっか、じゃぁ……一いつ緒しよに行こ」

　そう言う前に、真琴が一いつ瞬しゆんだけ『参ったな』と眉を下げる。

　……何だろう？　真琴に違和感を覚える理由は分からない。だけど、やっぱり真琴は俺達に何かを隠かくしているのかもしれない。

「瑠る花かと彩あや香か、俺らちょっと何か買ってくるけど、何かいる」

「あ、何かテキトーに買ってきて。瑠花は何かいる？」

「奈ない斗と買い物行くの？　あたしも行くっ！」

「いや、あの……えっと、瑠花は待っててよ」

　真琴と二人ふたりになれば、もしかしたら何かを話してくれるかもしれない。だけど、瑠花が居れば何かを打ち明けてくれるなんて事は、絶対にないだろう。それに、もしこの違和感が俺の勘かん違ちがいだとしても、普ふ通つうに買い物をして帰ってくればいいだけだ。

「……ちょっと、何でよ!?」

「いいじゃん、何か欲しいものがあるなら奈斗達に買ってきてもらおうよ。私一人ひとりで待ってるのも寂さみしいし」

　俺が何と断ろうか迷っていた時、彩香がそう瑠花を止めてくれる。

「あ……うん。そっか……誰かは待ってなきゃ席取られちゃうか」

「それに、ほら。これから余よ興きようやるみたいだよ」

「え!?　本当だ！　お姉さん出てきた」

　瑠る花かの視線がステージに向いた時、彩あや香かが俺おれに向かって小さく頷うなずく。

　その顔は『頼たのむよ』と託たくされているとも、『よく気付きました』と褒ほめられてるとも取れる。

　……やっぱり、彩香も何かを感じ取っているのだ。俺一人ひとりなら、ただの勘かん違ちがいと思う事も出来た。だけど、彩香まで違和感を覚えているとするなら、きっと何かがあるのだ。

「ほら、ナイト君早く行こうよ～」

　眩まぶしい笑顔で俺の手を引く真ま琴ことに「うん」と応えながら、俺は歩き出す。

「早く帰ってきなさいよ」

　と叫ぶ瑠花に、俺は確信に変わった違和感を抱いだきながら、手を振ふるのだった。







　それから十分程経った時、俺の両手はタピオカドリンクとメロンクリームソーダで埋うまっていた。真琴の首からはバケツ型のケースに入ったポップコーンが掛かかっている。

　そろそろ戻もどらなくては会場に入れなくなってしまう。だけど、真琴はいろんなワゴンの食べ物や飲み物に興きよう味みを引かれ、なかなか会場に戻る様子は見せない。

　それはまるで、このまま会場に入れなくなってしまえばいいと思っているようだ。そして俺も、「早く戻ろう」とは、言えないでいた。

「あ、そろそろ戻らなくちゃだね」

　戻るべきか、戻らないべきなのか。俺が言葉を選びかねていると、先に切り出したのは真琴だった。

「……え」

「マコちゃんちょっとトイレに行ってくるから、先に戻ってて」

「でも」

「大だい丈じよう夫ぶ。ナイト君がポップコーン持って行ってくれたら身軽でしょ？　急いで戻れば間に合うよ♪」

　言いながら真琴は、今まで自分の首に掛かかっていたポップコーンケースを、背せ伸のびしながら俺の首にかけ、俺の返事を待たずに駆かけ出だしてしまう。

「……」

　そうして俺は、ショーステージに続く曲がり角で一人残される。

　ショーが始まるまで、あと五分ちょっと。普ふ通つうに考えれば五分もあるのだ。トイレに行った後に戻るくらいの時間はある。

　だけど……俺には、真琴が時間までに戻ってくる気が、少しもしなかった。

　俺は通行の邪じや魔まにならないように道の端はしに寄って、ふと空を見る。五月晴れの、穏おだやかな空だ。全くもって行こう楽らく日和びよりで、楽しい思い出を作るには打ってつけの日。

　ポップコーンと共に俺の首に掛かっているカメラに、今日きよう俺は何枚の写真を収めただろう。その中に笑った真ま琴ことの写真は何枚あるだろう。きっと……沢たく山さんある。だけど、その中に、本当に心からの笑みが何枚入っているだろう。

　真琴の笑顔は完かん璧ぺきすぎて、俺おれにはその奥おくの気持ちが分からない。

　悲しい気持ちも、辛つらい気持ちも、きっと真琴は完璧にその笑顔の奥に隠かくせてしまう。

　真琴の事を何も知らない俺には……その奥を覗のぞく事が出来ない。だからと言って「教えて」と気楽に聞く事も出来ない。

　でも……知りたい。真琴は、どうしてこの街に来たのだろう。

　でも……知りたくない。過去なんて関係なく、俺達はこの【自立都市】で平等なステージを与えられた。なら、過去なんて「関係ない」って思いたい。

　外の世界だったら大学さえ行けない──貧びん乏ぼうな人生を歩くしかなかった俺も。

　婚こん約やく者しやさえ親に決められてしまう家に生まれた、お金持ちの瑠花も。

　どんな過去を歩いてきたか分からない、真琴も彩あや香かも。

「……そんな事、関係ない」

　思わず呟つぶやいた小さな声は、何だかやっぱり……白々しい。

　しばらくすると、イベント会場から聞こえていた音楽が変わる。どうやら、そろそろショーが始まるらしい。だけど、まだ真琴の姿は見えない。

　スタッフがまだ場内に入っていない客に、急ぐように呼びかける声が聞こえる。

　急いで会場に入っていく客が、立ち止まっている俺に奇き異いの目を向けているが、それでも俺はこの場を動く気にはなれなかった。

　いつしか、スタッフの急かす声もしなくなり、辺りに人も居なくなる。

　ステージからファンファーレが聞こえ、会場から歓かん声せいが聞こえる。

　どうやらショーは始まったらしい。

「……ナイト、君？」

　聞こえた声に、俺は出来るだけ自然に笑う。

「ショー、始まっちゃったね」

「……うん。でも、なんで」

　そう言えば、何も考えずに待ってしまったから、言い訳なんて考えていない。

「あ、えっと。俺もトイレ行きたかったんだけど、これ持ってたら行けなくて……はは」

　必死に思いついた言い訳は、そんなどうしようもないくらい情けないもの。

「もう、ナイト君はさ」

「……え？」

「噓うそつくの下へ手たなんだから、やめた方がいーよ」

　そう言って笑う真琴の髪かみ型がたが、さっきと少し変わっている。きっと手て持もち無ぶ沙さ汰たで直したのだろう。

「そう言う真ま琴ことちゃんも、今日の噓うそはちょっと下手だよね。だけど、三つ編みは上手」

「だって、まさか待ってるなんて思ってもみなかったし……」

　まぁ、確かにそれはそうかもしれない。でも、いつもの真琴ちゃんなら、こんな俺おれに心配させて、ここで待たせるなんてミスさえしなかっただろう。

　本当にすぐに戻もどると思わせて、心配さえさせてくれない。今までだってもしかしたら、俺が気付かないまま問題を解決して、傷を笑顔の奥おくに隠かくしていたのかもしれない。

　でも今日は、気付けた。

　俺でも、笑顔の奥を垣かい間ま見みることが出来た。

「ねぇ、真琴ちゃん。……観覧車、行こうか」

　ちょっと顔を上げると、青く晴れた空に大きな花が見えた。

「え、観覧車!?」

「そう、観覧車。俺さ、一度高い所からこの街を見てみたかったんだ。真琴ちゃんも、見てみたくない？　俺達が住んでる街がどんな形で、どんな色なんだろうって」

　しばらく真琴は、ただポカンと俺を見る。だけど、その顔が不意に緩ゆるむ。

「そうだね。マコちゃんも、見てみたい」

　そう言って笑う真琴の顔は、何だかバランスが悪い。いつもはテレビや雑誌の中に居そうな笑顔を浮うかべるのに、今はクラスに居る普ふ通つうの女の子みたいに見えた。

　でも、不思議といつもより……可愛かわいく思えた。







「ねぇ、ナイト君。私達の家ってあそこら辺じゃないかな!?」

　観覧車が頂上に差さし掛かかった時、真琴が嬉うれしそうに街の一角を指差し笑った。

「新宿の駅があそこだから……そうだな。きっとあの辺だ」

　この街で暮らし始めて、まだ二カ月も経っていない。だけど、眼下に広がる街は、間違いなく〝俺らが住む街〟だ。

　中央特区を囲かこうように発展している都市部。海の方には工業地帯。川沿いにあるのは農業地帯。その横には牧畜地帯。そして、その奥には広い森が広がっている。これが、俺達が住んでいる街、【自立都市】だ。

　海岸沿いを除き、白く高い壁かべがこの街を囲っている。出入りする為ためには、中央特区から街を横断するように走る高速道路に乗り込むしかない。

　ほんと……変わった街だ。

　でも……綺き麗れいな街だ。

　そう、思える。

　嬉うれしくて、優しくて、だけどちょっとだけ胸が痛むような妙みような感覚に襲おそわれて、俺は景色から目を放す。そして、向かいに座る真ま琴ことに視線を向けた時、思わず息を呑のんでしまう。

　先ほどまでニコニコと笑っていた真琴の顔から、笑顔が消えている。

　幼い横顔。だけど、酷ひどく憂うれいを感じさせる横顔は、またもや俺おれの知らない顔。透すき通とおるような視線の先を追うと、少しずつ離はなれていく園内のステージに注がれていた。

　しかも、俺が見つめているのにも気づきもせず、その姿は微び動どうだにしない。頑かたくななまでにステージを避けた真琴は、何を思ってこんな離れた場所からショーを見ているのだろうか。こんな高い場所からじゃ、何をやっているかなんて全く分からない。音さえも届かない。

「……真琴、ちゃん」

　思わず発した俺の言葉に、真琴はハッと視線を俺に移す。

「あ、っと。彩あや香かちゃん達どこに居るんだろうなぁ～って」

　そんな、あからさまな噓うそを吐つく。

　だけど、その噓を指し摘てきして良いものなのか、俺には分からなかった。

　俺が知っている真琴は、賢くて、可愛かわいくて、だけどちょっと子供っぽい所もあって、いつも瑠る花かと喧けん嘩かばかりしている。そんな姿の真琴だけだ。

「な～んて言っても……バレてるよね。ナイト君って、いつもはニブいのに、こういう時だけ鋭するどいから嫌きらいだなぁ」

　俺をからかうように笑う顔は……きっと、誤ご魔ま化かしだろう。

「あはは、俺……ニブい、かな」

「ニブいよぉ。ニブニブだって」

　そんな会話に、二人して少し笑って……すぐに沈ちん黙もくへと置おき換かわる。

　何か会話をしたいのに、何を話していいのか分からず押おし黙だまってしまう。

　何な故ぜ、そんなにステージが嫌いやなのか。

　そう聞いてみたい。だけど、気楽には聞けない。きっと、その質問は真琴の過去に繋つながってしまう。この街では〝過去〟は表面上、関係の無いものだ。どんな過去でも受け入れて、どんな家庭で育っていようが、この街では平等。

　真琴の顔に陰かげを落とすものがあるなら、相談して欲しいと思う。相談してもどうしようもない事だとしても、伝えて欲しいと思う。だって、俺達はチームだし、家族だから、少しでも真琴の力になりたいと思う。

　だけど……それさえ厚かましいお節介なのかもしれない。

　この街に居れば、過去は『知らない』で済まされる。『話さない』でも許される。

　それでも……。

「あのさ──」

「あのね──」

　意を決して吐はき出だした言葉が、見事に真琴と重なって、俺らはまた口をつぐむ。

　だけど、すぐに真ま琴ことが小さく笑った。それにつられて、俺おれも笑ってしまう。

「あ、何？」

「ううん、ナイト君こそ──って、何だろ、コレ。可お笑かしいね」

　そう言って真琴はまた笑う。

　きっと真琴は、俺が何を聞きたかったのか、何となく理解しているんだろう。

　それから真琴は観念するよう眉まゆを下げ、口を開いた。

「あのね、別に隠かくしていたわけじゃないんだけど……マコちゃん、この街にくるまで、あの場所に居たの」

「え、あの場所って……」

　視線の先を追うと、そこには沢たく山さんの人が集まるステージ。

「うん、ステージ。と言っても、ステージの上ね。アイドル、って言うと分かりやすいかな」

　照てれ臭くさそうに、でも少し気まずそうに笑った真琴の言葉に、俺は一いつ瞬しゆん言葉を失くす。

　もちろん、驚おどろいた。でも、それよりも「なるほど」と納得する感情の方が大きかった。

　出勤初日から、やけに〝働く〟という事に対する心構えが出来ていたのも、男性の心を掴つかむ事に長けていたのも、写真撮さつ影えいに慣れていたのも、全部『アイドルだった』という理由があれば、説明がつく。

　そして、アイドルが出てくるショーの話題になった途と端たん、表情を曇くもらせた理由も、何となくわかる。

「そう、だったんだね」

「と言っても、全然売れてなかったし、有名じゃなかったけどね」

　えへへっと笑う真琴は、ちょっとだけ辛つらそうな顔をしていた。

　アイドルをやっていたという真琴が、どういう経けい緯いでこの街に来たかは分からない。だけど、チラリとステージを見る真琴の顔は、眩まぶしいものを見るように少し細められていた。

「……戻もどりたい、とか思ってたりする？」

　返ってきたのは、無言で首を振ふる仕草。

「だけど……」

　それだけ言って、真琴は口を閉ざし、少しずつ近くなってくる眼下のステージを見て、ゆっくりと笑った。

「だけど……キラキラしてたな、って。ちょっとだけ懐なつかしくなっちゃった」

　その笑顔は、やっぱり強がりに見える。

　最初、真琴はふわふわで可愛かわいい女の子だと思った。でも、実は強くて賢かしこい女の子なんだって分かって……でも、今の真琴ちゃんは、何なんだろう。

「そっか」

　聞きたい事は沢山あった。

　どうして、芸能界を辞めたのか。どうして、その後この街に来たのか。どうして、今はステージに近づく事さえしたくないのか……。だけど、今の俺おれにはそれ以上聞くことが出来ず、窓の外を見る真ま琴ことをただ見ていた。

　その時、ふと思い立って首に掛かかっているカメラを向ける。

　レンズ越しに覗のぞいた真琴は、何だか俺が知らない女の子みたいだ。
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　次に俺が、笑顔に隠かくされない真琴の表情を見れるのはいつだろうか。そんな時、もう来て欲しくないとも思う。だけど、たまに……。ほんのたまにでいいから、俺に見せてくれたら、ちょっとだけ嬉うれしく思う。

　だからその時まで、この一いつ瞬しゆんを───閉じ込めておこう。

　俺の指がボタンを押すと同時に、『今』を切り取る音が聞こえた。




　　　　[image: くぎり]




　観覧車から降りた頃ころには、真琴はいつも通りの笑顔を完かん璧ぺきに被かぶりニコニコと笑っていた。その笑みは横に座っている俺がちょっと気まずくなる程、すれ違う人達の視線を奪うばっている。

　かくいう俺は、観覧車を降りた所でやっと瑠る花かから山のようなメールが来ている事に気付き、慌あわてて言い訳のメールを作成して送ったのだが……未いまだ返信はナシ。

「あーあ、あいつ絶対不ふ機き嫌げんだと、マコちゃん思うなぁ」

　そう言って真ま琴ことが電子端たん末まつを覗のぞいたのは、俺おれがもう何度目か分からないメール問い合わせをした時だった。

「……うん、俺もそう思う」

「やっちゃったね♪」

「……やっちゃったな」

　ステージの出入り口前にあるベンチで「はぁ」と大きくため息を吐つく。

　せめて、ステージに戻もどれなくなった時にメールを打っておけば良かった。なんて今さら思ったところで後の祭りだろう。時計を見ると三時過ぎ。もうショーが終わってもいい時間なのだが、もしかしたら少し時間が伸のびているのかもしれない。

　そんな事を考えていると、遠くから盛大な拍はく手しゆが聞こえ、所々聞こえていたステージからの音が消える。どうやらショーが終わったらしい。

　そして、少なかったメインストリートの人通りが増えてきた頃ころ、俺の電子端末がブルブルと震ふるえてメールの着信を知らせる。

　相手は──彩あや香かか。

　文面はシンプルに二行だけ。





　どこいる？

　あと、覚かく悟ごはしといて

　　　　　　　　　　☆彩香☆






「……う」

　思わず呻うめいた俺の横から、真琴も「あちゃぁ」と苦笑を浮うかべる。

「ナイト君も大変だねぇ」

　笑いながらそんな事を言う真琴は、ちょっと楽しそう。

「……あはは。そう、だね」





　ステージの出口付近のベンチに居ます

　本当にスミマセンでした






　苦い顔で笑いながら俺は、そう彩香にメールを返す。

「でも、マコちゃんとしては、すごく嬉うれしかったよ。ありがとう」

「…………」

　ちょっとだけ驚おどろいて見た真琴の顔は、エンジェルスマイル完全装備だ。

　だけど、その計算された笑顔の向こうには、きっと今、本当の笑顔が浮うかんでいる。何となくだけど、そんな気がした。

「なら……良かった」

　急に恥はずかしくなって、俺おれは慌あわてて真ま琴ことから視線を逸そらす。

「ナイト君が担当で良かったよ。ほんと、ボーイのお仕事向いてるよね」

「え!?　俺が!?」

「うん。あれ、自覚無かった？」

「……全然」

　向いてるどころか、俺としてはちっとも向いていないと思っていた。

　というか、考えてみても向いている要因が一つも思いつかない。

「えっと……俺の何ど処こが──」

　恥ずかしながら自分の良い所なんかを聞こうとした時──。

「あ、来た」

　と真琴が笑ってベンチから立ち上がる。その視線を追うと、不ふ機き嫌げん全開でこちらに歩いてくる瑠る花かと、そんな瑠花の隣となりで苦笑を浮かべながら話しかけている彩あや香かの姿が見えた。

「お～い、彩香ちゃん。こっちこっち～～」

　ぶんぶんっ！　と大きくてを振ふって、悪びれた様子を微み塵じんも見せず笑う真琴に、瑠花から立ち上る不機嫌オーラがさらに大きくなったように感じる。

「……えっと」

　ついに俺の目の前まで来た瑠花は、近くで見ても不機嫌。

「や、やぁ」

　ピキッ

　思わず片手を上げて挨あい拶さつなどをしてしまった俺に、瑠花は無言で視線を突つき刺さしてくる。

　しかもその姿は、何だかいつもより大きく思えて……。

「あ……っと。スミマセンでした」

「何が？」

「あの……戻もどらなくて」

「それで？」

「あと、メールも返さなくて」

「あと？」

「まぁまぁ瑠花。奈ない斗とだって好きで戻らなかったわけじゃないんだから、そんなに怒おこるなよ」

「そうだよぉ。ナイト君は悪くないとマコちゃん思うなぁ」

「じゃぁ、あんたが悪いって言うのね。いいわ、それでいきましょう」

「ほらほら、そこも喧けん嘩かしない。お土産みやげ屋やさん行きたいんだろ？　明日あしたから本戦なんだから、遅おそくならないうちに帰らなくっちゃ」

「わ～い♪　マコちゃんもお土産みやげ屋やさん行くぅ」

「ちょっと、待ちなさいよ。まず謝罪でしょ!?」

　わ～いと小走りに走り出した真ま琴ことに標的を移した瑠る花かを見て、俺おれは「はぁぁ」と長いため息を一つ。

「とりあえず、お疲れさん」

　顔を上げると、そこには同じく苦笑を浮うかべる彩あや香か。

「真琴の事、任せちゃって悪かったね」

　歩き出した彩香を追って、俺もベンチから立ち上がり、その横に並ぶ。

「いいや、俺こそ瑠花を置いてったし。あの後大変だっただろ？」

「まーね。もう心配しちゃって落ち着かせるの大変だったよ。あんなにショー楽しみにしてたのに、ケータイしか見ないんだもん。『大だい丈じよう夫ぶだ』って私が言っても全然聞かないし、会場飛び出すかと思ってひやひやしたよ」

　ケラケラと笑う彩香の顔を見て、それから少し前で真琴と言い争っている瑠花を見る。

　瑠花が……俺を心配してた？

　怒おこっているだろうなとは思ったけど、瑠花が俺を心配するなんて、考えてもいなかった。

「言っとくけど、ほんとだよ」

「……そっか」

　なんか妙みような気分がして、その後に続く言葉を俺は探せない。

　瑠花が俺を心配してくれた事が、嬉うれしいような……申し訳ないような、そんな気分なのだ。

「でも奈ない斗とも大変だよな。あちらを立てればこちらが立たず、こちらを立てればあちらが立たず、みたいな？」

　肩かたを竦すくめてちょっとだけ困った顔をした彩香に、俺も同じような顔をして笑う。

　視線の先には、相変わらず喧けん嘩かばかりをしている瑠花と真琴。俺の隣となりを歩く彩香は、やっぱりその喧嘩を笑って見ているだけだし、俺も喧嘩を止める自信は無い。

　俺らの関係はちっとも前進していないように思えるけど、だけど……今日きようは来てよかった。

　何も前進していないように見えて、きっと俺らは近づいている。

　そうなら……いいな。ふと、そんな事を思った。







　何だかんだと問題はありつつも、俺達は本日最後の目的地であるお土産屋さんに到とう着ちやく。

　だが、俺としては猛もう烈れつに今、居心地が悪い。だって、右を見ても左を見ても、ファンシーでキュートなグッズが山のように置いてある店内は、何だか身の置き場に困ってしまう雰ふん囲い気きなのだ。

　しかし、女性陣にとってはとても楽しい空間らしく、瑠る花かや真ま琴ことはもちろん、彩あや香かまでどこか楽しそうに店内を物色していた。真琴は「ナイト君～。これ買っていい？」と次々にいらないモノを持ってくるし、彩香は「え、良いじゃん買っちゃいなよ～」と、無責任に勧すすめたりしている。

　どうにかその二人をなだめた後、ふと横を見るとワンドリーのぬいぐるみを抱かかえている瑠花の横顔。俺の視線に気付いて「別に、欲しいとか言ってないわよ」と、強がった瑠花に「あ～ぁ、可愛かわいくないのぉ」と喧けん嘩かを売る真琴……。

　しかも瑠花の機き嫌げんはちっとも直っていないもんだから性質が悪い。

　そこで俺は、緊きん急きゆうルールを設け、先ほどポップコーンとジュースを買った真琴には千円。瑠花と彩香には二千円を家用の端たん末まつから転送して、「それで自由に買い物をして」と店の外に逃げ出してきたのだ。

　真琴との間に千円の金額差を出した事で、瑠花は多少満足したみたいだが、それでも機嫌が悪い事には変わりないだろう。

「……ったく、どうするかな」

　あの場面では、真琴を置いて帰る事なんて出来なかった。その結果、真琴との距きよ離りは近づいたし、辛つらかった真琴を一人にする事も避さけられたのだから、悪い決断ではなかった筈はずだ。

　だけど、待っている瑠花の事を考えなかったのも事実だ。やっぱり、せめてメールだけでも。いやいや、それを考えても、今さらどうしようもない。とりあえず、今日きようの夕飯は瑠花の好物にして……。

　などと、俺が何とも消極的な和解方法を模も索さくしている時だった。

「ほんとに取ってくれるなんて、私嬉うれしい！」

「いやぁ、俺ってクレーンゲーム得意なんだよな」

「そうなんだぁ～。凄すごいねっ！」

　など言いながらカップルが俺の前を通過していく。

　ったく、どいつもこいつも……ん？

　呆あきれ半分、嫉しつ妬と半分（あ、いや、八割くらいかもだけど）で見たカップルの姿に、また一つ愚ぐ痴ちを零こぼしそうになった俺は、彼らが嬉しそうに手に持っているものを見て思考を止める。

　彼らが来た方向には、園内のゲームコーナー。そして、その店頭にあるクレーンゲーム。景品はこの遊園地のキャラクターであるワンドリーだ。

　……あ。

　自然と俺の足は、クレーンゲームへと向かっていた。

　それは、ノートくらいの大きさのワンドリー人形。瑠花が持っている【うさこぱんだ】程の大きさは無いけど、景品の中では大きい方で簡単には取れそうにない。だけど、俺はそのクレーンゲームを覗のぞき込こむ。前から、横から、糸口を探すように……。

　楽しみにしていたショーを、俺が台無しにしてしまったけど、出来る事なら遊園地を離はなれるその時までには楽しい気持ちに戻もどって欲しい。

　また来たいと思えるだけの楽しさを、持って帰って欲しい。

　…………よし。

　俺おれは携けい帯たい端たん末まつを取り出し、店の奥に入り、コイン販売機に端末をかざし千円分のコインと交こう換かん。出てきた十枚のコインを握にぎりしめ、ワンドリーが転がるクレーンゲームの前に戻り、ゆっくりとコインを投入。途と端たん、クレーンゲームの音楽が大きくなり、ピカピカと光りはじめる。

　ワームの設定は全体的に厳きびしそうだ。

　だけど、きっと……取れる。

　冷れい房ぼうが無くて、夏休みをゲームセンターで過ごした貧びん乏ぼうを甘あまく見るなよっ！　もちろん、ゲームをおいそれとやるお金なんて無かったから、人がやっているのを見てばかり。そして、研究に研究を重ね、三日に一回だけクレーンゲームをやる事を楽しみにしていた俺に、捕とれない獲え物ものは無い……と、思う。

　沢たく山さんのワンドリーが中に転がっているが、この中で取れる可能性があるのはほんの数個だ。それも、そこそこの重さがあるだろうぬいぐるみは、普ふ通つうにワームで挟んだだけでは持ち上げることさえ不可能。

　なら……何かに引ひっ掛かけるしかない。

　青い服を着たワンドリーの頭の上に付いている輪に目算をつけ、俺はコインを二枚投入。すぐに音楽が大きくなり、ボタンが点灯する。

　そして、俺は慎しん重ちように〝↑〟のボタンを押す。そして、次にサイドから覗のぞき込こみながら〝←〟のボタンを押おし込こみ、ワンドリーの上で止める。

　あとは、ワームが無事に輪を引っ掛けてくれることを祈いのるばかりだ。その時。

「あぁ～。ナイト君こんな所に居たぁぁ」

「店の前に居るって言ったのに居ないから探したぞ」

　と、聞きなれた声が聞こえてくる。振ふり向むくと、真ま琴ことと彩あや香か、そして二人ふたりの後ろから瑠る花かがこちらに向けて歩いてくる。

　そういえば、ここに居る事を誰だれにも告げずに来てしまった。

「あ……ごめん。メール入れとけばよかった」

　反省したすぐ傍そばから、またこれだ。自分の学習能力の無さに嫌いや気けがさす。

「あ」

　その時。真琴と彩香の後ろで不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた瑠花が、小さく口を開いた。そして、背後でトスッっと何かが落ちる音。こちらも、俺としては聞きなれた音。

　ホッと胸をなで下ろしながら、景品取り出し口に手を伸のばす。そして、

「ほら、瑠花」

　そのまま弧こを描く様に瑠る花かに向け、放り投げる。

「え!?」

　放り投げられたワンドリーを慌あわててキャッチした瑠花は、しばらく呆ぼう然ぜんと手の中の物を眺ながめていた。

「やるよ、それ。さっきのお詫わび」

　ちょっと気まずくて頬ほおをかく。

「ナイト君、ずるーい」

　すぐさま聞こえた声に、俺おれはまた苦笑い。

「分かってるって。真ま琴ことちゃんも彩あや香かも、何か欲しい物があったら言って。大たい抵ていのものは取れると思うから」

　そう言うと、真琴は「やったぁ」と店内を物色しに走っていく。彩香は「いいよ」と遠えん慮りよするので、俺が勝手にワンドリー人形（瑠花と色違い）に決定。それを見た真琴は「自分だけ違うのは嫌いやだ」と、結局ワンドリー人形をリクエスト。

　結局、何だかんだで三人揃って色違いのワンドリーを抱かかえる事になった我が担当キャスト様を見て、俺は思わず苦笑を漏もらす。

　満面の笑みでワンドリーを抱える真琴。

　ワンドリーを抱えている事が恥はずかしいのか、ちょっと戸と惑まどっている彩香。

　それから、嬉うれしそうに口角を上げながらも、必死に不ふ機き嫌げんな顔を維い持じしようとしている瑠花。

　ちぐはぐな三人だが、こうして見るとそれなりに仲良く見える。

　この光景を見られただけで、千円をコインに変えた価値は充分にあるだろう。

「あと四百円分コイン残ってるから、他に欲しいのあったら取るよ」

　結局全てをストレートに獲かく得とくした俺の手には、まだ四枚のコインが残っている。コインはこのゲームセンターでしか使えないので、残しておいてはもったいない。

「じゃぁさ、みんなでアレ撮とらない？」

　そんな俺の問いかけに対して、彩香が指差したものは──。

「……プリクラ？」

「いいねっ！　マコちゃんも大賛成っ！」

「記念に一枚。どう？　いいアイディアじゃない？」

　彩香の提案に、異を唱となえる声は無く、俺達は四人揃そろってプリクラ機に向かって歩き出す。

「ねぇ奈ない斗と」

　声に振ふり向むくと、そこにはワンドリーを抱えた瑠花の姿。

「ワンドリーは、耳が可愛かわいいの。それで、このぬいぐるみは……いい耳をしているわ。顔の付き方もかなり良いセンスだと思うの。あと、服はやっぱり青が一番だわ。だから……」

「……？」

「許してあげる」

「そっか、ありがとう。ほんと、連れん絡らくもしないで悪かったな」

「もういい。あと」

「あと？」

「…………………………………………………嬉うれしかった。ありがとう」

「……おぅ」

　プリクラ機から出てきたシートには、色違いのワンドリーを抱かかえて笑う瑠る花か、真ま琴こと、彩あや香かと、ちょっと照れくさそうに笑う俺おれが映っていた。
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　遊園地を後にした俺達は、送そう迎げいバスで再び渋谷駅まで戻もどってきていた。時刻は四時過ぎ。まだ日が暮れるには早い時間だが、明日からの鋭えい気きを養う為ために今日きようは早く帰って、ちょっと豪ごう勢せいな夕飯を食べようという事になったのだ。

　何だかんだといろいろありつつも、結構楽しい一日だったと小さく微び笑しようを浮うかべた時。

「あれぇ、新宿店の……」

　聞きなれない、しかし、確実に聞いたことのある声が俺らを呼び止めた。

　振ふり向むくとそこには、ニコニコと笑う男が一人。

　そして、その後ろには、いかにも派手めの女子が三人。

「……相あい木き、君？」

「おぉ、クロちゃん覚えててくれたん？　うれしーね」

　そう言いながら、【Club　ACTION】の一年生ボーイは、俺の肩かたを気楽に叩たたいてくる。

　その後ろに居る女性陣が、こちらに向けて飛ばしている鋭するどい視線とのコントラストが痛々しい。まぁ、瑠花と真琴も同じような目を向けているのは、たぶん間違いないだろうけど……。

「いやぁ～。新宿店が決勝に進んできて嬉うれしいよ。決勝は互たがいの店を行き来するし、明日あしたからしばらくヨロシク」

　その言葉に、俺も「あ、うん。よろしく」と曖あい昧まいな笑みで返す。

　ちなみに、自分の店だけでポイントを稼かせいでいた予選と違い、本戦は新宿店と渋谷店で四日ずつ、交こう互ごに開かい催さいされる。これは審しん査さに不公平をおこさせない為ためと、違う街でも顔を売る為だ。

　初日は渋谷店。二日目は新宿店と、俺達は自分の店と対戦相手の店を行き来する。

「ウチらもぉ、新宿店が対戦相手でマジラッキーって思ってたんだよねぇ。せいぜい頑がん張ばってねぇ～」

　相木君の後ろから聞こえた声に、俺は頭の奥おくに鈍にぶい痛みを覚える。

「うん♥　頑張るよっ！　渋谷店さんもせいぜい頑張ってね♥」

　続いて後ろから聞こえた真ま琴ことの声で、胃痛まで加わった。

「お、エールの交こう換かん!?」

　相あい木き君……その言葉、わざと？

「あ、じゃぁ俺おれらここらで──」

　どうにか穏おん便びんにこの場を去ろうとした俺の努力は、虚むなしくもスルー。

「勝つのはどっちか決まってるけど、いい勝負が出来ると良いよねぇ。ま、出来たらだけどぉ」

「うん、そうだね♥　出来たら、だけどね♥」

「確かに、勝つのがどっちかっていうのは分かってるわね」

　渋谷店のリーダーっぽいギャル──麻ま里り菜なが売った喧けん嘩かを、真ま琴ことと瑠る花かが買ったのは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　しかも真琴と瑠花の息は、やはりこういう時に限ってぴったりである。

「はぁ!?　ウチらに喧嘩売ってんの!?」

「え～？　マコちゃんちょっと意味分からないや、ごめんね♥」

「ざけんなよチビっ！　あ、でもあんたが二に風ぶ谷たに真琴でしょ？　ちょっと同情しちゃうかもぉ。個人での成績は一位なのに、他がクズすぎるから負けちゃうんだもんね」

　一歩前に出た麻里菜の言葉に、後ろの取り巻きがタイミングよく「かわいそう～」とか「残念だよねぇ」とか、相あい槌づちを打っている。もうこちらは、さすがの連れん携けいだと言うしかない。

「じゃぁ、俺らは──」

　再度、穏便な帰宅を目指してみるが、

「ちょっと、いい加減にしなさいよっ！」

　と、今度は瑠花に遮さえぎられてしまう。

「あぁ!?　あ、あんたが新宿店の中で最下位だった宮みやケが瀬せ瑠花っしょ？　ラッキーだったよね、予選落ちした店てん舗ぽのキャストよりもポイント低いのに、そこのチビのおかげで本戦出れたんだもんねぇ」

「……違っ」

　反射的に反論しようとする瑠花だが、相手の言葉を否定しきる事が出来ず、そのまま口を閉ざしてしまう。

「まぁ～それも当たり前か。二風谷真琴ちゃんは元アイドルなんだもんねぇ。あ、ごめん。元売れないアイドルかっ！」

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、真琴の目が大きく見開かれる。瑠花と彩香の視線が真琴に突つき刺ささり、俺は……そんな光景を前に、何も言えなかった。

　観覧車の中で見せた、あの遠くを見るような視線が脳裏に浮うかぶ。

　どんな想いで、真琴が自立都市に来たのか。それは俺には分からない。でもきっと……晴れやかな気持ちだけを抱かかえてきただけではない事は分かる。

「あれぇ～？　もしかしてぇ、コレって言っちゃいけなかった？　ごめ～ん。お客さんの一人ひとりが知ってたから、もうみんな知ってんのかと思ってた」

　ケラケラと笑う声が、やけに耳みみ障ざわりだ。

「行こう」

　真ま琴ことと渋谷店のキャストを遮さえぎるように立った俺おれの言葉に、慌あわてて彩あや香かが「そうだね」と頷うなずいてくれる。

「そうそう。俺らも行こう。あ、クロちゃん、ウチのキャストがごめんね。なんか触ふれちゃいけないところ触れちゃったみたいで。みんな悪気ないんだけど、ちょっと……ね。俺から謝るから大目に見てよ」

　頭を下げながら「ごめんっ！」と両手を合わせる相あい木き君に、俺は「もう、いいよ」と答える。

　何より今は、この場から離はなれたかった。

「いやぁ～。クロちゃんの心が広くて助かったよ」

「別に」

　そこで、相木君はこちらに駆かけ寄より、肩かたに手を回してくる。

「まぁお互いにいろいろ大変だろうけど、頑がん張ばろ」

　相木君の言葉は、キャスト達に聞こえないくらいの声で、苦笑交じりに放たれた。それに、俺は「あ」と小さな声を漏もらす。

　……そうか。彼は、もしかしたら俺と同じなのかもしれない。

　何もわからない状じよう況きようの中、必死に笑顔を浮うかべて頑張っているだけの一年生なのかもしれない。そう思ったら、急に親近感が湧わいた。

「うん、頑張ろう」

　だけど、俺がそう答えた瞬しゆん間かん、彼の笑みが一つ深くなる。

「だからいっこ忠告なっ！」

　え？

「…………予選の力だけが、渋谷店の本気だと思うなよ」

　それは、鋭するどく冷たく放たれた声。

「…………」

「じゃぁ、また明日あした～～」

　鋭い顔は一いつ瞬しゆんで、またヘラヘラとした笑みに戻もどった相木君は、手を振ふってから担当キャストを連れて歩き出す。

　やっぱり彼は……俺とは違う。そう、確信する。彼には俺に見えない世界が見えて、俺の遥はるか上に居て、そこから俺を見ている。

　全店の新人の中で、真琴の次に指名を取れる新しん郷ごう麻ま里り菜な。彼女には及およばないまでも、しっかりとポイントを獲かく得とくできる、二人のキャスト。そして……癖くせがありそうなキャストを、上う手まく纏まとめる事が出来る相あい木き陸り玖く。

　これが……渋谷店なんだ。

　いや、もしかしたら……彼が居てこその渋谷店なのかもしれない。

　ほんの短いやり取りだったけど、これだけは分かった。

　間違いなく渋谷店の中心に居るのは……相木君だ。

「……奈ない斗と」

　彩あや香かの声に、俺おれは一つ息を吐はき出だして俺の担当キャスト達に向き直る。

「さぁ、帰ろう」

　この勝負は、キャストだけの戦いじゃない。そんなの、分かっていた筈はずだった。でも、分かっていなかった。俺は分かりたくなかったんだ。

　今はとにかく……早く帰りたかった。

　口を開かない真ま琴ことと瑠る花かを連れ、俺は駅に向かい歩き出したのだった。







　そんな事があった帰り道。真琴はずっと端たん末まつを操作して、お客さんと連れん絡らくを取り合っていた。瑠花は不ふ機き嫌げんに顔を歪ゆがませたまま。助けを求めるように向けた俺の視線に、彩香はただ黙だまって首を振ふるだけだった。

　無理して作った豪ごう華かな食事も、お通つ夜やのような食しよく卓たくで味など分かったものではない。

　明日あしたから本戦だと言うのに、こんな空気のままでは勝てるわけがない。

　どうにかしなければと思いながらも、どんな言葉を二人ふたりにかけていいのか分からない。

　俺は、相木君のように……担当キャストの空気を制せい御ぎよする術なんて持っていない。

「デザート持ってくるな。ちょっと自信作なんだ」

　なんて笑ってみても、無理に盛り上げている感が拭ぬぐえない。

　昨日きのうのうちに作っておいたプリンをテーブルに並べると、真琴は「わぁ、美お味いしそう」と笑ってくれる。だけど、その笑みが表面だけのものに感じてしまうのは、俺の気のせいだろうか。

　瑠花などは、繕つくろう事も出来ずに、黙ってスプーンに手を伸のばす。

　でも、それも仕方ないかもしれない。

　真琴は、今までずっと黙っていた『元アイドル』という経けい歴れきを、あんな風に暴ばく露ろされてしまった。彼女だって、ずっと黙っている気ではなかったかもしれない。でも、あんな言い方をされたかったわけではないだろう。

　瑠花も、自分の成績が悪い事なんて言われるまでもなく分かっていた。もちろん、予選のポイントが低いのは作戦のせいでもある。でも、作戦が無ければ上位に組み込めるほどのポイントが取れたかと言えば……たぶん取れなかった。

「ナイト君。明日あしたはオープンと同時に川かわ俣またさんが来てくれるって。あと六時過ぎにもお客さんが来るから」

「あ……うん」

　思わず頷うなずくが、俺おれはその言葉を素直に喜べなかった。だって、どうしても真ま琴ことは無理をしている気がしてしまうのだ。

「あと、もう一人ひとりか二人ふたりなら呼べるかも……」

　良いのだろうか？　これで……。このままで良いのだろうか？

　キャストの管理も出来ていない俺は、それさえ分からない。何かボーイらしい仕事をしなければとも思う。だけど、何をするのが〝ボーイらしい仕事〟なのかも分からない。

「真琴ちゃん」

　プリンを口に運びつつ、携けい帯たい端たん末まつをいじる真琴に、俺は迷いながらも問いかける。

「……無理、してない？」

「っ！」

　俺の言葉に返ってきたのは、驚おどろく程に鋭するどい視線。それは、威い嚇かくするような……。そう、まるで、この家に住むようになった最初の日に、瑠る花かへ向けたような敵対の視線だった。

　……間違えた。

　それは分かった。だけど、何を間違えた？

　俺が掴つかんでいる手た綱づなの先は、どこにも繋つながっていない。

　だけど、真琴の刺すような視線は一いつ瞬しゆんで消え失せ、次の瞬しゆん間かんにはいつものエンジェルスマイルがその顔を飾かざっていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ナイト君！　心配ありがと。でもね、マコちゃんのポイントが少ないから、予選でも一位取れなかったし、渋谷店にあんな事言われちゃったんだもん」

「待って……何か」

　何か……違う。だけど間に合わない。

「そんな言い方しないで、ハッキリ言えばいいじゃない」

　小さな声で放たれたその言葉は、俺の隣となり。つまり、瑠花のもの。

「予選で一位が取れなかったのも、渋谷店にあんな事を言われたのも、あたしのせいだって思ってるんでしょ？」

「はぁ？　ちょっと意味分からないんですけど。予選はマコちゃんのポイントを中心に戦うって作戦なんだから、あんたの成績は関係ないでしょ!?」

「あたしにお客が少ないから、そういう作戦を取らざるを得なかったんじゃない」

「関係ないっ！　先輩達は、マコちゃんだけで予選を勝てると思ったから、あの作戦を取ったのっ！　その期待にマコちゃんが応えられなかっただけ」

「待って待って、二人共、落ち着いて」

　身を乗り出して言い争いを始めた瑠る花かと真ま琴ことを、俺おれは慌あわてて止めに入る。

　思考は、全く追いついていない。

　だけど、止めなければという事だけは分かった。

「明日あしたから本戦だっていうのに、チーム内で喧けん嘩かなんてしてたら、相手の思うつぼだって」

「…………」

「…………」

　俺の言葉に、瑠花と真琴は互いに向けていた視線を逸そらす。だが、その顔からは不満が溢あふれ出したままだった。

　誰だれかが何かを言うたびに、一つずつ何かがずれていく。

「なぁ」

　その時、口を挟はさんだのは、いつも喧嘩の時には何も言わない彩あや香かだ。

「まず、真琴。先輩は『真琴だけで予選を突とつ破ぱできる』って言ったんだ。予選は無事に突破した。つまり、真琴は先輩達の期待に応えた。あと、瑠花。私と瑠花のポイントは、ほぼ変わらないんだ。その理り屈くつだと、私も真琴に謝らなくちゃいけない事になるんだよね」

　言い聞かせるように、ゆっくりと彩香は語った。感情に任せていない分、その言葉には重みがあり、反論が出来ない。

「奈ない斗とが言っていたみたいに、喧嘩なんてしたら相手の思うつぼなんだよ。キャスト同士で喧嘩なんてしてたら、良い接客なんて出来なくなっちゃうじゃん」

「……」

「……」

「別に誰が悪いって話じゃない。喧嘩をする話でもない」

　彩香の落ち着いた声は、場を均すように穏おだやかに。だけど、力強くリビングに響ひびいていく。

「……ごめんなさい」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、真琴の口からぽつりと言葉が漏もれる。

　だけど、それだけ言うと席を立ち、一人リビングの戸に手をかける。

「真琴ちゃんっ！」

　慌てて呼び止めるが、その小さな背中は足を止めることなく、薄うす暗ぐらい廊ろう下かへと消えて行ってしまう。後に残されたのは、何とも言い難い沈黙と、食べかけのプリン。

「……ごちそうさま」

　聞こえた声に横を向くと、瑠花までが席を立ち、食べ終わった食器を手にキッチンに向かう。

「瑠花？」

　呼びかけた声に、瑠花は少しだけ視線を動かし、「おいしかった」とだけ言って、やはりそのままリビングを出ていく。

「……なんか、嫌いやな感じがするね」

　苦い顔をした彩あや香かの言葉は、明るいリビングの中にある陰かげを、しっかりと俺おれに認にん識しきさせてくれた。

　どこで間違えていたのかも分からないまま、歯車はバラバラに崩くずれ去さり、床ゆかの上に転がった。

　何だか、そんな感じだった。
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　壊こわれた歯車というものは、誰だれかが直さなければ動かず、壊れたまま無理に動かそうとすれば、余計壊れてしまうのだろう。

　そんな事を考えているうちに時は進み、俺おれが何も手を打てずにいる間に、新人戦四日の朝を迎えてしまった。火曜日から始まった新人戦の本戦は、今日でちょうど折り返し。今日きようは勝負の金曜日だ。

　しかし、俺達新宿店は未だにコミュニケーションさえ上う手まくとる事が出来ずにいた。

　真ま琴ことは相変わらずのハイペースで新宿店を引っ張り、新人の中で誰よりもポイントを稼かせぎ続つづけている。瑠る花かと彩あや香かも、予選中に仲良くなったお客さんが、確実に戻もどって来てくれている。ポイントで言えば、今の時点で渋谷店が若干のリード。だが、初日の渋谷店。二日目の新宿店。三日目の渋谷店と、ホームが一日少ない事を考えれば、ほぼ互ご角かくと思っていいだろう。

　にもかかわらず、チーム内に流れているのは、負け戦をしているかのような重苦しい空気。いや、まるで……仲間同士で争っているかのような、居いた堪たまれない空気かもしれない。

　このままではいけない。それは、分かっている。だけど俺は、噛かみあわなくなった歯車を無理に回し、余計に壊してしまう事を恐おそれ、何も出来ない。

　いつもと同じように朝食を作り、みんなで食べて、その後みんなで学校へ向かう。その間、瑠花と真琴が一回も言葉を交わしていない事は気付いている。だけどやっぱり、その事には触ふれられなかった。

　昇降口で真琴・彩香の二人ふたりと別れ、俺はホッと息を吐はき出だしてしまったりする。

　そんな俺に気付いて、瑠花が一度小さく眉まゆを顰ひそめる。が、次の瞬しゆん間かんには、やっぱり何も起こってないように「何ぐずぐずしてんのよ。早く行くわよ」と、いつも通りの強気な言葉を吐いて俺を急かし歩き出す。

　その背中はピンと伸のび、足は迷うことなく前へ向かっている。だけど、その姿がどうしても無理をしているように感じてしまう。

　それでも俺は、その背にかける言葉を思いつけず、ただ後ろを歩くのだった。







「あ、おはようございマス、今日も美しい瑠花さんっ！　あと、奈ない斗と君」

「おはよう、良りよう太た」

　教室のドアを開けた瞬間、響ひびいたのは良太の声だ。瑠花への挨あい拶さつについでのように付け加えられた挨拶に俺は苦笑を浮うかべ、返事をしながら自分の席に座る。同じく自分の席に荷物を置いた瑠花は、朝から良太の熱い愛の演説に「馬ば鹿かじゃない」とか、「適当な事言わないでよ」などと、お決まりのセリフを返している。

「で、昨日きのうはどうだったんだ？」

　そう問いかけてきたのは、窓まど枠わくに座った二じ郎ろうだ。

「……あ、あぁ。渋谷店で開かい催さいの日にしては良かったよ」

「瑠る花かさんはどうだったんですか!?」

　目をキラキラさせた良りよう太たの言葉に、瑠花は「ふんっ」と自信げに笑う。それはまるで「奈ない斗と、言っておやり」とでも言うかのようだ。でも、その仕草が少しわざとらし過ぎる気がするのは俺おれの気のせいだろうか？　だけど、それを俺はやっぱり指摘出来ない。

「昨日きのうの瑠花は凄すごかったよ。渋谷店での開催なのに、お客さん二人ふたりも来たんだから」

　苦笑を浮うかべながら言った俺の言葉に、良太は神が降こう臨りんしたかのような顔で瑠花を見る。

「さ、さすがですっ！　瑠花さん」

　昨日、瑠花は初めて一日で二人のお客さんを呼ぶことが出来た。しかも、ホームである新宿店ではなく、渋谷店でのポイント獲かく得とくだ。これはお世辞でなく、誇ほこっていいことだと思う。

「何？　宮みやケが瀬せさん、またポイント取ったの？」

　俺達の会話に入ってきたのは、クラスのお調子者、藤ふじ原わらだ。

「そうらしいんですっ！　凄いですよね、素晴らしいですよねっ！　瑠花さんのような素す敵てきな女性と同じクラスに居られるというだけで、藤原君も光栄だと思った方が良いですよっ！」

「おいおい、何だよそれ」

　思わず突つっ込こんでしまった俺に、藤原は「あはは」と笑って見せる。

　予想以上に白熱しているキャバクラ新人戦は、都市内でもかなり話題になっているらしく、何度か記事の載のった雑誌を持っているクラスメイトを見かけた。記事の内容を聞かれたのも、一度や二度じゃない。

「いやぁ、マジで宮ケ瀬さんと一いつ緒しよで良かったって思ってるんだよな。職場の同どう僚りようにも雑誌見せて自じ慢まんしちゃったりしたし」

「マジで!?　良かったじゃん、瑠花」

　後ろを振ふり向むくと、そこには豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったハトみたいな顔をした瑠花が居て、思わず笑ってしまう。

　そろそろ同じクラスになって二カ月になるのに、未いまだ瑠花は俺らとばかり一いつ緒しよに行動している。だけど、最近では新人戦の記事のおかげか、俺達と一緒の時に限ってだが、少しずつクラスメイト達と話す機会も多くなってきたような気がする。

「べ、別に……特別な事をしているわけじゃないわ」

　数回口をパクパクさせた後、瑠花はまたもや「ふんっ」と顎あごを上げて一気に言い放つ。

「さっすが、宮ケ瀬さんっ！」

「あっ、藤原だけズルいっ！　ねぇねぇ宮ケ瀬さん、私も応おう援えんしてるから」

「俺も俺も、絶対一位になってくれよな」

　藤原が、俺らのグループに（というか、瑠花に？）話しかけている事に気付いたクラスメイトが、次々に会話に加わってくる。そして、いつの間にか俺らの周りには、十人近いクラスメイトが集まっていた。

「あ、あたりまえでしょっ！」

　浴びせられる応おう援えんの言葉に、瑠る花かが返したのは、そんな可愛かわいげのない言葉。だけど、彼女にとっては精せい一いつ杯ぱいの答えだったのだろう。

　よく見れば、耳が真っ赤になっている。

「黒くろ部べも頑がん張ばれよ」

「いいよなぁ、黒部は。可愛い女の子に囲まれてる職場だろ？」

「代わりてぇぇぇぇ」

　続いて俺おれに浴びせられる、男子からの呪じゆ怨おんには苦笑を返すしかないだろう。

　だが、何を言われようが、この教室に流れる空気はとても明るい。瑠花も女子から「私もドレス着たいなぁ」なんて言われたりして、照てれ臭くさそうに笑っている。朝からどこか強こわ張ばっていた顔が緩ゆるんでいて、胸の奥おくが痛くて、でも温かくなる。

　その時、瑠花の視線が俺に向き、「何よ」と顔を顰しかめる。

「いいや」

　応えながら首を振ふって、それからやっぱり笑う。

　仕事ではいろいろあるけど、新人戦を通して、クラスメイトとの距きよ離りが少し近づいた気がして、何だか俺はちょっとだけ嬉うれしかった。
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　ただ、その反面、溝みぞが出来たまま埋うまらないものもある。

　一日の授業を終え、俺は瑠花と並び通いなれた店までの道を、重たい気持ちを引きずりながら歩いていた。

　今日きようも真ま琴ことは、「まだ指名が足りない」と言いながら、誰だれよりも指名を取るのだろう。そんな真琴を見て、瑠花は気を焦あせらせるのだろう。彩香はそんな二人を見て肩かたを竦すくめ、俺は何も出来ずに手を拱こまねくのだろう。

　日常的に行われていた、くだらない理由の喧けん嘩かも無い。それは、表面的にはとても平和だが、強きよう烈れつな違和感となってチームを覆おおい尽つくしていた。

　以前彩香が、「二人の喧嘩はコミュニケーションだ」なんて言っていたのを思い出して、確かにそうだったのかもしれないと、今になって納得する。あのくだらない喧嘩は、二人の関係が正常に働いている証しよう拠このようなものだったのかもしれない……。

　真琴はきっと〝元アイドル〟という過去を気にしている。

　それがどんな過去だったのか。どうしてアイドルを辞めてこの街に来たのかは分からない。だけど、真琴はあの笑顔の奥おくに傷を隠かくしていたのだろう。そして、渋谷店によって、その傷を抉えぐられた……。

　それでも、真ま琴ことはいつも通りに仕事をする。俺おれや彩あや香かには、いつも通りに接する。

　だけど……それは普ふ通つうじゃない。きっと、無理をしているんだと思う。何があろうが、お店で笑える真琴を強いとは思う。だけど、見ているこっちは心が苦しくなって仕方がない。

　店に向かう歩きなれた道を進みながら、俺は思わず「はぁ」とため息を吐つく。

「何よ、ため息なんて吐いちゃって」

　聞こえた声に、しまったと思い横を向くと、そこには瑠る花かの少し不満げな顔があった。

「いや、ちょっと……疲つかれ溜まってきたかなぁって」

　慌あわてて誤ご魔ま化かした俺に、瑠花は「あ、そ」と興きよう味みを失くしたように視線を逸そらす。

　だが、しばらくの沈ちん黙もくの後、瑠花は小さく「ねぇ」と言葉を投げかけてきた。

「奈ない斗とは……どうしたら、あたしの指名が増えると思う？」

　その言葉に、俺はまた心が痛くなる。

　瑠る花かは自分の指名数にコンプレックスを持っている。真琴と対等に戦いたいと思っている筈なのに、圧あつ倒とう的てきな実力差に阻まれて、なかなかその距きよ離りは縮まない。

「増えてきてるじゃないか？」

　そう、少しずつだけど、真琴との距離は縮まっている筈はずなんだ。

　本戦が始まってから、三日目までで、真琴の指名ポイントは十三。ハッキリ言って新人が叩たたき出だす数字じゃないと洋よう司じ先せん輩ぱいは言っていた。

　対して、瑠花は三ポイント。これだって、先月の瑠花を考えればかなり頑がん張ばっている数字だと思う。でも、瑠花と真琴の差は四倍以上だ。しかも、予選からずっと指名を取り続けている真琴とは違い、瑠花は本戦に合わせて営業をかけていたのだ。それを加味すれば、二人ふたりの差はもっと広がるだろう……。

　でも、その差はゆっくり縮めていけば良いと俺は思っている。

　瑠花は焦あせるけど、でも、そんな簡単に差は縮まらない。

「先月に比べれば、すごい成長だろ。だって先月の今いま頃ごろなんて、瑠花は一つも指名取れてなかっただろ？」

「……そうだけど」

「瑠花は、今できる事をちゃんとやってるよ」

「そう……なのかな」

「あぁ、よくやってるよ」

　そう簡単に真琴との差は縮まらないだろう。

　だけど、それでいいと思う。俺達はこれから七年間もこの仕事を続けていくんだ。その中で、ゆっくりと、着実に、瑠花は力を付けていけば良いんだ。

「焦る事ないよ。焦ったらいい接客も出来ない」

「……うん、そうかも」

　ちょっと黙だまってから、瑠る花かはそう頷うなずいて、やっと俺おれを見て笑ってくれた。何となく今のセリフは良いボーイっぽいな、なんて思ってた時、後ろから「瑠花～、奈ない斗と～」と声が聞こえてくる。振ふり向むくとそこには俺らに手を振る彩あや香かの姿。

「彩香、お疲つかれ」

　手を振り返した俺の横で瑠花も笑い、彩香と並んで再び歩き出す。

「彩香がこの時間、珍めずらしいわね」

「今日、日直でさ。プリント集めてたら遅おそくなっちゃった」

「うわぁ、災難ね。ところで彩香──」

　いつの間にか俺をそっちのけで話しはじめる二人ふたりを見て、ふと思う。そういえば、瑠花は最初、彩香とも何ど処こか余よ所そ余よ所そしい態度で、警戒心を露あらわにしていた。でも、いつの間にか二人はこうして自然に話すようになって、これならもう〝友達〟だと言えるだろう。そんな小さな変化が、妙みようにうれしくて俺はただ笑って、二人と並び店に向かう。

　やっぱり、ゆっくりと、ちょっとずつ……。

　他の人よりも遅おそいかもしれないけど、瑠花は彩香やクラスメイトと絆きずなを結びはじめている。

　それを思えば少しだけ、やる気が出てくる。悲観ばかりしていても、きっと何も始まらない。店に着いたら少しだけでも、真琴と瑠花を会話させてみるのも良いかもしれない。

　そんな事を考えながら、俺は店への道を歩いていくのだった。







　瑠花の小さくゆっくりながらも、確かな成長を感じた少し後。

「真琴ちゃん、お疲つかれ。遅かったね」

　珍めずらしくギリギリの時間に店に来た真琴に挨あい拶さつするが、真琴は俺の声に気付かず、そのまま更こう衣い室しつへと向かってしまう。

「え!?　……あ、真琴ちゃん？」

　慌あわててもう一度問いかけると、真琴はハッと俺に向き直り「あ、ごめん。ボーっとしてたよ」とだけ答え、やっぱりそのまま更衣室へと入っていく。

「…………」

　閉められた更衣室の扉とびらを見ながら、俺は強きよう烈れつな違和感に襲おそわれる。

　今け朝さまでは、俺や彩香にはいつも通りに接していた。ニコニコとエンジェルスマイルを振ふり撒まいていた。だけど、今……真琴の顔に浮うかんでいた笑顔は、明らかに強こわ張ばっていた。

　体調でも悪いのかもしれない。もしかしたら、学校で何か嫌いやな事があったのだろうか？　俺が心配していた時、「だから言ったんだ」とため息交じりの声が聞こえた。

　その声は洋よう司じ先せん輩ぱいのもの。

「どういう事、ですか？」

　頭痛を抑おさえるようにこめかみを押おす洋よう司じ先せん輩ぱいの言葉の意味が分からず、俺おれは問いかける。だけど、言葉が返ってくるより前に、嫌いやな予感が押し寄せてくる。

「たぶん、今日きよう真ま琴ことに指名は入らない」

「…………え？」

　何な故ぜ？

　そんな言葉が、真っ先に頭に浮うかぶ。新人戦が始まってから。いや……そのもっと前から、真琴が指名を取らない日なんて無かった。毎日、毎日。店が開く限り、彼女は指名を取り続けていた。しかも今日は金曜日。指名が取りやすい週末だ。

「詳くわしくは夜に話す。今日俺は十時に店を上がるから、その後一人ひとりで俺達の家に来い。ミーティングな」

　それだけ言うと、先輩は俺に背を向け、開店準備に戻もどってしまう。

　そして、その日。俺らが店を上がるその時まで、真琴が指名される事は無かった……。
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　帰宅後、風ふ呂ろと夕食を済ませた頃ころ、俺の携けい帯たいに洋司先輩からの着信が入る。

　真琴はすでに部屋に戻っており、リビングに居た瑠る花かと彩あや香かに「洋司先輩の家に行く」と伝える。すると、一いつ瞬しゆんだけ二人ふたりが顔を顰しかめる。

「……」

「……」

　毎日指名を取っていた真琴に指名が無かったのだ。二人共、何かがあったのだと予想はついているのだろう。説明を求めるように注がれる視線に、俺は一度息を吐はき出だした。

「ごめん、俺もまだよく分からないんだ。それを今から聞きに行く。話せる内容だったら、帰ってからちゃんと説明するから」

　何とも頼たよりない言葉だけど、今の俺にはこの程度の事しか言えない。

　俺だって、何が起こっているのかが分からない。俺達はチームなのに、「帰ってきたら話す」としっかり言い切る事が出来ない……。

「分かった。もう遅おそいから気を付けて」

「……っ！」

　ハッキリと放たれた瑠花の言葉に、俺は少し驚おどろいて顔を向ける。その顔に浮かんでいたのは怒いかりとも、憤いきどおりとも、覚かく悟ごとも、強さとも、そして……優しさともとれる表情だった。

「そうだね。話はいつでも聞くから、何か出来る事があったら遠えん慮りよなく言って」

　続いたのは、そんな彩香の言葉だった。

「うん……ありがとう」

　二人ふたりの優しさに俺おれは頼たよりない笑みを浮うかべて、背を向け外に出る。

　五月の夜は、暑くもなく寒くもない、何とも言い難い空気をしていた。







「何な故ぜ、今日きよう真ま琴ことに指名が入らなかったのか。黒くろ部べは今、それが一番気になってるよな？」

　洋よう司じ先せん輩ぱい達の家に着くなり、誰だれも居ないリビングに通され、開口一番で彼が放った言葉は、そんな何とも煮にえ切きらない質問だった。

「……はい」

　俺が頷うなずくと、洋司先輩は「だよな」と苦笑を浮かべる。

「でも、その前に、新宿店と渋谷店のポイントの取り方の違いが分かるか？」

　急に変わった会話に、俺は顔を顰しかめる。彼がこんな話を始める真意が分からない。

「……ポイントが、真琴ちゃん一人ひとりに偏かたよっている。という事ですか？」

　確かに今日、真琴に指名は入らなかった。だけど、それでも四日目の今日までで指名ポイントは十三。瑠る花かと彩あや香かが今日きよう指名を取って差を縮めたとはいえ、まだ倍以上真琴はポイントを獲かく得とくしている。ハッキリ言って圧倒的だと言うしかないだろう。

　対して、渋谷店のエース──麻ま里り菜なは、今日の営業が終わった時点で十二ポイント。店単位で見れば負けているが、個人で見れば、真琴のポイントには届かない。しかし、渋谷店は麻里菜以外の二人も、それぞれ九ポイントを獲得しており、三人のバランスが取れている。

「そうだな、偏ってる。でも、問題はそこだけじゃない」

「え？」

「単刀直入に言えば、ポイント獲得を指名だけに頼たより過ぎているんだ」

「指名、だけ……ですか？」

「あぁ。でも、新人にしては渋谷店が出来過ぎていると言った方がいいかもな」

「……あ、の？」

　全く予想していなかった言葉に、俺は洋司先輩を見る。すると、彼は声を出さずに小さく、そして苦く笑った。

「黒部、視野をもっと広く」

　言いながら、先輩は一枚の紙を指し出す。それは、新宿店・渋谷店。それぞれの新人がどのようにポイントを獲得しているのかを表に纏まとめたもの。

「本戦になって追加されたルール。もう何度か説明したよな？」

「……え？」

　新人戦の予選になくて、本戦で新しく追加されたルールは一つだけ。

　新人指名の卓つくえで注文されたフードとドリンクの金額──つまり、席料と指名料を除いた金額五千円ごとに、一ポイントが追加される【金額ポイント】と呼ばれるシステムだ。

　この【金額ポイント】は、指名一時間ごとに加算される【指名ポイント】と同等に考えられ、本戦ではかなり重要な役割を果たすと、俺おれらは事前に説明を受けていた。

「毎年、本戦で優勝するチームっていうのは、一人ひとり当たり平均三〇ポイントくらい獲かく得とくする。まぁ、エースがいるチームが勝つことが多いから、偏かたよりはあるし、あくまで平均だけどな」

　と言いながら、洋よう司じ先せん輩ぱいは一枚の紙を差し出す、それは、ここ四日間のポイント表だ。

「で、その内訳は去年の優勝チームは一人当たり【指名ポイント】二十三。【金額ポイント】七が平均だった。で、今年の新宿店の数字を見てみろ」

　その言葉に、俺はポイント表を見ると……。


　《真ま琴こと》

　指名ポイント・十三。　注文金額合計一万三千円。

　《瑠る花か》

　指名ポイント・　五。　注文合計金額五千円。

　《彩あや香か》

　指名ポイント・　六。　注文合計金額八千円。

　《三人合計》

　指名ポイント・二十四。注文合計金額二万六千円。



　五千円で一ポイントなわけだから……金額ポイントは五だ。

　対して、渋谷店は三人合わせて、指名ポイントが三〇。金額ポイントは十。

　……あ。

　そこで俺は、一つの事実に気付く。

「……金額ポイントが、取れていない」

　新宿店と渋谷店の差は、指名ポイントで六。金額ポイントで五。パッと見だと、指名ポイントで差をつけられているように見える。もちろん、それも大きいのだろうけど、問題は指名数だけじゃない。渋谷店は、新宿店の倍、金額ポイントを取っているのだ。

「そうだ。しかも、指名ポイントが多い真琴が、金額ポイントを獲得できていないのが痛い」

　確かに【指名ポイント】を一年の中では誰だれよりも獲得している真琴が、【金額ポイント】では渋谷店の新しん郷ごう麻ま里り菜なに大きく差をつけられている。

「……なんで」

「理由は、たぶん二つある」

「二つ……ですか？」

「あぁ、一つ目の理由は他のキャストとの連れん携けいが取れてない事だろうな。ま、これは瑠花や彩香にも言える事だろうが……」

「……連れん携けい」

「渋谷店の三人。仲良いよな」

　洋よう司じ先せん輩ぱいの言葉に、俺おれは一いつ瞬しゆん胸が詰つまる。ここ四日間、新宿店と渋谷店は、互たがいの店を行き来してきた。もちろんその間、俺も洋司先輩も渋谷店の仕事を見ていた。

　彼女達の連携は、本当に素晴らしく、時々洋司先輩が感心している事すらあった。

　渋谷店は、ボーイの相あい木き君を中心として、一つのチームとして纏まとまっているのだ。

　彼が何かを囁ささやけば、それがキャスト全員に響ひびく。キャストが相木君を信しん頼らいしている。

　彼がキャストの間を取り持ち、誰だれが何をするべきか。どうしたら、よりよくチームとして機能できるかを、しっかりと把は握あくしている。一年の──俺と同じ一年である相木君が、キャストを動かし、実力を最大限に引き出している。

　それに比べ、新宿店は……もう、考えるまでも無い。瑠花と真琴は未いまだに喧けん嘩かをしたままだし、俺と彩あや香かの二人ふたりがかりでも、今回の喧嘩を仲ちゆう裁さいする事が出来ていない。

「俺が渋谷店のキャストを見ているのは、新宿店が開かい催さい日びだった二日だけだが、一番指名を取る新しん郷ごう麻ま里り菜なが指名卓を離はなれても、ヘルプで入った渋谷店のキャストは全員そのお客さんを知っていた。知っているだけじゃなく、仲良く話してドリンクまでもらえていた」

　指名の卓は、誰がドリンクやフードを頼たのもうが、指名されているキャストの売り上げ──つまりポイントに繋つながる。

「つまり新郷麻里菜は、自分が卓を離れても、金額を稼かせげる。でも、これは口で言う程簡単じゃない。普ふ通つうはもっと経験を積んでからやる事だ」

　……だけど、渋谷店はすでに出来ている。もちろん、俺らは出来ていない。今いま更さらながら、これはキャストだけの勝負じゃないんだと思い知らされる。

「で、真琴が【金額ポイント】を取れない、もう一つの理由なんだが……」

　そこまで言って、洋司先輩は迷うように言葉を切る。

「……はい」

　口ごもる洋司先輩の表情を見ただけで、その後に続く言葉が決して言いやすい事じゃない事は、嫌いやでも分かる。

「……結論から言うと、真琴は客をパンクさせた」

「パンク、ですか？」

　聞きなれない言葉に、俺は首を傾かしげる。だけど、胸を占めるのは相変わらずの嫌な予感。

　キャストが、俺の手に掴つかみきれていない。把握できていない。そんな無力感だ。

「あぁ、パンク。つまり、真琴は客を無理に店に呼び過ぎていたんだ。その結果、客が離はなれたって事だな」

「……どうして」

「理由はいくらでもあるだろ？　単純に金が無くなったから物理的に来れなくなった人もいるだろう。後は、自分がポイントを獲かく得とくする為ためだけの金ヅルにされている、と感じている人も居るだろう」

「真ま琴ことちゃんはそんな事思ってませんっ!!」

　思わず大声を出した俺おれに、洋よう司じ先せん輩ぱいは小さく息を吐はき出だして、メガネをテーブルの上に置いて目頭を押おさえる。

「分かってる。真琴は『金ヅルにしてやろう』なんて目でお客を見てない」

　そう。真琴がそんな気持ちでお客さんを呼んでいるとは、とても思えない。確かに真琴はズルい所もある。賢かしこく立ち回る所もある。だけど、決して金ヅルにする為にお客を呼んでいるんじゃない。ただ……頑がん張ばって仕事をしているだけだ。

　毎日毎日メールを打って、プライベートな時間を使って電話をして、お店に来たら最大級の笑顔で迎むかえているだけだ。

「最初に言った、『お金が無くなって、物理的に店に来られなくなった』というのは、黒くろ部べにも分かるな」

「はい……何となく」

　真琴のお客さんには、都市の中ではかなりの地位に付けている〝お金持ち〟から、やっと生活にゆとりが出てきた二年生まで、様々な人が居る。

　やっと生活にゆとりが出て、たまに行くキャバクラを楽しみにしていたような人を、無理に何度も呼べばどうなるか……。そんな事、よく考えれば俺にだって分かる事だった。

　真琴と一いつ緒しよに［顧こ客きやくノート］を作っているのは、他の誰でもなく、俺だった。指名回数から、お客さんの学年・職業まで。全て知っていたのに、俺はそんな単純な事にも気付かなかった。

　やっぱり、俺はキャストを見れていない。

「黒部は自分を責めるなよ。……こんな事、一年のお前が気付けなくても仕方ない」

「でも、俺は──」

「顧客ノートをお前が真琴達と一緒に作っていて、情報がお前に揃そろっていた事は分かってる。確かに、考えれば分かる事だったかもしれない。だけど、そもそも真琴が一年生としては規格外過ぎたんだ。だったら、お前らの教育係である俺が気にかけているべきだった」

　そう言って洋司先輩はメガネを再び掛かけなおし、重たいため息を吐き出しながらテーブルの上にあった紙を見る。

「あと、新人戦が始まってから、真琴は何人のフリー客に付いたか、お前分かるか？」

　その言葉に、俺は持ってきていたノートを開き、そして──。

　俺は、一つの重大な事態に気付く。

「……フリーに、付いていない」

　真琴は、新人戦の予選が始まってから昨日まで、ずっと自分の指名客に付き続けている。逆に言えば、一時も自分の指名客を途と切ぎれさせた事が無かったのだ。それは、本当に凄すごい事だ。でも、だからこそ真ま琴ことは……。

「新人戦が始まってから、新しいお客さんというのを作れていない。という事ですか？」

「まぁ、そうだな。でも、全く新しいお客さんが居ないという訳じゃない。雑誌で真琴の写真を見て、いきなり新規で指名してくれたお客さんが二人ふたり居る。だけど、そのお客さんは、今のところ、二度目の来店に繋つながっていない」

「……ほんとだ」

　言われて初めて気付いた自分が憎にくらしい。

　注意してノートを見れば、すぐ分かる情報に、俺おれは全く気付けなかった。

「何でだか、分かるか？」

　しかも、そう問いかけられても、俺は答えられない。

「写真や記事を見ただけで、いきなり指名してくるというのはさ、お客さんにとっても博打ばくちだ。キャバクラの指名料っていうのは、そんなに安くない。うちの店で言えば、指名料三千円。それにセット料金が安い時間でも五千円。指名したからには、ドリンクの一杯でも女の子に飲ませてあげなければ恰かつ好こうがつかないから、プラスで千円。サービス料が十％で九九〇〇円。お客さんの感覚的に言えば、一万円」

　……一万円。その金額が、今いま更さらながら重たく圧おし掛かかってくる。

　しかも、これは安く見積もっての話なのだ。

「それだけの金額を、お客さんは写真を見て知っただけの真琴に使ってくれる。もちろん、真琴だったらその期待に充じゆう分ぶん応えられる実力はある。でも……それは一時間、ずっと横に居られたら、の話だ」

　真琴は、同じ席にずっと居るわけにはいかなかった。だって、真琴は毎日お客さんを店に呼んでいた。つまり……新しいお客さんが来てくれたとしても、元々呼んでいたお客さんの卓と、新規のお客さんの卓を、行ったり来たりしなくちゃいけなかったのだ。

　真琴が居ない間、『ヘルプ』と呼ばれる指し名めい嬢じようではないキャストがそのお客さんの相手をしているのだが、『ヘルプ』はあくまで『ヘルプ』だ。役割としては、場ば繋つなぎに過ぎず、ドリンクなどは自分からねだる事は出来ない。

「しかも、真琴が呼んだ客にとっても、せっかく呼ばれて店に来たのに、真琴は自分の隣となりになかなか来ない。この期間中はかなり無理してお客を呼んでいるようだったから、不満も出るだろう。熟練のキャストなら、カバーも出来たかもしれない。だけど、それは長い時間をかけてお客さんと結んだ信しん頼らい関係だったり、熟練のフォロー力があるからだ。今の真琴がやれば、お客さんが離はなれてしまっても仕方ない。もちろん、そんな時にフードやドリンクを頼たのんでくれる筈はずがない」

　だって、同じ時間に二つのテーブルで指名が入っていたとすれば、単純に考えて、一つのテーブルに真琴が居られる時間は三〇分。もし、三つのテーブルで指名されていたとすれば、二〇分しかそのテーブルには居られない事になる。

　つまり、真ま琴ことが頑がん張ばれば頑張る程、お客さんに不満が溜たまっていた。

　沢たく山さんのお客さんを呼べば呼ぶ程。指名を取れば取る程、お客さんは離はなれて行ってしまう。

　でも、じゃぁ……どうしたら。

「今、真琴は元々居たお客さんから見限られ始めている。見限られていなくても、すぐに呼べるお客さんは、もうほとんど居ないだろう。ここで無理に呼べば、関係が完全に壊こわれかねない。しかも、新しいお客さんを作っている余よ裕ゆうなど、真琴には無かった」

　洋よう司じ先せん輩ぱいはそう言葉を切って、俺らの間には気まずい沈ちん黙もくだけが落ちる。

　真琴は、頑張っている。

　それは俺も洋司先輩も充じゆう分ぶんに分かっているだろう。でも、だからこそ辛つらい……。

「真琴は、新人としては凄すご過ぎた。正直、俺の考えていたよりも凄かったよ。でも、だからこうなった。マズイと思って真琴に注意をしてみたが、どうやら遅おそ過ぎた。ま、あいつも聞く気なんて無かったみたいだけどな……。いや、そんな事言うのは今いま更さらだな。とにかくこれは、真琴の力に頼たより過ぎる作戦を立てた、俺のミスだ。……すまない」

「……先輩」

　俺に向け頭を下げた洋司先輩に、俺は返す言葉が見つからない。

　確かに、真琴は規格外だったかもしれない。いつもの年だったら、キャストが指名を取り過ぎているだなんて問題は起きる筈はずがないのも分かる。洋司先輩も、俺も、誰だれだって、ここまで白熱した新人戦が展開されるだなんて思っていなかったのだ。

　でも、やっぱり……こうなる前に気付いてあげたかった。

「あー、こんな姿、絶対キャストには見せらんねーよな」

　そう言って洋司先輩は悔くやしそうにこめかみを押さえる。どうやら、リビングに他の先輩はもとより、美み咲さ子こさんも居なかったのは、洋司先輩が人ひと払ばらいでもしていたからなのだろう。

　でも、確かに……指名を取らせ過ぎたと悩む姿を、キャストに見られたくはないだろう。頑張っている事が、裏目に出ているなんて……やっぱり誰だって伝えづらい。

　美咲子さんはきっと、真琴に何が起こっているのか気付いている。でも、やっぱり自分のミスだと思っている洋司先輩としては、目の前でこんな会話を聞かれたくないだろう。

　……俺も、これから家に帰って、何とみんなに言えば良いのかなんて、まだ分からない。

「悔しいよな」

　しばらく続いた沈黙の後、洋司先輩が小さく呟つぶやく。

「もう何度も思い知っている事だけど、指名とか、ポイントとかの話になると、俺達ボーイは何もできない。俺がドレスでも着て客の横に付ければ良いんだけどな」

　先輩は冗じよう談だんでこの場を誤ご魔ま化かすみたいに「ははっ」と笑う。だけど、苦悩とか諦あきらめとか、そんな表情が苦笑の向こうに見みえ隠かくれしている。

「そう、ですね」

　頷うなずきながら、俺おれもまた笑う。

「まぁさ、とにかく、俺達に出来る事はやらなくちゃな。とりあえず、黒くろ部べは真ま琴ことと瑠る花かの仲をどうにかしろよ。あれじゃ、勝負にすらならない」

「……はい」

「つっても……今の状じよう況きようで仲良くしろって言われてもって感じだよな」

　苦い顔をした俺を見て、洋よう司じ先せん輩ぱいはまたこめかみを押おさえるように笑った。

　いつの間にか、ダメな要因が次々と重なってしまっていた。瑠花と真琴の仲も、真琴のパンクも……原因は小さな積み重ねだったのに、今はもう大き過ぎて簡単には取り除けない。

　少しずつ、少しずつ……俺達の歯車は噛かみ合あわなくなっていたんだ。







　先輩の家から出た俺は、一人ひとりで夜の道を歩いていた。しかも、少しでも時間を稼かせぐように、ゆっくりと……。

　俺達の家と先輩の家は、目と鼻の先。普ふ通つうに歩けば、二分程度の距きよ離りにある。だけど俺は、その道を、たっぷり五分はかけて歩いた。

　外から見ると、まだリビングの灯りはついている。誰だれかがまだ、リビングに残っているのだろう。だとしたら、俺は何を伝えればいいのだろうか……。

　今の真琴の状態を、そのまま伝えていいものだろうか……。

　仲間なら、チームなら、家族なら……伝えるべきなのかもしれない。それで、みんなで力を合わせて、知恵を絞しぼって、この新人戦を戦っていくべきなのかもしれない。

　だけど───。

　俺はどうしても、リビングに居る同居人に真琴の事を伝える気にはなれない。

　だって、それを言えば、瑠花や彩あや香かのポイント不足を補う為ため、真琴が無理をしたのだという意味に思われてしまうかもしれない。

　確かに真琴は頑張って、その結果、潰つぶれてしまった。だけど、それは瑠花や彩香のせいじゃない。きっと……違う。だけど俺には、それを『違う』と言い切るだけの根こん拠きよも無い。いや、正確に言えば、瑠花や彩香のせいじゃないと思いたいのだ。しかし、だとしたら、それは……誰のせいなのだろうか？

　頑張りすぎた真琴のせいか？

　あんな作戦を立てた、洋司先輩のせいか？

　それとも、真琴が無理をしている事に気付かなかった俺のせいか？

　やっぱり、指名をまだ多く取れない瑠花と彩香のせいか？

　違う。どれも違うのだ。

　でも、だったら……誰だれを責めればいい？

「……アホ臭くさっ」

　自分の家の前で立ち止り、無む駄だな犯人捜しをしている自分が情けくて、俺おれは思わず小さく呟つぶやく。誰が悪くて、誰が悪くないか。そんな事、分かっているのだ。誰も悪くない。そして、誰もが悪かった。いや、誰もが少しずつ〝足りなかった〟のだ。

　その上、新宿店はチームワークも悪い。遊園地に行った日から、瑠る花かと真ま琴ことは会話一つ交わさないし、俺はそんなチームの雰ふん囲い気きを紛まぎらわす事さえ出来ていない。

　たとえば俺が、渋谷店の相あい木き君みたいにキャストを纏まとめられれば、この結果は違うものだったかもしれない。街で少し会話を交わすだけじゃ分からなかったけど、ここ四日間に彼らと一いつ緒しよに働いてみて俺は思い知らされた。渋谷店と新宿店でキャストの実力差はほとんどない。だけど、ボーイの実力は圧あつ倒とう的てきに彼が上なのだろう。

　相木君がキャストに一声かければ、空気が変わった。

　キャストに何かあれば、相木君が一番に気付いた。

　あのチームは、相木陸り玖くというボーイを中心に動いている。たぶんそれは、間違いない。

　それに対して、俺は何と情けないのだろう。自分のキャストに伝えるべき言葉さえ見つけられず、ただ家の前に突っ立っている自分が憎にくらしい。

　目の前の扉とびらを颯さつ爽そうと開け、キャストを華か麗れいにまとめ上げ、明日あしたからの営業に備えるべきだ。そう、分かってはいる。だけど、そんな……今の俺には出来ない。

　ひとつ、重たいため息を吐ついて、頭の中で無難な言葉だけを選ぶ。そして俺は、やっとドアに向かったのだった。







　俺がリビングの扉を開くと、無言の視線が突つき刺ささった。

　ソファーに座ってテレビを見ていた瑠花。ダイニングテーブルでノートを纏まとめていた彩あや香か。きっと、気になってリビングに残ってくれていたのだろう。

　二人ふたりは、俺に何かを言いたげな瞳ひとみを向けたまま、俺も何かを言おうとしたまま。しかし、何の言葉も出てこず、ただ気まずい沈ちん黙もくが流れる。

「……奈ない斗と」

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後、彩香が小さく口を開いて、まるで何もなかったみたいに「おかえり」と続けた。

「ただいま」

　放たれた言葉に、返しただけの言葉。

　だけど、それだけで少し止まっていた空気が流れた。

「遅おそかったわね」

　そう言ったのは、少しだけ不ふ機き嫌げんに顔を歪ゆがませた瑠る花かだ。

　今の時刻は十二時前。洋よう司じ先せん輩ぱいとデータを見ながら今後の作戦を考えていたら、思ったよりも遅おそくなってしまったのだ。

「……うん、ちょっと話し込んじゃって」

　誤ご魔ま化かすように笑って、それから俺おれは部屋の中へと入っていく。

「それでさ、少しだけミーティングしたいんだけど、今でいい？」

　一つ言葉を吐はき出だせば、それからは自然に口が開く。

　荷物をダイニングテーブルに置いた俺に、彩あや香かは「別に大だい丈じよう夫ぶだけど」と笑う。瑠花は無言のまま、だけど当たり前のようにいつもの席に座る。

「洋司先輩から、詳しい資料もらったんだ。今日きようの営業までの、渋谷店のポイント獲得票」

　ポイント表を二人の前に差し出すと、すぐに瑠花も彩香も食い入るように見る。それを確認した俺は、慎しん重ちように口を開いた。

「渋谷店に比べて【金額ポイント】が取れていないんだ」

　真ま琴ことの事は……今は言わない。

　瑠花や彩香に伝えれば、真琴の二の舞まいになりかねない。

　無理に客を呼ばせては、この二人もやっと仲良くなり始めたお客さんをパンクさせてしまうかもしれない。それだけは、どうしたって避さけなくちゃいけない。

「確かに……私達が獲かく得とくした【金額ポイント】は五ポイント。それに比べて向こうは十ポイントか。金額だと二万五千円くらい差を付けられてるって事だもんな……」

「いきなりこの差を詰つめようとかいうんじゃないんだ。一ポイントでも、二ポイントでも、この差を縮める努力をしようって話」

　すぐに言葉を返してきた彩香に、俺は笑いながら──極力深刻に聞こえないように、笑いながら答える。

「そう言われてもね、どうやって縮めたら良いのかもよく分かんないよなぁ」

　彩香の言う通り、フードやドリンクを頼たのんでもらうのは、案外難しい。

　一杯目のドリンクくらいなら、席に付いた流れのまま「私も一いつ緒しよに乾かん杯ぱいしていいですか？」と自然に言う事が出来る。しかも一杯目はお客さん的にも〝キャバクラで指名したら一杯くらいあげないといけない〟と分かっている。指名なら、お客さんの方から「何か飲む？」と聞いてくれる事もある。

　だが、二杯目からは違う。キャストの方からタイミングを見て「もう一杯もらっていいですか？」と聞かなくてはいけない。フードなら、もっと難しい。

「うん、だから洋司先輩に知恵を貸してもらった。これは瑠花にもやってもらうから、ちゃんと聞いてろよ。まず、一杯目をもらった時に『喉のどが渇かわいてた』とか『このお酒が好き』って事をちゃんとアピールしておく。喜んでもらえばお客さんだって嬉うれしいから、飲ませてあげた甲か斐いがあったって思ってもらえる。ここまではオーケー？」

　一度言葉を切り、瑠る花かと彩あや香かを見る。

　すると、どちらも俺おれの言葉にしっかり頷うなずいてくれる。

「そしたら、一杯目は出来るだけ早めに飲みきるようにして。ノリが良いお客さんなら、そのタイミングで『もう一杯飲んじゃダメかな？』と聞いてみる。この時、断られても粘ねばらない。その位だったらお客さんは、そこまでねだられている気にはならない。そして、ノリが掴つかめていなければ、空いたグラスはそのまま置いておけばいい。お客さんに飲ませてあげようって気があるなら『もう一杯飲む？』って聞いてもらえるかもしれない。そしたら最大限に喜んで、お言葉に甘あまえればいい」

　俺の言葉が終わり、しばしの沈ちん黙もく。しかし、すぐに、

「……そうだな。その位なら私にも出来る」

　と、彩香がそう言ってくれる。

「出来る限りで良いからさ、少しずつやってみようよ。あと俺も、タイミング見てメニューを持っていくから、無理ない程度でフードも取りにいってみよう」

　キャストからフードを頼たのむのは難しいし、お客さんにプレッシャーをかけてしまう。だけど、ボーイが勧すすめる分には断りやすいし、キャストも頼みやすいと先せん輩ぱいは言っていた。なら、俺にはこの位しかできないけど、出来る限りやってみようと思う。

「あぁ、やってみるよ」

　頷いた彩香に、俺も笑う。

「…………」

　だけど、その間。瑠花は一言も発する事は無く、ただじっとポイント表を見たままだ。

　真琴の指名が望めなくなった今、俺だって、これで勝てるだなんて思っていない。瑠花や彩香だって、きっと真琴の異変に何となく気付いているだろう。だったら……こんな小手先の作戦で勝てるなんて思えないだろう。

　それは分かっている。だけど、これ以上無理をしろなんて……言えない。

　この勝負が終われば、全てが終わるんなら……勝つ為にどんな手を使ったって頑がん張ばればいいと思う。だけど、新人戦が終わっても、俺達はこの街で、あの店で働いていかなければならない。この勝負に勝ったとしても、後に何も残らなければ……負けなんだ。

「奈ない斗と」

　その声に顔を向けると、今まで黙だまっていた瑠花が真っ直ぐに俺を見ていた。

「この作戦は分かった。やってみる。それで、後は何をやればいいの？」

　瑠花の視線は、俺の焦あせりをしっかりと見み据すえていた。

　今俺が言った事だけじゃ、渋谷店に追いつけない。そして、問題はそれだけじゃない。瑠花はやっぱり、ちゃんと分かっているんだ。

　だけど……真ま琴ことが指名を取り過ぎて空回りしているだなんて言えない。瑠る花かや彩あや香かがこれ以上指名を増やしたら、同じことになるかもしれないだなんて……言えない。

　俺おれがただ口を閉ざしていた、その時──。

「ナイト君」

　小さな声が響ひびいた。

「……真琴ちゃん」

　聞こえた声に振ふり返かえると、開け放たれた扉の前に真琴の姿。

　いつの間にリビングに来ていたのだろうか？

　そして、いつもキラキラでふわふわに輝かがやく笑顔は、どこへ行ってしまったのだろうか？

　しかし、かと言って、目が腫はれているだとか、今にも泣きだしそうだとか、そういうわけでもない。一人ひとり立つ真琴は、ただ真っ直ぐに俺を見ていた。

「ナイト君、ごめ──」

「あーっ！　真琴ちゃん、良かったっ！　今、ちょうどミーティングしてたんだよね。でも、真琴ちゃんはもう寝ねちゃったのかと思ってたよ。だから良かった。ほんと、良かったっ！　あ、でも、もう寝るんだったら明日あしたでもいいんだけどさっ！」

　俺は『ごめん』と紡つむぎかけた真琴の言葉を、慌あわてて遮さえぎる。

「……」

「……」

　ワザと遮られたのは、きっと気付かれただろう。だけど、それでも止めたかった。笑うでもなく、怒おこるでもなく、泣くでもなく、真琴は無表情に俺を見つめ続けた。そして俺も、そんな真琴を見つめ続ける。

　早く、いつもみたいに笑ってくれ。「しょうがないなぁ～。ナイト君のお願いだったら、マコちゃん聞いちゃうよぉ」って、噓うそみたいに可愛かわいい笑顔を俺に向けてくれ。

「いいよ」

　だけど、返ってきた真琴からの言葉は、そんな味気ないもの。

「……っ！」

　違う。……それじゃない。

　俺が聞きたかった言葉は、それじゃないんだ。

　いつもの強い真琴が言うべき言葉は、それじゃない。

「もう、いいよ。ありがとう、ナイト君」

「違っ！」

「違わないよ。マコちゃんが指名取れないから、今日きよう先せん輩ぱいに呼び出されちゃったんでしょ？　だけど、それを二人ふたりに言えないから、そんな作戦立ててきたんでしょ？　マコちゃんに力が無いから負けてるんだって言えないから、そんな事……言ってるんでしょ？」

「違うっ！　俺おれはそんな事……」

　口でどれだけ否定しようが、俺の言葉は薄うすっぺらい。だって、思っているのだ。真ま琴ことが指名を取れなくなった今……この勝負は投げた方がいいんじゃないか、と。

　頑がん張ばりすぎた真琴が潰つぶれてしまったように、瑠る花かや彩あや香かまで潰してしまうんじゃないかと、俺は恐おそれているんだ。真琴が潰れる前に、俺は気付けなかった。あの洋よう司じ先せん輩ぱいだって、先に手を打てなかった。だったら、次も……。

　だからもう、頑張れって言えない。

「奈ない斗との言う通りよ。あんたが指名を取れないから、負けてるわけじゃないわ」

　その時、苛いら立だちと呆あきれを混ぜ合わせたような声がリビングに響ひびく。見れば、テーブルに肘ひじをつき、顔を顰しかめた瑠花の姿。その視線は、俺にも、そして真琴にも向けられておらず、誰だれも居ないキッチンを睨にらみつけていた。

「あたしが、あんたの半分でも指名を取れていれば良かったのよ。でも、あたしにはそんな力が無かった。だから、あんたが頑張るしかなかったんでしょ？」

　そこで、瑠花の視線がやっと真琴に向かう。

「ハッキリ言えば良いじゃない？　あたしのせいだって」

「そんな事、誰も言ってないっ！　今負けてるのは、マコちゃんの実力不足。それ以外の理由なんて無いっ！」

　先に声を張り上げたのは、真琴だった。それはまるで、手負いの獣けものが威い嚇かくするような、鋭するどく痛々しい声。だが、そんな言葉を向けられた瑠花も手負い。真琴の言葉にまた傷を抉えぐられ、痛々しい視線を飛ばす。

「ちょっと、二人共っ！」

　慌あわてて止めに入るが、俺の言葉は瑠花の声にかき消される。

「馬ばっ鹿かじゃないの、そんなのデータ見ればすぐに分かるわよ。あんたの指名ポイントは十三。あたしは今日の指名を入れても五。圧あつ倒とう的てきじゃない！」

「ぐちぐち煩うるさいっ！　宮みやケが瀬せ瑠花も、彩香ちゃんも、素人しろうとが初めて仕事してるにしては充じゆう分ぶんな成績っ！　ここで頑張らなきゃいけなかったのは、マコちゃん。そんくらい、自分で分かってんのっ！」
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　真琴の言葉と態度は、すでに繕つくろう為ための仮面を脱ぬぎ去さっている。いや、きっと真琴の仮面は壊こわれてしまったのだ。余よ裕ゆうが無く、自分の姿が周りからどう見られているのかさえ、冷静に判断できない。感情をコントロール出来ていない。このままでは、行くところまで行ってしまう。取り返しがつかない言葉を、瑠花と真琴は放ってしまう。

　分かっている。それは分かっている。

「二人ふたり共やめっ──」

「素人って何よ。あんただって素人でしょ!?　それとも何？　元アイドルだったから売れて当たり前って事？　そんなの誰だれも気にしてないし、期待していないわよ！」

「あんたのポイントの方が、元々誰も期待してないっ！」

「っ！」

　どうにか止めようと放った俺おれの言葉は、意味を成さないまま宙に溶とける。

　瑠る花かと真ま琴ことは、一番触ふれてはいけない場所に、触れてしまった。

　互たがいが一番気にしている場所を。一番苦しんでいる場所を、正確に抉えぐってしまった。

　瑠花が自分の指名数にコンプレックスを持っていた事も、俺は知っていた。

　真琴が自分の過去に何らかの傷を持っている事も、俺は何となく悟さとっていた。

　なのに、俺は何も出来なかった。こんな事態を避さける事も、出来なかった。

「……馬ば鹿かみたい」

　小さく呟つぶやいたのは、真琴。

　そして、そのまま俺達に背を向け、リビングから出て行ってしまう。

　止めるべきだって分かっている。

　言葉を掛かけるべきだという事も、分かっている。

　だけどやっぱり、何と言えば良いのか分からないのだ……。俺が何も出来ないでいるうちに、真琴の背中は見えなくなって、階段を上っていく音だけが響ひびく。

　残った俺達は、何も言えない。いつもは気楽に構えている彩あや香かの表情さえ硬かたく、それが事態の深刻さを何よりも物語っていた。一晩寝ねれば元通り。朝から瑠花と真琴は喧けん嘩かして、彩香はそれを笑って見ていて。俺おれはおろおろと喧けん嘩かの仲ちゆう裁さい……なんて事には、きっとならない。

　元々、不具合を起こして止まっていた俺達は、動かなくなった機械が壊こわされるように、音を立てて砕くだけ散ちってしまったのだろう。

「……考える」

　沈ちん黙もくを破ったのは、小さな声。

「……瑠る花か」

「どうしたら勝てるか。どうしたら指名が取れるか……あたしは、考える」

　その言葉に、俺は何も答えられなかった。瑠花の言葉を、凄すごいと思った。だけど、それが強がりである事も分かっている。だから、怖こわいとも思った。

　頑がん張ばっている瑠花が……怖いのだ。

「そうだな、考えよう」

　何も言わない俺の代わりに、彩あや香かがそう応える。

「うん」

　頷うなずきながらも、瑠花の視線が上がる事は無い。ただ、じっと机の上を見ているだけだ。

　その時、ふと彩香が俺を見て、それから開け放たれたドアを見る。

「……」

「……」

　奈ない斗とは真ま琴ことの所へ行け。目線だけで告げられたのだ。それに、俺は少し迷って、目を瞑つぶり、一度息を全て吐はき出だしてから、頷うなずいた。







　コンコンと控ひかえめに扉とびらを叩たたいた音は、思いの外、静かな廊ろう下かに響ひびいた。

「真琴ちゃん？」

　閉められた扉の向こうに投げかけた言葉も、やけに響くけど、いくら待っても扉の向こうから返事は無い。

「あのさ……俺だけど」

　声を聞けば分かるような事を、わざわざ言ったのは、ただ単に何かを話はなしかけなければいけないと思ったからだ。

　だけど、それでも返事はない。

「少しだけでいいから、ドアを開けてくれないかな？」

　この扉に鍵なんてついていない。だから、開けようと思えばすぐに開けられる。だけど、真琴に開けてもらわなければ、俺は入れない。

　瑠花の部屋なら、この状じよう況きようでドアを開けられたかもしれない。何度か部屋に入った事もあるし、泣き顔なんてもう何度も見ている。こんな事で遠えん慮りよするなんて〝今さら〟だと思える。

　だけど……真ま琴ことの部屋には入れない。よく考えれば、俺おれは真琴の部屋に入るどころか、中を見たことも無い。女の子の部屋に入る事を遠えん慮りよする。そんな事、当たり前だ。でも、その当たり前を崩くずせない状じよう況きようが、そのまま真琴との心の距きよ離りみたいに感じてしまう。

　瑠る花かなら踏ふみ込こめる距離も、真琴だと踏み込めない。

　真琴は何でも出来るから……。

　真琴なら、自分で上う手まい事やってくれそうだから……。

　そう思って、俺は今まで何もしてこなかった。一カ月以上も一いつ緒しよの家に暮らしているのに、彼女の何を知ろうとしただろう？

　以前、瑠花の事で悩んでいた俺に、真琴が力を貸してくれた事があった。その時、瑠花の事ばかり気にかけてごめんと謝った俺に、真琴は言ったんだ。自分が困った時、今以上に悩んでくれたら許す、と。

　きっと、今がその時なんだと思う。一緒に悩んで、真琴に力を貸すべき時なんだと思う。

　だけど、何をどう悩めばいい？

　真琴にどう力を貸せばいい？

　……それさえ、分からない。

「真琴ちゃんが開けてくれなきゃ、俺……このドアを開けないんだ」

　ドアノブを回せば開く扉とびらが、重たくてどうしようもない。

　扉を開けてくれたって、何が出来るわけじゃない。問題を解決できるわけでもない。だけど、たかがドア一枚を開けられない自分が……情けなかった。

　その時、小さな音を立ててドアノブが回る。

　そして、ゆっくりとドアが開き、真琴の姿が現れる。だけど、小さな彼女の顔は、少し俯うつむくだけで陰かげになってしまい、俺からは見ることが出来ない。

「あ……えっと」

「入って」

「……うん」

　通された部屋は、思っていたよりもずっと無機質で、物が少ない。真琴の性格からいって、もっとファンシーで女の子っぽい部屋を予想していた俺としては、なんだか妙みような気分だ。

　灯りはデスクスタンドのみで薄うす暗ぐらく、それもまた居心地が悪い。

　だけど、真琴の表情が分からない今、勝手に灯りをつけてしまうのもマズイ気がして、俺は出来るだけ距離を取るようにドアの前で立ち止る。

「ナイト君……ごめんね」

　ベッドに腰を掛かけた真琴の口元が、小さく笑う。だけど、その目元には光が届かず、どんな表情なのかは未いまだ分からない。

「マコちゃん、本当にヤな子だよね。あいつにも……酷ひどい事言っちゃったよね。あいつは、あいつなりに頑がん張ばっているのに……」

　真ま琴ことは、瑠る花かの頑張りもちゃんと見ていたんだ。

　いや、真琴だけじゃない。瑠花だって、真琴が努力している事をちゃんと分かっていた。だからこそ、出来ない自分に腹が立って、足を引っ張る自分が悔くやしくて……そして、あんな結果になってしまったんだろう。

「真琴ちゃんも、充じゆう分ぶん頑張ってるよ」

　そして、誰だれにも頼たよろうとしなかった真琴が嫌いやだったんだろう。いや、違う。真琴から少しも期待されていない……頼りにならない自分が嫌だったのかもしれない。

　なら、俺おれだって同じだ。

　瑠花も、彩香も頑張っている。だけど、新人戦の間、一番頑張っているのは真琴だ。

　誰よりもプレッシャーを受けながら、それでも必死に指名を取って、弱音一つ吐はかずに真琴は頑張り続けた。そんなの、誰から見たって明らかだ。

「ダメだよ……。全然、足りないんだよ」

　しかし、真琴は自分を認めない。

　こんなに頑張ったのに。あんなに指名を取ったのに……まだ、足りないと言う。

　それは元アイドルだってプライドだろうか？　それとも、このチームの稼かせぎ頭がしらとしての責任だろうか？　それとも……全く違う何かなのだろうか？

「いつも……。いつもね、マコちゃんは一番になれなかったんだよ。だけど、この仕事なら一番になれると思ったんだよ」

　斜ななめから差し込んだ光のせいで、真琴の顔は陰かげが濃こくなる。壊こわれてしまいそうなほど小さいのに、その口元は笑っていた。その笑みは……きっと偽にせ物ものだ。

「だけど、ダメだね。やっぱり……足りないんだ。マコちゃんは、やっぱり一番にはなれないんだよ」

　そう言って、笑って。真琴は顔を上げる。するとその顔に光が差し込んで、陰に隠かくされていた表情が、俺の前に現れる。

　あはは、と笑うその目には、涙なみだなど浮うかんでいない。赤く腫はれているわけでもない。だけど、どうしてこんなに苦しい笑顔なんだろう……。

「……真琴ちゃん」

　その笑みをただ見続ける事なんて出来なくて、俺はドアの前に立ったまま小さく呼びかける。いつもなら、気き兼がねなくそのすぐ横に並べる。真琴が俺の手を取ったって、いつも通りだと思える。だけど、それは真琴が俺の傍そばに寄って来てくれていたからだ。

　きっと、これが……俺達の本当の距きよ離り。今はまだ、部屋の端はしと端に居るのが限界。

「ん？」

　小さな声で応えた真琴が、相変わらずこちらを向く事はない。

「……一番じゃなきゃ、ダメかな？」

　俺おれがこんな事を言うのは、ズルいと思う。本来なら、俺は一番を取る為ために頑がん張ばろうと言うべきなんだろうとも思う。

　だけど、やっぱり俺は怖こわいのだ。誰にも負けないように頑張るあまり、いろいろなものを壊こわしてしまうのが。壊してしまう程の努力が。その努力が……狂きよう気きにも思えるのだ。

「ダメ……ってわけじゃないんだろうね」

「……うん」

　俺だって、今まで生きてきた中で、一番になった事なんて無い。クラスやチームで一番くらいなら、何か一つくらいあったかもしれない。だけど、それは本当の意味での一番じゃない。それを言ったら、真ま琴ことだってうちのチームの中では一番だ。

「だけどね……なりたいんだよ。今度こそ……」

　今度こそ。そう言った声は小さくも、静かな部屋の中ではしっかり響ひびいた。

　それは、何に対しての「今度こそ」だったのか、正確には分からない。だけど、きっと……この街に来る前。アイドル時代の事なんだろう事は想像できた。

「……っ」

　だから、それを問いかけようとした。だけど、何と問いかければいいか分からず、俺はまた口を閉ざす。そう、これが俺と真琴の距きよ離り。そんな俺の遠えん慮りよに気付いたのだろうか？　真琴の笑みはまた深くなる。自分を笑うような笑みはとても冷たかった。

「聞いていいよ。ううん、聞いてもらっても、いいかな？」

「……もちろん」

「この街に来る前ね……マコちゃんがアイドルやってたって、前にナイト君に言ったよね？」

「うん」

「その時ね、マコちゃんはいつも一番にはなれなかったの。ここ一番のオーディションとか行ってもね、最終選考までは残るのに、合格は出来ない。小さなグループでは一番になれるのに、大きな集団になると負けちゃうの。今みたいだよね？」

　そこまで一気に言って、やっと真琴は俺を見る。

　今みたい。そう言って目を細めた真琴は、本当は何を見ているのだろうか。

「最初はね、すごく期待されていたの。事務所もどんどんオーディションの話を持ってきて、いきなり最終選考にいくなんて凄すごい！　なんて持もて囃はやされてね。小さなオーディションだったら通ったし、仕事も結構してたんだよ。でもね、やっぱりそれじゃぁダメ、なんだろうね……。いつの間にか、後から入ってきた子にどんどん抜ぬかれていっちゃった」

　一度言葉を切ってから「それって、結構みじめなんだ」とまた笑う。

　いっそのこと、瑠る花かのように泣いてくれればいいのに。そしたら、遠えん慮りよしながらでも傍によって慰なぐさめる事が出来るのに。

　そんな強いフリをされたら、俺おれはこの場所から動けない。

「だから、アイドルを辞めて、この街に来たの？」

　みじめさに耐えられず、期待に応えられず、後ろから抜かれる恐きよう怖ふに震ふるえて、真ま琴ことは新しい世界に来たのだろうか？

「ううん。原因は他にもあるけど……でも、やっぱり逃にげたかったんだと思う。いろいろな事から逃げて、もう一度やり直したかったんだと思う」

「……そっか」

「だけど、このままだと、また負けちゃうね」

「…………」

　そこで真琴は一度下を向く。そして、次にまた顔を上げた時、その顔に浮うかんでいたのはいつもエンジェルスマイルだ。その笑みは、本当に可愛かわいくて、ふわふわで、こちらまで思わず笑ってしまいそうになるような笑み。

　だけど、どうしてそんな可愛い笑みが浮かべられるのか、俺には分からない。

　もしかしたら、こうやって笑みを浮かべられる事が〝アイドル〟という事なのかもしれないし、しいて言えば〝キャスト〟という事なのかもしれない。

「そんな……一人ひとりで背負いこまないでよ。これはチーム戦なんだからさ」

　苦くるし紛まぎれにそんなフォローを入れてみるけど、説得力なんてありはしない。

　確かに今の新宿店に、真琴のポイントが無いまま新人戦を勝つ力はないだろう。少なくとも俺には、真琴なしで勝つ方法を思いつけない。

「とにかくさ、みんなで頑がん張ばってみようよ。これはあくまで、これから俺らが店で頑張れる力を付ける為ためのイベントなんだから、それで真琴ちゃんが潰つぶれたら意味ないよ」

「……うん」

　何一つ問題を解決しない言葉。ただ「頑張ろう」なんて。ただ「チームだから」なんて。そんな誰だれでも言えるセリフに、真琴は頷うなずいてくれた。

　だけど、一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬だけ、その笑顔が陰かげる。

「そうだね。ありがとう」

　続けてそう言った時には、もう笑顔を浮うかべて。「マコちゃんは、全然大だい丈じよう夫ぶだよ～」って言うみたいに笑っているのだ。

「…………」

「ん？」

　俺に見られ、真琴はキラキラした目で小首を傾かしげる。ここであと一言、何か……少しだけでも踏ふみ込こんだ事を言えれば、俺らの距きよ離りは近づくだろうか？　もっと遠えん慮りよなく、何かを言い合えるような〝チーム〟や〝家族〟と言える関係になれるだろうか？

「あのさ」

「なぁに？」

　だけど。完かん璧ぺきなエンジェルスマイルを向けられて、俺おれは開きかけた口を閉じる。そんな隙すきの無い笑顔を向けられてしまえば、俺はどう手を差さし伸のべればいいのか分からない。

　俺からの手助けなんて、いらない。

　そう言われているような気さえしてしまう。

　本当は、違うかもしれない。本当は、助けて欲しいのかもしれない。だけど、真ま琴ことから「助けて」と言ってもらわなければ、真琴の領域に俺は踏み込めない。

　……その距きよ離りが、酷ひどく遠く感じる。

「何か、俺に手伝える事があったら言ってね」

　だから結局、そんな無難な言葉だけを紡つむぐ。

「うん、ありがとう」

　返ってくるのは、やっぱりそんな無難な言葉だ。

「じゃぁ、また……明日あした」

「うん、明日」

　結局、俺はドアの前から一歩も真琴に近づく事なく、部屋を出る。

　何もできなかった。たった数歩の距離さえ、詰つめる事が出来なかった。

　真琴が辛つらい事も、とても負担を掛かけてしまっている事も分かっているのに、俺は踏ふみ込こめなかった。こんな事が続くなら、もう勝負を投げてしまいたい。

　どうしたって、今の新宿店は真琴が居なければ勝てない。真琴に負担を掛けなければ勝てないんだ。チーム戦だと銘めい打うっておきながら、何をしていたんだろう。

　こんな事なら、予選で負けてしまえば良かった。

　真琴にこんな負担をかけるんなら、チームとして勝てないなら、何の意味も無いじゃないか。

　……そこまで考えて、また自分が嫌いやになる。

　ほんと、自分はどこまで愚おろかで、逃にげ腰ごしなんだろう。みんなが必死でやってきた事を、意味が無いだとか……なんて馬ば鹿かな事を考えてるんだ。

　階段の途と中ちゆうで足を止めた俺は、唖あ然ぜんと天てん井じようを仰あおぎ見る。

　俺は……何も出来ない。







　茫ぼう然ぜんと立たち尽つくした後、諦あきらめるようにリビングのドアを開けた俺の目に映ったのは、いつもの席に座りながら［顧こ客きやくノート］を作っている瑠る花かと彩あや香かの姿だった。俺を見た瑠花の目はいつも通りで、泣いた様子も無い。ノートを作っていたという事は、さっき瑠花が言ったように、指名を取れる方法を考えていたのだろう。

　その様子に、俺はホッと胸をなで下ろす。

　だけど、その時。

「さーて、私はもう寝ねようかな」

　なんて彩あや香かがノートを閉じて、席を立つ。そして、瑠る花かに背を向けたと同時に、彩香は安あん堵どの表情を浮うかべた。

「……」

　そんな顔を見れば、今この状態が安堵できる状じよう況きようなんかじゃないと、嫌いやでも分かる。

「ごめん、やっぱ私じゃダメだ」

　すれ違いざまにそう告げられ、小さく肩かたを叩たたかれる。でも、その言葉の意味を今ここで聞く事は出来ない。

　後ろでリビングと廊ろう下かを分かつドアが閉まり、残されたのはノートを前にペンを握にぎっている瑠花と、俺おれだけだ。しかも、瑠花の持っているペンは、一向に動く気配を見せない。

　戸と惑まどいながらも俺は、いつまでも立っているわけにはいかず、瑠花の隣となりへと歩いていく。

「……顧こ客きやくノート、作ってたのか？」

　極力いつも通りに話しかけた声は、やっぱりきっと不自然だったと思う。

「うん。あと、彩香とどうしたらお客さんが喜んでくれるのか、考えてた」

　テーブルの前で立ち止まって見れば、［顧客ノート］の他にもう一枚の紙が置いてある。

「そっか……瑠花は、偉えらいな」

「……あたりまえ」

「そうだな」

　続かない会話は、どこかちぐはぐで居心地が悪い。会話の糸口を探し、俺はテーブルの上の紙を見る。すると、瑠花が言ったように〝お客さんが喜んでくれそうなこと〟が、紙一杯に書かれている。

「二回目以降に来てくれたお客さんには、小さなカードをあげる、か」

　一番上に書かれた項目を読み上げると、こくり、と瑠花が頷うなずいた。

「メールだけだと味気ないでしょ。ちょっとだけでも自分の字で書いたメッセージなら、喜んでくれるんじゃないかと思って」

「うん……俺なら嬉うれしい」

「……そう、良かった」

「帰り際にガムをあげるっていうのも良いな」

「それはね、彩香の案。良いよね」

「裁さい縫ほう道具をお店に用意しておいて、ボタンが取とれ掛かけているお客さんがいたら、付け替えてあげるなんて、俺ならかなりグッとくるかも」

「あたし、ボタン付け苦手だから、練習しないとだけどね」

　言って、瑠花は小さく笑う。その顔を見て、俺はやっと少しだけ安心した。いや、手を伸のばせば触ふれられる距きよ離りに安心したのかもしれない。

「瑠る花かのお客さんは……幸せ者かもな」

　一生懸命に接客するのは、仕事なのだから当たり前なのかもしれない。お金を出してもらうのだから、当然なのかもしれない。それでも、俺おれなら嬉うれしい。気にかけてもらっているんだって思える。

「……そう、かな？」

「あぁ、そう思うよ」

　瑠花は、本当に頑がん張ばっている。その努力はまだ報われていないかもしれないけど、でも、勝負を投げてしまいたいなんて考えていた俺よりも、ずっと……強い。

「ほんと？」

「……え」

　だけど、そう返してきた瑠花の声は、驚おどろく程……弱い。

「あたしに接客されて、お客さん嬉しいのかな？」

　驚いて瑠花を見るが、その顔は俯うつむいてしまって俺からは見えない。だけど……。

「あのチビに接客された方が……嬉しいんじゃないのかな」

　その声は、明らかに震ふるえていた。ギリギリで耐たえていた気持ちが今にも崩くずれてしまいそうで、俺は必死に否定の言葉を紡つむぎだす。

「……そんな事」

「だって、そう……でしょ？　だからアイツの方が指名を取れてるんでしょ？　お客さんがアイツと居ると楽しいって思うから、アイツに会いに来るんでしょ？」

　違う。そうすぐに否定したかった。だけど、言葉にはならない。だって俺自身……、指名を取るって、そういう事なのかもしれないと思ってしまっているのだ。

「あたしは、あのチビよりもお客さんを楽しませてあげられない。また会いたいとは思われない。また話したいとは、思ってもらえない。そういう、事……なんでしょ？」

　握にぎりしめた瑠花の手の上に、一ひと粒つぶの雫しずくが落ちる。

　なんて……容よう赦しやが無いんだろ。

　お客さんは、そのキャストに会いたいから、話したいから、わざわざ高いお金を払はらって、店に足を運ぶ。それはつまり、そのキャストにお金を払う価値があるかという評価なのだ。

　人気商売だと言われれば、それまでだ。だけど、十五歳の俺達に突きつけられる現実としては、あまりにも残ざん酷こくだ。

　俯うつむいたままで瑠花の表情は見えない。だけど、手の上に落ちる涙なみだは止まることなく、次々と零こぼれてくる。

「……くやしい。期待さえされない自分が……くやしいよ」

「瑠花」

　瑠る花かは頑がん張ばってるよ。俺おれは期待しているよ。

　そう口には出せない。きっと、言ってしまえば、とても陳ちん腐ぷな慰なぐさめに聞こえてしまう。

　だからせめて、頑張っている事を俺は知っている。瑠花に会いたいと思っている人が居る事を、俺は知っている。そう伝えようと、震ふるえる頭にそっと手を置いた。

　しかし、瑠花の涙は止まるどころか、もっともっと、大きな雫しずくが溢あふれ出だす。

「可愛かわいくない……。可愛くないよ。……分かってるの、あたしだってっ……分かってる。アイツは頑張ってて、今、大変で……きっと辛つらいんだろうなって分かってるの。だけど、優しくなんて出来ないんだよ！　あたしは……可愛くないから、出来ない。強くないし、意地っ張りだし、泣き虫だし……馬ば鹿かだ」

　頷うなずく事も、否定することも出来ない。本当に、真ま琴ことは頑張ってるし、瑠花は意地っ張りな泣き虫だ。だけど……充じゆう分ぶん頑張ってる。瑠花も真琴も、互いの頑張りを、ちゃんと分かってる。勝ちたいと思っている。力になりたいと思っている。二人ふたり共、同じ方向を向いている。

　なのに……どうして、こんなに上う手まくいかないんだろう。

　俺は、二人を纏まとめられないんだろう。

「……ごめん」

「意味……わかんない。奈ない斗とが、なんで……謝るの？」

「ごめん……俺も、よく分からない」

　泣けばいい。もう、全部全部、辛つらい事を全て洗い流すように、泣いてしまえばいい。

　そんな事を思いながら、俺は瑠花の頭の上に置いた手に、少しだけ力を入れる。だけど、抱だき寄よせる程の意気地はなくて、ただ瑠花の髪かみが少し乱れる。

　こんな時さえ、遠えん慮りよしてしまう自分が情けない。だけど、手が触ふれられる距きよ離りに瑠花が居てくれて、心底救われるのだ。これでは、どちらが慰なぐさめられているのか分からない。

　今はただ、力が欲しかった。自信を持って「大だい丈じよう夫ぶ」と言えるだけの力が、欲しかった。
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　次の日の夜。仕事を終え、夕食を食べ終えた俺は、一人ひとりリビングに残っていた彩あや香かに、友人の家に行くと告げて家を出た。

　ちなみに渋谷店で開かい催さいされた今日きようの成績は、目を覆おおいたくなる程散々なものだった。

　真琴のポイントは０。瑠花も０。彩香だけが、どうにか一ポイントを獲かく得とくするものの、フード・ドリンクの注文は思うように伸のばせず、二千円。

　対して、本拠地での土曜日という事もあり、渋谷店は全員が高ポイントを獲得。

　本戦五日目の営業が終わった今の時点で、渋谷店の指名ポイントは四十二。金額ポイントは十五。つまり、合計で五十七ポイント。

　そして、新宿店の指名ポイントは二十五。金額ポイントは、たったの六。合計すると三十一。

　誰だれが見ても明らかな劣れつ勢せい。二十六ポイントも放されてしまったら、もうどうしようもないんじゃないかと諦あきらめたくもなる。だけど、諦める事は出来なかった。だって、こんな状じよう況きようになろうが、瑠る花かも彩あや香かも、そして真ま琴ことさえ勝負を投げていないのだ。

　全員がお客さんと連れん絡らくを取り続け、ただ一ポイントの獲得の為ために頑がん張ばっていた。

　なら、俺おれだってあがきたい。ただ開いていくポイント表を、指をくわえたまま見ているなんて、とても耐たえられなかった。そこで俺は、とある人物に相談を持ちかけたのだった。

　家から徒歩十分程の場所にある目的地に着き、インターホンを鳴らす前に「……はぁ」と息を吐はき出だしてみる。

　実を言えば、何をどう相談したら良いのかも、よく分からない。

　だけど、もう藁わらにも縋すがる思いなのだ。

　十戸程度の部屋が並ぶ、小さめのアパート。二階の角部屋の前で、迷いながら押おしたインターホンのベルの音は、夜なのに漏もれ聞きこえてくる繁はん華か街がいの音にかき消される。だけど、中に居た人にはちゃんと聞こえたのだろう。中から足音がして、すぐにドアが開く。

「あ、いらっしゃいです奈ない斗と君。迷わなかったですか？」

　中から出てきたのはこの部屋の住人、長なが島しま良りよう太ただった。

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶ」

「なら良かったです。さぁ入ってください。奈斗君は初めてですよね？」

「うん」

　良太の後ろをついて入った部屋は、廊ろう下かに簡単なキッチンの付いたワンルームだ。部屋の広さは八畳程だろうか？　十五歳の一人暮らしとしてはかなり贅ぜい沢たくに思えるが、山の中にぽつんとある自立都市内では平均的。

　物が少なく整理整せい頓とんが行き届いているのは、彼の几き帳ちよう面めんさ故ゆえだろう。

「おつかれ、黒くろ部べ」

「もしかして待たせた？　悪いな」

「いや、俺おれも今来たとこ」

　すでに来ていた二じ郎ろうが、彼らしい能のう天てん気きさで笑ってくれる。

「で、どうしたんですか？　学校じゃない所で相談したいなんて、やっぱり瑠る花かさん絡がらみですか？」

　心配そうな良太が、丁てい寧ねいにもトレーにグラスを乗せてキッチンからやってくる。トレーとグラスに同じクローバーのマークが入っているので、きっと店で使わなくなったものを家用にしているのだろう。

「宮みやケが瀬せさん、あんま元気なかったもんなぁ」

　最近の瑠花の様子を思い出したのだろうか。二郎も眉まゆ毛げを下げて心配そうな顔を作る。

　そんな二人ふたりを前に、俺おれは時じ間かん稼かせぎに紅茶を半分程、一気に飲む。

「あの……な」

　何を言えば良いだろう？　何から言えば良いだろう？

　でも俺は、上う手まい説明が思いつかなくて、結局──。

「このままじゃ……新人戦で勝てない」

　そんな何の捻ひねりもない言葉を放つ。だけど、シンプルな分だけ、その言葉は響ひびいた。

「え？」

「……なるほどね、それで宮みやケが瀬せさん思いつめた顔してたのか」

　厳密に言えば、瑠花が凹へこんでいたのは勝てそうにない事だけが原因じゃない。自分の不ふ甲が斐いなさを悔くやんでいたのだ。だけど、それを今ここで素直に言うことは出来ない。二人は今でも、瑠る花かは【Club　Butterfly】のエースだと思い込んでいる。そして、その噓うそをここでバラすわけにもいかない。

「成績だけじゃなくて、ちょっとチーム仲も雲行きが怪あやしくて」

「まぁ、宮ケ瀬さんはちょっと性格にクセがあるしね」

「そう……だな」

　あの性格が『ちょっとクセがある』程度なのかは甚はなはだ疑問だが、そこは今ツッコむ所じゃないだろう。

「な、何でですかっ!!　予選の時は拮きつ抗こうしていたじゃないですか!?　確かに、惜おしくも予選一位突とつ破ぱは出来ませんでしたが、秘密兵器の瑠花さんが居れば問題ないって言っていたじゃないですか!?」

　放心状態を抜ぬけ出だした良りよう太たが、極限まで目を見開いて俺に迫せまる。予選の時についた「瑠花は本戦まで体力を温存するから、予選でランキングに載のらない」という噓が、今いま更さら効いてくる。

「ちょっと……予定が狂ったんだ」

　苦くるし紛まぎれに誤ご魔ま化かすが、もちろん彼がそんな事で納得してくれるわけがない。

「予定が狂ったって！　そんな！　瑠花さんが負けるなんて……。やっぱりボク、月曜日に店に行きます！　確か今月の給料が二万円くらいは残っていた筈はずです！」

「っちょ、良太」

「ほら、一九三五〇円あります。これなら行けますよね！」

　さっそく財布の中身を取り出し、俺に見せる良太。

「いや、待ってくれ」

「ぼくの心配なら無用です！　何と言ってもこれは、瑠花さんに会いに行く為ために溜ためていたお金ですから！」

　うちの店で瑠花を指名すれば、最低八千円。厳密に言えばサービス料というのが十％つくので八八〇〇円。二時間居たとしても一七六〇〇円だ。

　確かに店に来れるし、二ポイントは有難い。でも……。

「悪い、良りよう太た。そうじゃない。そうじゃなくって……その程度でどうにかなる差じゃないんだ」

　言いながら、胸の奥おくが詰まるような感覚に襲おそわれる。

　真ま琴ことの指名客が戻もどらず、他の解決策が見いだせなければ、新人戦が終わるまでにどれだけ差を付けられているのか、予想もつかない。

　それに、二時間居たとしたら、良太は次の給料日までどうやって生活するというのだ。実家暮らしならまだしも、ここでの暮らしは食費だって三食分を全て給料から賄まかなわなければいけない。

「…………っ」

「そんなに、差が開いてるのか？」

　息を呑のむ良太に、顔を顰しかめる二じ郎ろう。

「あぁ、今日きようの時点で新宿店が三十一ポイント。渋谷店は五十七ポイント」

「……二十六ポイント差、か」

　即そく座ざに計算をした二郎の言葉が、耳に痛い。

「……じゃぁ」

　まるで自分が負けてしまうかのように。いや、きっとそれ以上に落ち込んだ表情を見せる良太は、本当に瑠る花かの力になりたかったんだろう。

「悪い……良太」

「いいえ、謝らないでください」

　自分の無力さを悔くやむように頭をふり、それから良太は強い視線で俺おれを見る。

「それで、何か他に方法はないんですか？」

「決定的なのは無いけど……一応」

「何ですかっ！　ボクは何でもします」

　飛びつくような勢いで協力を申し出てくれた良太。

「俺に出来る事なら、言ってくれよ」

　続けて二郎もそう応えてくれる。

「サンキュ」

　二人ふたりの級友に感謝を示しながら、俺は鞄かばんの中から一冊の雑誌を取り出す。

「瑠花さんが載ってる雑誌ですね」

「あぁ、この雑誌は毎週火曜日発売で、もちろん来週にもキャバクラ新人戦の記事が載のる。で、次の号は決勝戦に残った店のキャストを、より詳くわしく紹介するページになる。出るのは来週の火曜日で、新人戦はあと二日しか残っていないけど、この記事が最後のアピールなんだ」

　さっき雑誌の担当者に電話を入れたら、明日あした、つまり日曜日の午前中までにデータを渡せば間に合わせてくれると言ってくれた。

「そこで、二人ふたりの意見を聞かせて欲しい」

「……はい」

「この三人を見て。あ、もちろん瑠る花かの事は知らないって事にして、どう思う？」

　俺おれは、指名を取ることも、キャスト達のようにお客様のテーブルに付く事も出来ない。だけど、こういう場所でなら少しは役に立てるかもしれない。少しでも良い記事を。少しでも瑠花や真ま琴こと、そして彩あや香かが魅み力りよく的てきに見える方法を考える。

　そんな事なら、俺にだって出来る。

　たぶん、月曜日になっても真琴の指名が復活するという事は無いだろう。洋よう司じ先せん輩ぱいも「このままなら０ゼロとは言わないまでも、彩香や瑠花と然さ程ほど変わらないポイントしか獲かく得とくできないだろう」と予想していた。俺も、洋司先輩の言葉はきっと……当たってしまう気がする。

　なら、とにかく今、新規の客が必要なのだ。難しいとしても、一人ひとりでも多く雑誌を見て、いきなり指名してもらえる数を増やすしかない。

「え……どうって、可愛かわいいなって思うけど」

「そうですね、特に瑠花さんの美び貌ぼうが輝かがやいています！」

「いやさ、可愛いだけじゃなくって、誰だれを指名したいとか、この写真を見てどんな子だろうって思ったとか。遠えん慮りよなしで教えて欲しいんだ」

　俺はもうすでに、三人の事を知り過ぎてしまって、写真だけを見た時の評価が下せない。

「んー、そうだな。俺だったら……この真琴ちゃんって子がいいかな。なんだか素直そうで良い子そう」

　そんな二じ郎ろうの感想に、思わず苦笑が漏もれそうになる。だけど、そこはグッと我が慢まんだ。とにかく今はフラットな状態での評価が欲しい。

「じゃぁさ、こっちの店の子はどう思う？」

　と、続いて俺はページをめくり、渋谷店のキャストが紹しよう介かいされているページを見せる。

「ボクはこの子達はあまり好きじゃありません。なんというか、ちょっと下品な気がしてしまって」

　確かに、渋谷店のキャストは化け粧しようも濃こいし、全体的に派手な印象だ。良りよう太たの好みには合わなそうである。

「だけど、こういう子好きな男は絶対いるよな。ほら、気楽に会いに行けそうだし、盛り上がれそう」

「確かに、実際渋谷店はノリが命みたいな接客をしてる」

「なら、俺のイメージ通りかな」

　二郎の言葉に、俺は重たく頷うなずいた。

　そう、写真のイメージが良いだけじゃダメなのだ。写真からイメージさせる印象が会ってみて崩くずれてしまっては次の指名に繋つながらない。新人戦の事だけを考えればそれでも良いのかもしれない。だけど、やっぱり来店してもらったからには次に繋つなげたい。それに、延長してもらえれば、その分指名ポイントは増えていくのだ。

「三人のイメージを崩くずさずに……しかも、一番可愛かわいく見える記事、か」

　そもそも、三人のイメージがどんなかだとか、考えたこともなかった。

　真ま琴ことは……可愛い顔して計算高い？　いや、それは身内だけに見せる顔。店では外見通りのふわふわ美少女。高校一年生にしては幼い顔に無む邪じや気きな動作。そうだ、これがきっと真琴が店で見せている顔。お客さんの保護欲をくすぐるような妹キャラだ。

　その真逆を行っているのが、彩あや香か。大人っぽい外見に、落ち着きのある言葉づかい。迫はく力りよくのある女性的な体型なのに、実際に喋しやべってみると良い意味で女子っぽくない。サッパリとした言動は、どこか同性と話しているかのような気楽さがある。きっと、これが彩香の魅み力りよくであり、キャラなのだろう。

　では……瑠る花かは？　そう考えた所で俺おれの思考は止まってしまう。

　真琴や彩香の特とく徴ちようはこんなにスラスラ出てきたのに、瑠花が店で見せているキャラと言われると、さっぱり浮うかんでこない。

　学校での瑠花なら……そう、自信過か剰じようのお嬢様キャラ。家でのキャラなら、我わが儘ままで意地っ張りですぐ喧けん嘩かをするくせに、口喧嘩が弱い泣き虫だ。だけど……店での瑠花は？

　誌面で笑う瑠花を見てみるが、やっぱり何も浮うかばない。

「……なぁ、真琴ちゃんは素直そうな良い子に見えるんだよな？」

「ん？　そうだな。なんか妹っぽい可愛かわいさがあるよな。って、俺妹居ないけど」

　二じ郎ろうの言葉に俺は一つ頷うなずき、次は彩あや香かの写真を指差す。

「じゃぁ、この彩香って子はどう見える？」

「そうだな……なんか大人っぽいし、同じ歳には全然見えないよな。落ち着いてそうだし、なんだかアドバイスとかくれそうってイメージかな？」

　やっぱり、真琴も彩香も写真にある程度のキャラが浮かんでいる。だけど……。

「じゃぁ、瑠花は？」

「え、宮みやケが瀬せさん？　……なんつーか、宮ケ瀬さんってやっぱり綺き麗れいな子だったんだなって思ったかな。って、これじゃ写真のイメージじゃないよな。実際の宮ケ瀬さん知ってるから、写真だけのイメージって言われても分かんないよな」

　そう、分からないのだ。実際に会った事があるから分からないというのもあると思う。だけど、それなら俺は、真琴や彩香の事だって分からない筈はずだ。

　そこで俺は、二郎の隣となりに座っている良りよう太たに目を向ける。

「……なぁ、良太はどう思う？」

　誰だれよりも、瑠花だけを見ている良太には、この写真はどう映っているのだろうか？

　こいつはさっき、この写真を「可愛い」と言った。だけど、少し前からコイツが全く俺らの会話に加わってこない事に、俺おれは気付いていた。

「可愛かわいい、と思いますよ。素敵だとも思います」

　そう言った後、良りよう太たは俺を一度見る。その視線は、まるでこの先を言って良いのかと戸と惑まどっているように見えた。

「何でも言ってくれないか？」

「……」

「きっと、瑠る花かの為ためになる」

　これだけ瑠花の事が大好きな良太の言葉は、きっと瑠花に何かを指し示してくれる。もし、新人戦の内に結果が出ないとしても、後々絶対に瑠花の助けになるだろう。

「……分かりました。こんな事を言うのは、本当に不本意なのですが……瑠花さんの為です」

「あぁ」

「ぼくは、この写真の瑠花さんにあまり魅み力りよくを感じません。もちろん、とてもとても可愛いんですけど、会いに行こうとまでは思えないんです」

　やっぱり、良太も違和感を覚えていたんだ。

　だけど俺には、その理由が分からない。何度見ても、誌面で微笑ほほえみを浮かべている瑠花は可愛い。ちょっとツンとした表情も、その恵めぐまれた造形を存分に活かしている。そう、間違いなくこの写真の瑠花は可愛かわいい。でも、じゃぁ──。

「どんな瑠花が、良太から見て〝可愛い〟んだ？」

　瑠花のどんな表情が、良太をあれ程まで引き付けているのだろうか。どんな仕草が、有り金を全て使っても瑠花の助けになりたいと思わせているのだろうか。

「いつもの瑠花さんですよ。怒おこったり、笑ったり、慌あわてたり、時々照れたり。そんな風に、どんどん表情を変えていく瑠花さんです。今日はどんな表情を見せてくれるんだろう？　そう思うだけで、ボクは瑠花さんに会うのが楽しみで仕方なくなるんです。この写真を見た時、とっても嬉うれしい気持ちになったのだって『瑠花さんはこんな表情も出来るんだ』って思ったからです。でもそれは、いつのも瑠花さんを知っているからこそ嬉しいんです」

「……良太、お前……スゲーな」

　ほんとにコイツは、瑠花を良く見ている。

「何が凄すごいんですか!?　そんなの当たり前じゃないですか。奈ない斗と君、それでも本当に瑠花さんの担当なんですか？　しっかりしてください！」

　そう言われてしまうと、返す言葉も無い。

「とにかく！　こんなすました写真一つでは、瑠花さんの魅力が半分……いや、百分の一だって伝わる筈はずがありません！　もっと、瑠花さんらしい、ぱぁ～っと明るくて、キラキラぁ～って輝かがやいている写真じゃなければ、ボクのハートはズキューンってなりませんっ!!」

　テンションが上がってきたのか、最後は擬ぎ音おんだらけの説明になっていたが、それでも熱意と気持ちは伝わってきた。ぱぁ～っと明るくて、キラキラぁ～って輝かがやいている写真、か。それってどういう写真なのだろうか？

「あぁ何と言えばいいんでしょう！　もっとこう、胸の奥おくがムズムズするみたいな妙みような感じなんですよ。考えて笑ってるんじゃなくて、うっかり表情に出ちゃったような笑顔が、こぅ、グッとくるんですよ。いや、笑顔じゃなくても良いんですよ。不ふ機き嫌げんな時の顔だって、焦あせった顔だって、どんどん変わる表情こそが、瑠る花かさんの魅み力りよくなんてす！　分かんないですかねぇ」

「うっかり出ちゃった表情……ねぇ。つっても、そんな写真……。うっかり……自然に？」

　……ある。すました表情でもなく、自然な瑠花の写真。計算した笑みじゃなく、思わず零こぼれてしまった笑み。ムッと口を尖とがらせた表情。照れたように不ふ貞て腐くされた、ちょっと可愛くない。だけど、めちゃくちゃ可愛い表情。

　俺おれは慌てて鞄かばんの中から一枚のシートを取り出す。それは、先日遊園地で取ったプリクラだ。あれから大変な事ばかりで、すっかり忘れて入れっぱなしになっていたのだ。

　四ショットが一枚に印刷されたシールには、最初照れて少し不機嫌そうな瑠花。次のショットは真ま琴ことに意地悪されて、瑠花の顔がワンドリーで隠かくされている。その次のショットでは瑠花も真琴も何かに耐たえているように険しい顔。実はこのショット、見切れている所で瑠花は真ま琴ことの足を踏ふんでいて、真琴は瑠る花かの手をつねっている。そして、最後のショットでは、瑠花と真琴と彩あや香かが三人揃そろって大だい爆ばく笑しようしている。理由は、二人ふたりの喧けん嘩かを止めに入った俺が……まぁ、あれだ。足元の荷物に躓つまずいて、盛大にコケたからだ。

　決して、仲良しってわけじゃない。だけど、賑にぎやかな我が家がそのまま、この一枚のシートに詰つまっていた。それを見て、ちょっとだけ心が痛い。

「そうですっ！　こういう瑠花さんですよ」

「この二人も、全然こっちの笑顔の方が良いじゃん」

　しかし、良りよう太たと二じ郎ろうの反応は上々。俺は痛む心をひとまず押おし込こめ、また鞄の中をあさる。美み咲さ子こさんに借りていたカメラを、今日きようの帰りに寄って返そうと持ってきていたのだ。

　急いでカメラを起動して、液えき晶しように先日遊園地で撮とった写真を写しだす。

「これとか、これとかは？」

　そこに写っているのは、飾かざる事なくはしゃいだり、笑ったり、ムッとしていたり呆あきれていたりする俺らの姿。

「いいですねっ！　こんな女の子達と一いつ緒しよに遊園地に行けるなんて、奈ない斗と君が羨うらやまし過ぎます！　特に瑠花さんと一緒に遊園地だなんて……正直言って嫉しつ妬とが隠かくし切きれません！」

「確かに憧あこがれるよな。みんなでワイワイ騒さわいだりしたら楽しそう」

　みんなで騒いだら……楽しそう。

　うん。確かにあの日はいろいろ大変な事も多かったけど、やっぱり楽しかった。

　あの日の思い出を手た繰ぐるように、俺はカメラの液晶を操作して次々に写真を呼び出す。すると、面白いくらい瑠る花かの表情がコロコロと変わってく。どの写真も、決して綺き麗れいに映ってるわけじゃない。だけど、間違いなく可愛かわいいし、何より見ていて飽あきない。心の奥おくがワクワクするような表情だ。いや、瑠花だけじゃない。真ま琴ことも、彩あや香かも、宣材写真が霞かすんで見えるくらい、この写真では輝かがやいている。

「……この写真、雑誌に載のせよう」

「え!?　そんな事して良いんですか!?」

　思わず口に出た言葉に、良りよう太たが驚おどろいた顔を見せる。

　良いかどうかなんて、知らない。キャバクラの記事でこんな普ふ通つうの写真を載せたなんて、聞いたことも無い。きっと渋谷店は今回も、最初と同じくドレス姿の写真を使ってくるだろう。

　だけど──。

「普通にしてたって追いつけないんだ。なら、とにかく目立たなきゃ。興きよう味みを持ってもらわないと話にならない。それに、みんなでワイワイ出来たら楽しそうなんだろ？」

「え、そうですけど……。でも」

「いいじゃん、それ。俺おれはこの写真、かなり目立つと思うぞ」

　心配そうな視線を向けた良太に対して、二郎は目を細めて笑ってくれた。その笑みは、一見いつのも能のう天てん気きな笑みに見える。だけど、「やってみろ」と言われている気もした。

「……そう、ですね。確かにこの瑠花さんは可愛いです。誌面に載のれば注目を浴びる事は間違いないと思います」

　少しの沈ちん黙もくの後、そう頷うなずいてくれた良太の言葉も力強い。だって、こんなに瑠花が大好きな良太の言葉だ。誰だれよりも信しん頼らいできる。

　笑いながら目を閉じて、ゆっくりと息を吐はき出だす。そうだ、やってみよう。自分が出来る事を、自分が良いと思った方法を、力いっぱい試してみたい。

「よしっ！」

　一つ声を上げて、俺は目を開ける。そして、テーブルの上に出しっぱなしになっていた荷物を引ひっ掴つかんで鞄かばんに押し込める。

「俺、ちょっとやる事出来たから帰るわ。今日きようはマジでありがとう。今度なんか埋うめ合あわせするから」

「そんな気きぃ遣つかわない。俺らって友達だろ？」

「はい。ぼくもそんな気は遣われたくありませんから」

「……そっか、サンキュ。とにかく助かったよ」

　そう礼を告げ、俺は靴もしっかりと履はかずにドアを開けた。

「じゃ、また月曜日！」

「気を付けて帰ってくださいね」

「またな」

　後ろから聞こえた声が、また俺おれの背中を押す。

　雑誌の記事に遊園地で撮とった写真なんかを使えば、反感を買うかもしれない、悪目立ちするだけかもしれない。だけど、試してみる価値はある。そう思えた。

　いや、成功させてみせる。そんな決意を胸に夜の道を歩きながら、俺は電子端たん末まつを取り出す。呼び出した番号に掛かけると、すぐに電話は繋つながった───。







「ただいま」

　俺が帰宅の挨あい拶さつをしたのは、午後十一時四十分。良りよう太たの家から帰る前に、先せん輩ぱいの家に寄っていたので、もうすぐ今日が終わる時刻になっている。しかし、リビングには瑠る花かと真ま琴ことの姿。というのも、俺が帰る前に『話があるから、起きてるならリビングで待っていて欲しい』とメールを送っていたのだ。

「おかえり」

　そう返してくれたのは、瑠花と真琴のどちらでもない。

「……彩あや香か、何してんの？」

　声の発生源を追って視線を向けると、そこには何な故ぜか食しよつ器き棚だなから皿やコップを次々と取り出して並べている彩香の姿。

「お茶入れようとしたんだけど、お茶っ葉がどこにあるのか分からなくって」

「お茶っ葉は普ふ通つう、食器棚にしまわないと思うよ」

「え、そうなの？」

　本気で分かっていなかったらしい彩香に、俺おれはレンジの横に置いてあるカゴからティーパックの箱を取り出して苦笑を浮うかべる。この家で暮らすようになって一カ月以上経っているのに、何故お茶の場所さえ分からないのだろう……。

「俺がもう少しで帰ってくるって分かってたんだから、待ってればよかったのに」

「いや、だってさ……」

　そう言いながら彩香は、肩かたごしに視線を送る。

「……まぁ、そうだよな。ごめん」

　彩香の視線の先にあるものが何かなど、わざわざ見るまでも無く分かる。キッチンから続きになっているリビングの奥おくにあるソファーでは、瑠花がつまらなそうに雑誌を捲めくっている。そして手前にあるリビングテーブルには、黙だまったまま携けい帯たいを操作する真ま琴ことの姿。

　……さすがの彩香でも、キッチンに逃にげ出だしたくもなるだろう。

「とにかく、手短に説明だけしちゃうから、あっち行こうぜ」

　言いながら俺は、冷蔵庫を開けて作り置きの麦茶を取り出す。

「何か良い方法でも思いついたのか？」

　家を出るまでとは打って変わって、軽い口調で言う俺おれを見て、彩あや香かは小さく首を傾かしげる。

「んー、いい方法かどうかは分からないけど……。でも、試してみたい事は見つかったかな」

「……そっか。良かった」

　そう言う彩香の表情は、あまり変わらない。だけど、ちょっとだけ口角が上がって、ホッと息を吐はき出だした。

「うん」

「私に出来る事なら、協力させてもらうよ」

「ありがとう」

　こういう時、俺はいつも彩香に救われる。

　彩香はぶれる事なく、いつでも同じ場所に居てくれる。何かを劇的に変えてくれるわけじゃないが、彩香が居るだけで少しだけ安心できる。

「じゃ、このコップあと二つ持ってきて」

　冗じよう談だんをいう時みたいに笑って、俺は食器棚から出されたコップを二つ右手に掴つかむ。左手には麦茶のボトルだ。そんな俺を見て、彩香も小さく笑う。

「よし、了解」

　そう頷うなずいた彩香は、床ゆかにまで進出している皿達を避よけながらこっちに来て、コップを二つ掴つかむ。そんな彩香を横目で見ながら、俺は真ま琴ことの居るリビングテーブルへと歩き出す。

「さ、待たせてごめん。こんな時間に悪いけど、ちょっと話聞いてもらってもいい？」

　言いながら麦茶とコップを置いた俺を、今までずっと黙だまっていた真琴が見上げる。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　いつも通りの真琴なら、ここは「明日あしたは日曜日だから、全然大丈夫だよぉ。ナイト君、それでお話ってなぁに？」とクリクリおめめをキラッキラに輝かがやかせて問いかけてくるところだろう。でも、先日──瑠る花かと決定的な喧けん嘩かをした日よりは幾いく分ぶんマシだろう。

「ほら、瑠花もこっち来て。ミーティングするから」

「わかった」

　こちらを見る事もせず短い返事をした後、瑠花は雑誌をやる気なく閉じて俺の隣となりに座る。

　彩香も自分の席に座って、四つのコップに麦茶を注いでいく。俺の隣に瑠花。その向かいに彩香。そして俺の前には真琴。これで、席順だけはとりあえずいつも通りだ。

「まず一つ目。えっと」

　と言いながら俺は鞄かばんの中から、今さっき美み咲さ子こさんにプリントアウトしてもらった写真を取り出す。

「この写真を、次の雑誌に載のせようと思うんだけど、いい？」

「え、これって月曜日の写真だよな？　私は別に良いけど……こんな写真載せて良いのか？」

「うん、洋よう司じ先せん輩ぱいには許可をもらった。雑誌の方にも、記事は自由に作ってもらって良いって言ってもらってるから大だい丈じよう夫ぶ」

「なら……問題ないけど」

「あたしも、別に平気」

「マコちゃんも、特に問題は無いよ」

　三人の同意が得られて、俺おれは一安心。ここで誰だれかが嫌いやだと言う可能性は低いと思っていたが計画の根源になるので、拒きよ否ひされればキツかった。

「でもさ……なんでこんな写真を使うんだ？　この間の写真の方がなんというか……キャバ嬢っぽいと思うけど」

　彩あや香かの疑問に、俺は「うん」と頷く。確かにキャバクラは非現実を売る場所だ。クラスや職場では会えないような、ドレス姿の可愛かわいい女の子と話せるのが売りではある。だから、どこの店でも営業用の写真を使う。でも、それが一般的だからこそ、覆くつがえした時に驚おどろきがあるんじゃないかと思う。それに……。

「だって、この写真の三人、可愛いじゃん」

「……そうか？」

「可愛いよ。俺のクラスメイトもこの写真みて、散々『可愛い』とか『羨うらやましい』って言ってたし間違いないよ」

「それって、佐さ久く間まと長なが島しま？」

　口を挟はさんできたのは瑠る花かだ。

「……え？　そうだけど、何か問題あったか？」

「ううん。なら、あたしは別に反対しない」

「まぁ、私も反対してるわけじゃないし、奈ない斗とが言うならそうなんだろ？」

　それで問題は解決とでも言うように、彩香は麦茶に口を付けた。

「うん、ありがとう。で、その二人と話していて思いついたんだけど、瑠花・真ま琴こと・彩香の三人を一度に指名してもらえるように記事を書こうと思うんだ」

「……私達を、いっぺんに？」

「そう。洋よう司じ先せん輩ぱいに聞いたら『セット売り』と言うらしいんだけど、とにかく一つのグループに三人を一いつ緒しよに指名してもらうようにするんだよ。ちょっと考えてみたんだけどさ、新規のお客さんって元々常連のお客さんに連れてきてもらうか、ノリで友達同士で来てるかのどちらかが多い気がするんだ。初めての場所って一人ひとりじゃ行きづらいし、慣れてない人にとってはキャバクラってちょっと恥はずかしかったりもすると思うんだ。でも、友達の〝ノリ〟で行ったんだったら言い訳もつく。男って結構そういうところあるから、案外上手く行くんじゃないかって思ってる。それに、お金に余よ裕ゆうがあって、キャバクラで遊び慣れている上級生だったら、一人で三人一気に指名してくれるかもしれない」

　現に、この作戦を洋司先輩に説明したところ「試す価値はある」と言ってもらえた。

「一つのグループが呼べれば、一気に三ポイントが獲かく得とくできるってわけか」

　少し考えた後、彩あや香かは「なるほど」と頷うなずいてそう言ってくれる。

「そう。クラスとかで雑誌広げながら男子が集まって、あーだこーた言ってる場面を何度か見てるんだ。お金に余よ裕ゆうが出てきている学年なら、そのまま『じゃぁ、見に行ってみよう』ってなるかもしれないだろ？」

「あ、そうだな。私のクラスでもそういう場面見たし、いろいろ質問されたりもした」

「だろ？　一年生じゃまだノリだけでキャバクラにはいけないけど、上級生なら話は違う」

　それにこの方法なら、指名が被かぶってしまって他のテーブルに行かなくちゃいけなくなっても、セットで指名した三人のうちの誰だれかは残る可能性が高い。しかも、グループ同士で仲良くなるのだから、その後の指名や同どう伴はんに繋つなげやすいだろう。

　何より、みんなでワイワイ出来たら楽しそうだ、と言った二じ郎ろうや良りよう太たの言葉はきっと間違っていない。気負う事なく、友達同士で飲むような……もしかしたら合コンのような雰ふん囲い気きになるかもしれない。それはきっと、かなり楽しい。

　でも、それには一つ大きな問題がある。

「セット売りは、俺おれが考えている限り、かなり利点が多いと思うんだ。同伴をする時も一対一じゃなくて、グループだから安心だろ？　それにお客さんにしたって、一対一よりもグループの方が誘さそいやすい」

「うん、そうかもな。私達だって『またみんなで来て』ってのは言いやすい」

「だろ？　そこで瑠る花かと真ま琴ことに一つお願い」

　ここで俺は、今までほとんど会話に入ってこなかった真琴と瑠花を見る。二人ふたり共急に話を振ふられ、驚おどろく様に俺を見ていた。

「今日きようからお互たがいを名前で呼ぶ事。俺の知ってる限り、二人共、互いの事を名前で呼ばないだろ？」

「……」

「……」

　二人は、お互いを一度見るが、何か言う事は無い。

「別に今すぐ仲良くなれなんて言っていない。とにかく名前で呼ぶだけで良いんだ」

　セット売りをする以上、二人がこんな険悪なままでは話にならない。だが、いきなり二人に仲良くしろと言うのも、それはそれで無理な話だ。

　だからと言って、店だけでも〝仲が良いフリ〟をしろなんて言たって、ボロはすぐ出る。いや、そんな必要は無いと俺は思っているし、そんな事をしろなんて俺は言いたくない。

　二人は、二人なりの速度で、ゆっくりと関係を作ってくれれば、俺としては充じゆう分ぶんなんだ。

「……別に、そのくらいなら良いけど」

「マコちゃんも……名前を呼ぶくらいなら」

　そう言いつつも、二人ふたり共そっぽを向いたままだ。

「じゃぁ、お互いに名前で呼んでみよう！」

「……」

「……」

「ほら、せーのっ！」

「……」

「……」

　笑顔を必死に作りながら、テンション高めで放った俺おれの言葉は、虚むなしくリビングに響ひびく。

「……えっと、二人共さ」

「あんたから呼びなさいよ」

「そっちから言えば、マコちゃんはちゃんと呼びますよぉ」

「はぁ!?　あんたから言えば良いでしょ？」

「なんでマコちゃんから言わなきゃいけないんですかぁ～」

「待って待って、ストップ！」

　そっぽを向いたまま繰くり広ひろげられる譲り合い合戦を、俺は慌あわてて止める。ふと見ると、彩あや香かが「っぷ」と小さく吹き出しているが、どうやら二人を促うながしてくれる気は無いようだ。

「瑠る花か、『あんた』じゃない。『真ま琴こと』だろ。真琴ちゃんも『そっち』じゃない。『瑠花』だ」

「……」

「……」

「ほら」

「……ま……ことのチビ」

「る……かバカ」

「ちょちょちょちょっ！　違うだろ。『真琴』と『瑠花』だろ？　ほら、もう一回」

「…………るーか」

「……まこ…………と」

　真琴の『瑠花』は『バーカ』と同じイントネーションだし、瑠花の『真琴』と言う顔は、まるで苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔だ。だけど、まぁ……急ぐことはない。今日きようの所は合格点という事にしておこう。

「うん、そうそう。今日から『あんた』とか『あいつ』とか呼んだら、瑠花は二じ郎ろうと良りよう太たにあの事バラすからな」

「え!?」

「真琴ちゃんも、言ったら毎晩嫌きらいな料理ばっかり出すからね」

「むぅ」

「分かった!?」

「……分かったわよ。言えば良いんでしょ」

「ナイト君って、たまにイジワルだよね」

　不満げながらも了解した二人ふたりに、俺おれは苦笑を浮うかべた後、「以上で今日きようのミーティングを終わりにします！」と、宣言をして席を立ってキッチンに向かう。

「ほんと……不本意よ」

「あーぁ、聞えよがしに文句なんて言っちゃって、ほんと子供みたい」

「……っむ。あん……真ま琴こと……に、言われたくなんて無いわよ。って、ほんと、気持ち悪っ」

　あんた。と言いかけ、俺おれの視線に気付いた瑠る花かが、慌あわてて言い直す。

「言われた傍そばから間違えるとか、ニワトリみた～い」

「はぁ!?」

「えへへ」

　咄とつ嗟さに真琴を睨にらみつける瑠花に、笑顔で迎むかえ撃うつ真琴。

「……」

「……」

「もう寝ねるっ！」

「あーあ、もう寝ようっと」

「……」

「……」

　同時に言って、同時に立ち上がった瑠花と真琴が、またお互たがいを牽けん制せいしあうように一ひと睨にらみ。だけど、その様子に俺おれは思わず笑いそうになる。見れば、彩あや香かも嬉うれしそうな苦笑を浮うかべていた。

「あぁ、もぅ」

　と呻うめきながら、瑠花は「おやすみ！」と乱暴な口調で言い放ちドアへと歩いていく。

「うあぁ、可愛かわいくない言い方ぁ。あ、おやすみ♥　ナイト君、彩香ちゃん」

「ぶりっ子して気持ち悪っ」

「誰だれかよりマシだと思いますけどぉ」

　喧けん嘩かを続行したまま、廊ろう下かに出ていく二人に、俺は「おやすみ瑠花、真琴ちゃん」と声を投げる。「おやすみ～」と彩香も追っかけて、苦笑を送る。

　しばらくすると、二階から乱暴にドアを閉める音が聞こえてきた、俺らは顔を見合わせて笑ってしまう。

「なんか……良かったじゃん」

「うん、そうだね。喧嘩して『良かった』って言うのは何だか変だけどな」

　だけど俺は、二人が喧嘩をしてくれて心底ホッとしたし、嬉うれしかった。

　もしかしたら、瑠花も真琴も、仲直りをするタイミングを……。いや、二人の場合は喧嘩をするタイミングを探していただけなのかもしれない。誰だって、同じ家に住んでいる人間と、ずっと気まずくなんてしたくない。毎日食事のたびにテーブルを共にしなきゃいけない同居人と、いがみ合って（まぁ、喧けん嘩かしていがみ合っているのだが）いたくないだろう。

　でも、きっと明日あしたからは元通りだ。二人ふたりはまた喧嘩して、それを俺おれはあわあわしながら仲ちゆう裁さいする。彩あや香かはきっと、明日も積極的に喧嘩を止めたりはしてくれない。

　だけど、危機感はもう感じないだろう。

「あ、そうだ。彩香は二人と一いつ緒しよに付いた卓で、『二人はライバルだから仲が悪い』って宣伝しといて」

「……え？　それ言って大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あぁ、きっと大丈夫。たぶんだけど」

　言いながら俺は、ヤカンを火にかけ、並べられた皿を食しよつ器き棚だなに戻もどしていく。その様子を見た彩香もキッチンに来て、一緒に皿を片付ける。

「ふ～ん。ま、下へ手たに隠かくすよりはいいか」

「そ、どうしたって二人がすぐ喧嘩するのはいつかバレるんだから、だったら先に言っちゃった方がいいだろ？」

　下へ手たに拗こじれたりしなければ、二人の喧嘩は案外見ていて楽しい。喧嘩の種はいつもどうでもいい事ばかりだし、正面切って言い合うので後あと腐くされもあまりない。しかも、二人は本当にライバルなのだ。普ふ通つうなら隠すべきなんだろう。でも、あえてお客さんにアピールしてしまえば、それはもう一つのアトラクションのようになる気もする。そう、まるで怖こわいと分かっていながら乗ってしまうジェットコースターみたいに。

「それもそうだな。ま、面白そうだしいいんじゃん？」

　平皿を渡わたされて、それを食しよつ器き棚だなに戻もどしながら、俺は「だろ？」とまた笑う。

「了解。やってみるよ」

「お願い」

　最後の皿を食器棚にしまい終えた所で、ちょうどお湯が沸わく。

　水みず切きり籠かごに置きっぱなしになっていたマグを二つ取り出した彩あや香かが、「奈ない斗とは何飲むの？」と言ってくるから「同じので良い」と答える。

　これから俺が、夜よる遅おそくまで記事の内容を考えなくてはいけないのを、きっと彩香は分かっているのだ。だから、勝手に俺のお茶と自分のお茶を入れてくれる。

　ほんと、かなわないな。と苦笑を浮うかべると、彩香は何もしていないかのように、湯気の出るマグカップを持ってリビングに行ってしまう。

「ま、かなうわけないか」

　小さく一人ひとり呟つぶやいて、俺は彩香の後を追う。

　それから俺達は朝になるまで、あーでもない、こーでもない、と言い合いながら考え続けた。
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　次の火曜日に発売された雑誌の記事は、俺おれの予想を遥はるかに超こえる大好評だった。火曜日の開かい催さい地ちはアウェイである渋谷店だったにもかかわらず、オープンと同時に三人組のお客さんが新宿店三人を指名してくれた。結局彼らは、二回延長してくれて、俺達が上がる時間まで居続けてくれた。しかも、彼らだけではなく、その日だけで三組ものお客さんが瑠る花か・真ま琴こと・彩あや香かを指名してくれて、目が回る程の忙がしさだった。

　たった三グループだが、これだけですでに十五ポイント。

　全てのグループが三人を指名してくれたおかげで、ポイントが一気に膨ふくれ上あがったのだ。しかも全てのテーブルでフードとドリンクが出て、金額ポイントも七ポイントも獲かく得とくできた。つまりこの日だけで二十二ポイント。ハッキリ言って快挙と言っていいだろう。

　しかし、対する渋谷店も、今日きようがホーム最後の開催という事もあり、十一指名ポイント。六金額ポイントを獲得した。

　今日までの指名ポイントと、金額ポイントを合わせると、新宿店は五十九ポイント。渋谷店は八十二ポイント。

　前日まで二十八ポイントあった差は、二十三ポイントまで近づいた。

　ハッキリ言って、明らかな劣れつ勢せいである事には変わりがない。だけど、今まで離はなされるだけだったのに、今日きようは多少でも差を詰める事ができたのだ。これは明らかな進歩であり、希望だ。

　しかも、明日あした──最終日の開かい催さいはホームである新宿店。

「よし、明日も頑がん張ばろう」

　深夜一時のリビングで、俺は一人ひとり呟つぶやいて開いていたノートを閉じた。

　自分が繰くり出だした作戦がここまで成功するなんて、正直に言うとあまり思っていなかったのだ。店に行くまでは緊きん張ちようで、店が開いてからは忙いそがしくて気の休まる暇ひまなんてなく、体はかなり疲つかれている。だけど、眠ねむ気けは一向に訪れてくれない。

　でも、明日に備え、そろそろ布団にだけは入っておいた方がいいだろう。

　そう思った時だった。静かな家の中に、誰だれかが階段を下りてくる音が聞こえる。

　こんな時間に起きてくるのは……瑠花か？　リビングに向かってくる足音に、俺はドアを振ふり返かえる。しかし、カチャリと静かにドアを開けた人物は──。

「……真琴ちゃん」

「なんか……眠ねむれなくって、ね」

　気き恥はずかしそうに笑った真琴は、なんだか少し新しん鮮せんだった。

「そっか。えっと……ココアでも淹いれようか？」

「……うん」

　ドアの前に立ったままの真ま琴ことに笑顔を向けて、俺おれは一度キッチンへ向かう。

「……明日あしたさ」

　少量のお湯を沸わかしながら、マグを取りココアの缶かんを取り出した時、真琴の小さな声が聞こえた。

「勝てるよね？」

　そんな事を聞かれたって、俺に分かるわけも無い。いや、正直に言えば、勝てる可能性はかなり低いと思う。だけど、きっとそんな事は真琴だって分かっている。だから俺は、一度目を閉じて、それからハッキリと言い放つ。

「あぁ、勝てるよ。だって、みんなこんなに頑がん張ばった」

　それに、こんなに苦しんだ。

「うん……そうだね」

　自分の席に座った真琴が、小さく笑う。キッチンカウンター越ごしにそんな横顔を見た俺は、また胸が苦しくなる。

　ほんと、こんなに苦しんだんだ。だから、勝ちたい。だけど、勝敗はどうでも良いとも思う。ただ、明日は四人で力を合わせて戦いたい。

「ナイト君、ありがとね」

「ん？」

「指名が取れる方法、考えてくれて」

「実際に頑張ったのは、真琴ちゃん達だよ」

「ううん、ナイト君のおかげだよ」

　小さく頭を振ふった後、真琴は俺おれに向けて微かすかに笑う。

「マコちゃんね、もうどうして良いのか分からなかったんだよ。頑張り方も分からなくなって、でも頑張らなくちゃいけなくて……どうしようもなかったんだよ」

　ゆらゆらと、でも確かに俺に注がれる視線に、俺は何も言えない。

「だけどね、ナイト君が考えた方法がね……教えてくれた。私一人ひとりじゃ、分からなかった」

　その時ちょうどお湯が沸いて、縫ぬいとめられていたような視線を、慌あわてて外した。

　二つのマグにお湯を注ぎ、いつも以上にかき混ぜる。

「マコちゃんね、お客さんに付いてて楽しいなんて思った事、今までなかったんだ。どうすればお客さんは、次もマコちゃんを指名してくれるか。マコちゃんに会いたくなるか。マコちゃんの事を……好きになるか。どんなにお客さんの横で笑っててもね、ほんとはそんな事ばっかり考えてた。……酷ひどいかな？」

　問いかけられて、だけど答えなんて分からなくて、俺はただ素直に「分からない」と答える。洋よう司じ先せん輩ぱいも、美み咲さ子こさんも、他の先輩も……その答えは教えてくれなかった。

「お客さんに自分を好きになってもらって、指名をもらう事。もしかして、マコちゃんと付き合ったりできるんじゃないか、そう思わせてお店に通ってもらえるようにする事。それがね、この仕事だと思ってた。そうやって期待を持たせてれば、全部が上手く行って、マコちゃんは一番になれる。今度こそ……一番になれる。そう思ってた」

　出来上がったココアを前に、俺おれはキッチンから動けなくなる。

　俺の持っていたキャバクラのイメージは、真ま琴ことが言った通りのものだった。だけど、今は『何かが違う』と思えた。でも、全部が違うとも思えない。

　そして、今度こそと追い求めた真琴の思いと努力を、間違っているとも言い切りたくない。

「だけど、違ったのかも」

「……」

「二人ふたりと一いつ緒しよにテーブルに付いている時ね、仕事中なのに楽しいって思う時があるの。まるで友達と一緒に居るみたいに、お客さんと話している時があるの。でね、そうするとお客さんも楽しそうに笑ってくれるの。計算とか、打算とかじゃなくてね。マコちゃんをどう落とそうと思ってるとかでもなくてね。何かが違うのに、『また来る』って言ってくれるの。……不思議でしょ？」

　エヘヘ、と誤ご魔ま化かすように笑う真琴を見て、俺はやっと口を開く。

「何でだか、俺は少しだけ分かる気がする」

　それだけ言って、俺は目の前でゆらゆらと湯気を立てるマグを手に取りリビングに向かう。

　真琴の前に一つ。そして、俺の席に一つマグを置いてから、テーブルの上に置きっぱなしになっていた自分のノートに挟はさまっている一枚の紙を取り出す。

「これ、見てみて」

　広げられた紙を見て、真琴は一度戸と惑まどうように俺を見上げる。だけど、俺が頷うなずくと、また手元にある紙に視線を移した。そしてすぐに、真琴は黙だまって文字を追っていく。

　俺が真琴に見せたもの。それは先日瑠る花かと彩あや香かが書いていた〝これをしたらお客さんが喜んでくれるんじゃないか〟というアイディアを纏まとめた紙だ。

「あの二人ふたりはさ、そんな事を考えながら接客しているんだよ」

　どうしたら好きになってくれるか。

　どうしたらお店に通ってくれるか。

　どうしたらお金を使ってもらえるか。じゃない。

　瑠花達が考えていたのは、どうしたらお客さんが喜んでくれて、どうしたら嬉うれしいと思ってくれて、どうしたら自然に『また来たい』と思ってくれるか、だ。

　お金を払った分。いや、それ以上の楽しさや癒いやしを、お客さんに与えられるか、だ。

　確かに、俺らは仕事で接客をしている。だから、どうしたって最終目的はまた指名をもらう事になる。だけど、真琴はきっと急ぎ過ぎたのだ。そして、急げるだけの魅み力りよくとテクニックがあった。でも、走り過ぎていろんなものを置いてきてしまったのだろう。

「……すごいね」

　ぽつり、と紙を見たまま真ま琴ことが呟つぶやく。

　同時に、ぽたり、と雫しずくが零こぼれ、文字が滲にじんだ。

「マコちゃん、こんな事……考えたことも無かったよ」

「…………」

「何だって一人ひとりで出来るようにとか、誰だれにも負けないようにとか……そんな事ばっかり考えてた。だけど……マコちゃんが一番、出来てなかった」

　ぽたり、また一いつ滴てき。

「一番、お客さんの気持ち……考えられてなかった」

「……真琴、ちゃん」

　手をギュッと握にぎって、まるで許しを請こうみたいに俺おれを見上げる。それは、俺が初めて見る真琴の涙なみだだった。

　指名が一本も取れなかった日も、真琴は店で笑っていた。瑠花と喧けん嘩かをして、部屋に籠こもっても、真琴は俺の前では決して泣かなかった。そんな真琴が俺に見せてくれた、初めて見せた泣き顔だ。

　確かに、真琴は俺達よりいろんな事が出来た。テーブルマナーも誰よりも早く完かん璧ぺきにこなし、誰よりも早く指名を取った。誰よりも多くお客さんを呼んで、誰よりも上う手まく立ち回る。

　そんな真琴の頬ほおに今、涙なみだが流れていた。

　完璧な笑顔を浮うかべられる真琴の泣き顔は、全然完璧なんかじゃなくて、崩くずれた泣き顔だ。ドラマなんかで見る、綺き麗れいな泣き顔じゃない。映画のワンシーンみたいに感動的な泣き顔でもない。ただ普ふ通つうの……女の子の泣き顔だ。

「ねぇ、真琴ちゃん」

　その涙をとにかく拭ぬぐいたくて、俺は視線を落として指で真琴の頬を撫なでる。その感かん触しよくは柔やわらかくて、でも火ほ照てっていて熱かった。

「真琴ちゃんが一人で何でも出来ちゃったらさ……俺、やる事ないじゃん」

　その顔をどうにか笑顔にしたくて浮かべた笑みに、真琴はぐしゃりと顔を歪ゆがめ、もっと涙を零こぼしてしまう。

「……ナイト君」

　涙を拭っていた俺の手を、真琴はまるで縋すがるように掴つかむ。両手で掴んだ真琴の力は、驚おどろく程弱くって、また心が痛くなる。こんな小さな力しか持っていない真琴は、今までずっと、一人でプレッシャーに耐たえていたんだ。俺はこんなに近くに居たのに、こうして触ふれる事も出来ず、ただ傍そばで見ていたんだ。

「頼たよってよ」

　言ってから俺は、すぐに首を振ふる。

「ううん、頼たよりなくって……ごめん」

「……違う。……違うよ」

　真ま琴ことも同じように首を振って、だけどそれ以上の言葉は出てこない。

「でもさ、瑠る花かと彩あや香かの事は……もっと頼っていいと思う。俺おれもさ、頼りないけど……頑がん張ばるからさ。だからさ……」

　泣かないで。

　言おうとして、また首を振る。

　泣いていいよ。

　その言葉の代わりに、真琴の小さな頭の上に、俺の頼りない手のひらを置く。
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　どんな問題だって、さらりと解決する力は無い。困ってる自分の大切なキャストに、迷わず手を差さし伸のべるだけの甲か斐い性しようも無い。勇気も無い。意気地も無い。だけど、真琴の手よりもずっと大きい手で、俺はただ泣き続ける真琴の頭をゆっくり撫で続けた。

　大だい丈じよう夫ぶ。俺は近くに居るから。真琴ちゃんの味方だから。

　それが、言葉を口に出せない甲斐性無しの、せめてもの勇気だった。
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『──真ま琴ことさんご指名、一名様ご来店です』

　新人戦最終日。大半のテーブルが埋うまった店内を駆かけずり回っていた俺おれのインカムに、そんな声が届く。

　下げたグラスをトレーに乗せた後、俺はフロアの入り口を見て、思わず笑みを零こぼす。

「川かわ俣またさん」

　そこに居たのは、真琴が一番大切にしていたお客さんである川俣さん。

「あ、黒くろ部べ君。いやぁ、久しぶりで申し訳ない。ちょっと仕事が忙いそがしくってさ」

　言い訳のように苦笑を浮うかべる彼に、俺は「何言ってるんですか。久しぶりって言ってもまだ一週間しか開いてませんよ」と、何も無かったかのように笑顔で返す。

　今まで一週間に二回は確実に来てくれていた川俣さんが、一週間以上店に来なかった事には、きっと仕事が忙しかった以外の理由もあるんだろう。だけど、それを追つい及きゆうなんてしたくない。

「じゃぁ、今日きようはゆっくり楽しんでいってください！」

　そう笑顔で頭を下げて、先せん輩ぱいに案内されていく川俣さんを見送る。

『──黒部、真琴を呼よび戻もどしてＣ─５テーブルに』

　すると、すぐにそんな言葉が飛んでくる。

　キッチンにグラスを下げて、すぐに「了解」と返し、またフロアに戻もどっていく。

　時刻は六時少し前。フロアはかつてない程の活気に満みち溢あふれていた。そして、その活気を作っているのは、間違いなく一年生である新人キャスト達。

　新宿店、渋谷店。共に指名が重なり、あっちこっちのテーブルに飛び回っている。ホームという事もあり、指名卓の数は若干だけ新宿店が多い。しかもそのほとんどが瑠る花か・真琴。彩あや香かの三人を同時に指名している卓だ。これなら、ほんの少しながら逆転の目も見えてきたと思っていいだろう。

　やれる事はやった。今なら、そんな言葉も胸を張って言える。一時期は、負けが確定したかのような点差を、俺達はここまで盛り返したのだ。それだけでも、頑がん張ばった甲か斐いはあった。そんな事を思いながら、俺は新人三人を指名してくれたお客さんのテーブルへ向かう。

　テーブルは何やら大いに盛り上がっており、三人のお客さんに瑠花と真琴、そして彩香のヘルプに入ってくれていた先輩が楽しそうに笑っている。

「お話し中に失礼します。真琴さん、お願いします」

「ありゃ、呼ばれちゃった。マコちゃん、ちょっと行ってくるね」

「もう戻もどってこなくていいわよ！」

　すました笑顔で手を振ふる嫌いや味みな瑠花に、真琴は「すぐに戻ってきますぅ」と言いながら小さく舌を出す。そんな二人ふたりを見て、テーブルのお客さんが一いつ斉せいに笑う。

「もぅ、二人ふたりはいっつも喧けん嘩かばかりして」

　と、彩あや香かのヘルプに入っていてくれた先せん輩ぱいも笑う。その様子を見て、俺おれはホッと胸をなで下ろす。やっぱり、無理に隠かくす事なんて無かったんだ。瑠る花かは瑠花らしく、真ま琴ことは真琴らしく、そのままを見せていれば、彼女達は充じゆう分ぶんに魅み力りよく的てきなのだ。

「スミマセン。では、真琴さんお借りします」

　そう言って頭を下げ、俺は真琴を連れて一度フロアの入り口にある待機席の前に戻もどる。

「で、次は何ど処この卓に行けばいいの？」

　真琴の言葉に、俺はピッと手のひらを店の一角に向ける。そこには、ソファーに座る川かわ俣またさんの姿。

「……あ、うそ」

「それじゃ、張り切って行こうか」

　真琴を連れて川俣さんのテーブルに向かいながら、俺は店の中を見み渡わたしていく。

　店の奥おくに陣じん取どる三人組の席では、何だか分からないが瑠花が、とにかくオーバーリアクションで笑っている。

　川俣さんの二つ隣となりの席では、彩香がロシアンたこ焼きを真しん剣けんな目で選んでいた。

　また視線を動かすと、大おお倉くらさんと滝たき沢ざわさんの席で、美み咲さ子こさんが何やら慌あわてている。

　視線を入り口の方へ少し戻すと、そこにはキャストのテーブル移動の時間を、必死になって考えている洋よう司じ先せん輩ぱい。

　瑠花・真琴・彩香の新人三人のヘルプへ、嫌いやな顔一つせず入ってくれている先輩キャストに、フォローを欠かさない先輩ボーイ。

　間違いなく、守られている。応おう援えんされている。この店に居ると、それを自然に感じられる。

　だけどまた視線を動かせば、アウェイにも関わらず渋谷店の指名客も多い事も一目で分かる。しかも、昨日きのう点差を詰つめられた事もあり、渋谷店は昨日以上にお客を呼んでいる。

　その時、渋谷店の相あい木き君とすれ違う。真琴に新しい指名が入っても、彼はいつもの笑みを崩くずさない。だけど、俺はさっきから彼が何度もポイントの確認をしている事を知っている。

　今の時点では、圧あつ倒とう的てきな不利に違いは無い。だけど──。

「ご指名ありがとうございます。真琴さんです」

　俺は最大の笑みと声せい援えんを込こめて、真琴を送り出すのだった。







「すげーな。マジで巻き返したか」

　フロアの入り口近くに立った洋司先輩が、今しがたフロントから上がってきた途と中ちゆう経過を見て、呻うめくように呟つぶやいた。

　先せん輩ぱいの隣となりで成績表を見た俺も、思わず胸の奥おくが熱くなる。

　時刻は、新人戦終了まであと三十分となった七時半。これ以降は、セットと呼ばれる三十分単位の席料が取れない為ため、もう延長はナシだ。つまり、指名ポイントは今の時点で確定。あとは金額ポイントが多少増えるだけとなる。

　そして、今の時点で新宿店の指名と金額を合わせたポイントは九十四。

　対して、渋谷店の指名ポイントも九十五。

　つまり──俺おれ達たちはついに渋谷店の背中を捕とらえた。猛もう追つい撃げきなんて言葉じゃ生ぬるいくらい、この追い上げは劇的だった。今日は四組のお客さんが瑠る花か・真ま琴こと・彩あや香かを指名してくれて、しかもドリンク・フードを注文してくれている。しかも、三人共、それぞれ自分のお客さんを個別に呼んでいる。これで一気に指名ポイントと金額ポイントの両方を新宿店は獲かく得とくしたのだ。

　しかし渋谷店も負けてはいない。アウェイという事もあり、指名の数は新宿店程ではないが、それでも全員が自分の指名卓に付いている。

「正直、俺は……お前らがここまで追い上げるとは思ってなかった」

　洋よう司じ先輩の言葉に、ごくり、と自分の喉のどが鳴った音がやけに聞こえた。

　フロアを見れば、テーブルの大半が一年生の指名客で埋うまっている。

　……凄すごい。

　今、この瞬しゆん間かん。【Club　Butterfly】の主役は間違いなく一年生だ。

　みんな目が回る程忙いそがしいだろうに、全員が笑顔を絶やさずにキラキラと輝かがやいている。

　瑠花と真琴と、彩香だけじゃない。渋谷店の三人も、きっと俺らが分からない所で沢たく山さん努力を重ねているに違いない。そうじゃなければ、こんな光景は決して作れない。一年生を中心に、お店全体がまるでお祭りのように活気づいている。

　その時、少し離はなれた場所で俺らと同じ途と中ちゆう経過を見ていた相あい木き君が動く。

「……なんか仕掛けるぞ」

　動いた相木君を見て、俺の横の洋司先輩が小さな声で呟つぶやく。

　新人戦の主役は、どう考えてもキャスト達だ。だけど、ボーイという仕事上目立ちはしないが、この戦いを引っ張り、流れを作っていたのは間違いなく彼──相木君だろう。

　一年生とは思えないリーダーシップを駆く使しして、渋谷店のキャストの実力を限界まで引き上げている。誰だれもパンクさせることなく、新人戦の間、ずっといい成績を出し続けている。

　きっと彼は、このままでは終わらせない。

　痺しびれを切らした洋司先輩が、相木君と話していた新宿店の三年生──鳴なる子こ先輩を呼び止める。彼は新宿店で働いている間、渋谷店の新人──つまり相木組の面めん倒どうを見る係になっている。云いわば、新宿店の一員でありながら、渋谷店の味方と言っていい存在だ。

「おい。鳴子、何仕し掛かける気だ？」

「いやぁ、相木はスゴいですね。僕だってあんな真ま似ね出来るかどうか……」

「もったいぶんなよ」

「言えませんよ。新人戦の間、僕は相あい木き君の教育係ですから」

　逃げるようにフロアへ歩いていく鳴なる子こ先せん輩ぱいの背を、洋よう司じ先輩は恨うらめし気に見つめていた。

「……ったく」

「いや、仕方ないですよ」

　俺おれらが渋谷店に居る間の面めん倒どうは、向こうの三年生が見てくれた。互たがいの店を行き来する以上、鳴子先輩のような存在は必要だ。まぁ、そんな事は洋司先輩だって充じゆう分ぶん理解しているだろう。それでも不満げに鳴子先輩を見てしまうのは、きっと、それだけ俺達を勝たせたいと思ってくれているからだ。

　だが、俺らがそんな事をしている間にも、フロアの状じよう況きようは移っていく。グループ客に付いていた渋谷店のエースである新しん郷ごう麻ま里り菜なが、一番派手にお金を使うお客の席へと戻もどっている。

「ま、定じよう石せき通り、金額ポイント稼かせぎに行くわな。で……どうする、黒くろ部べ？」

「……え？」

　いきなり問いかけられ、俺は一いつ瞬しゆんわけが分からず洋司先輩を見る。今までフロアでの指示は、全て彼がしてくれていたのだ。

「最後くらい、お前が考えてみろ」

　その声にハッとする。

　相木君は、自分で考えた。いや、ずっと彼は自分の判断でキャストを移動させていたんだ。

　なら俺だって、最後くらいは……。

「……そう、ですね」

　慌あわてて俺は、フロアを見み渡わたす。

【Club　Butterfly】の店内は、大まかに分けて三列。フロアの入り口から見て、左の壁かべ際きわにあるＡ列には、渋谷店指名のお客を集めている。真ん中にあるＢ列には主に、新宿店の先輩達の指名卓。そして右の壁際にあるＣ列には、新宿店の新人指名が集まっている。

　その中で、瑠る花か・真ま琴こと・彩あや香かの三人指名の卓が現時点で三つ。そして、瑠花指名の滝たき沢ざわさん。真琴指名の川かわ俣またさん。彩香指名のお客さんの、合計六卓が今、俺が考えるべきテーブル。

　ハッキリ言って、今の状況で手一杯だ。

　指名キャストが三人しか居ないのに、六つのテーブルなど回せる筈はずがない。今はどうにかヘルプで入ってくれている先輩の力を借りて回しているのだ。

　現に滝沢さんと彩香の指名客は、「こっちはいいから」と言ってもらい、指名料をもらっている状況なのに、まだ挨あい拶さつの時しか卓に付けていない。それでもまだまだ、足りていない。この状況で文句が出ないのは、お客さんが〝新人戦〟というお祭りを楽しんでくれているからだ。

　その中で、フードやドリンクを注文してもらいやすい卓は……。

　昨日きのう初めて指名をもらった三人組には真琴が付いている。この状況だと、ドリンクくらいは頼たのめても、それ以上は望めない。今日きよう初めて指名をもらった三人組の二グループには、それぞれ瑠る花かと彩あや香かがついている。このテーブルは初指名だけあって、もっと頼たのみづらい。

　一週間ぶりに来てくれた川かわ俣またさんの席に真ま琴ことを戻もどせば、何か一つくらい頼んでくれるかもしれない。だけど、今関係を崩せばもう修復は不可能になるだろう。そんな賭けはしたくない。

　残るは、彩香指名のお客さんと、瑠花指名の滝たき沢ざわさん。

　滝沢さんの席には大おお倉くらさんも居るし、美み咲さ子こさんも居る。確かに一番頼みやすくはあるが、あのテーブルで頼んだものは、全て美咲子さんと折半になる。しかも、何でもかんでも彼らに頼んでいたのでは、気が引ける。

「……とりあえず、彩香を単独指名の卓に戻もどしましょう」

　指名をもらっていたにもかかわらず、ドリンクすらもらう暇ひまがなかった卓だ。戻せば千円のドリンクくらいは無理なく出してくれるだろう。

「よし、そうだな。Ｃ─６から彩香呼び戻してＣ─１に。ヘルプは俺おれが変えておく」

「はい」

　返事を一つして、俺はそのままＣ─６テーブルに向かう。そして、彩香をテーブルから抜ぬき待機席の前まで連れ戻り、笑顔で一言。

「彩香、今の時点で渋谷店との差は一ポイントだ。出来るだけで良いからドリンクとフードをもらって、追い抜こう」

「……マジで!?　よし、頑がん張ばるよ」

　いつもより少しテンションが高めの彩香の答えに、「うん」と大きく頷うなずいた。

　あれだけの点差から、一点差まで持ち込めたのだ。それだけでも、もちろん嬉うれしい。だけど、せっかくここまで来たのだ。

　やっぱり─────勝ちたい。

「大変お待たせしました。彩香さんです」

　彩香指名のお客さんの卓に彩香を付けると、お客さんは「来てくれたんですか!?　忙いそがしいのにありがとうございます」と笑顔を作ってくれる。それだけで感じる。店中が、俺達を後あと押おししてくれている。

「とんでもないです。こちらこそ、お待たせしてしまってスミマセン」

「あ、彩香さん何飲みます？　お腹空いてるんなら、何か頼んでも良いですよ」

「え、いいんですか？　じゃぁカシオレとクラッカーサンドで」

　お客さんの方が年上なのに何な故ぜか彩香が敬語で問いかけられている様子が、ちょっと可お笑かしい。だけど、彩香だとそれが全く不自然じゃなくて、それがまた可笑しい。

「はい、ただいま」

　だけど、これで三千円。雰ふん囲い気きから見て、他の卓でもまだドリンクとフードは出るだろう。あと三十分の内に二ポイント。いや、三ポイントは獲かく得とくできるかもしれない。

　頭を下げてテーブルから離はなれ、インカムから注文を通しながら、すぐに出てくるドリンクを受け取る為ため、キッチンカウンターへ向かう。

　その時だった。

　ワインの入ったバケットを持った相あい木き君が、俺おれの横をすり抜ぬけた。その背中は、真っ直ぐに新しん郷ごう麻ま里り菜なの席へと向かう。

　彼が手にしていたボトルの色は何だっただろうか……。ただ、嫌いやな予感が俺の胸を過ぎる。

「モエ・エ・シャンドン。ロゼ・アンぺリアル。当店価格で三万円。……してやられた」

　苦い顔で呟つぶやいた洋よう司じ先せん輩ぱいの言葉に、一気に汗あせが滲にじんだ。

　三万円。つまり、そのまま六ポイント。

　Ａ卓の辺りから聞こえる歓かん声せいが、遠くに聞こえる。それに反し、新宿店指名のＣ卓の驚おどろきの表情が、こちらを攻めてくる波のように感じる。

　時計を見ると、時刻は七時三十五分。新人戦終了まで……残り二十五分。

　そんな短時間で、この点差を埋うめるなんて出来るのだろうか。

　勝ちたい。だけど──このままでは、負ける。

　大差を付けられた中ちゆう盤ばんからの、華か麗れいなる逆転劇なんて、やっぱり夢の話だったのだろうか。

「お願いします」

「はいっ！」

　無む意い識しきにも返事が出来るようになった「お願いします」の声に、俺は真っ白になりかけた意識を強制的に現実へと戻もどす。

　その声を上げたのは……川かわ俣またさんの横に居る、真ま琴ことヘルプの先輩キャスト。

　しかしどうしたのだろう。その顔が困こん惑わくに染まっている。

「お呼びでしょうか？」

「黒くろ部べ君、向こうの席で入れたのと同じの、この席にも入れてくれって川俣さんが……」

「……え」

　突とつ然ぜんの言葉に、俺は咄とつ嗟さに何も返せない。本来なら、すぐさま「はい」と返事をすべきところだろう。お客さんが求めているものを、迅じん速そくにお出しするべきだ。

　だけど……。

「真琴ちゃん、このままでは負けてしまいそうなんだろ？」

「あの……では、とりあえず真琴さんを呼び戻しますので」

「いや、いいよ。忙しそうだから」

「でも……」

　今彼が頼たのもうとしているものは、千円二千円のドリンクやフードじゃない。それを、指名である真琴が知らない間に、喧けん嘩かを買うかのような方法で入れるのは、果たしていい事なのだろうか……。ふと、真琴の居る方向を見ると、こちらを覗のぞき込こんでいる。何かが起こっている事に、気付いていたのかもしれない。

　俺おれと目があった瞬しゆん間かん、きっとそれは確信に変わったのだろう。

「ちょっとごめんね」

　と今居る卓を抜ぬけ出だし、こちらに走ってくる。

「どうしたの？　川かわ俣またさん」

「渋谷店と同じシャンパンを入れてくれるらしくって……」

　俺が少し困りながら言うと、真ま琴ことは「え!?」と驚おどろき、川俣さんに向き直る。

「そんな、いいよっ！　マコちゃん今日きよう、ほとんど席に居られないし……」

「ううん、ぼくが頼たのみたいんだ」

　川俣さんの言葉に、真琴まで少し困った表情で俺を見る。

「……ナイト君、渋谷店は何を入れたの？」

「モエ・エ・シャンドン　ロゼ・アンぺリアル」

「……三万」

　ほんの少し前までの真琴だったら、ここで迷ったりしなかっただろう。きっと彼女は迷わず笑顔を浮うかべ、川俣さんの言葉に甘あまえた。

　だけど今、真琴は戸と惑まどう。

「お金の事なら気にしないでよ。それに、ここ一週間来られなかったお詫わびだから」

「でもっ！」

「それとも、真琴ちゃんはぼくにお金の余よ裕ゆうが無いと思ってるの？　それは心外だよ」

「違うよっ！」

　そう。真琴ちゃんはそんな事が言いたいんじゃない。でも、キャストが表だってお客さんの財布を心配してはいけないというのは、この業界の不ふ文ぶん律りつだ。

　キャストに財布を心配されるのは、お金が無い客だと思われているのと同じ。それが、上級生だったり、会社の上の地位の人だったりすれば尚なお更さらプライドに触さわる。そして、川俣さんは七年生。会社での役職は……社長だ。

「違うの、川俣さん……」

　卓の前にしゃがみ込み、見上げるように川俣さんを見ていた視線が、ふと下に下がる。

　違う、違う、と首を振ふるも、自分の気持ちをしっかりと伝える言葉が出てこない。

「嬉うれしいの。嬉しいんだけど……こんな風に頼まないで。勝負の為ためだけに、お金を使わないで。次の時でいい。勝負に勝てなくてもいい。だから、こんな、ゆっくり横にも居られない日に、そんな高いシャンパン……入れて欲しくない」

　真琴は、変わったのだ。

　今までは、とにかく一番になることだけを考えていた女の子だった。

　だけど、こんなセリフは、ただ一番になる事だけを考えている人間からは、到とう底てい出てこない。

　この新人戦の途と中ちゆう、本当に辛つらかったし、悲しい事も多かった。全てが崩くずれ去さってしまうんじゃないかと思った時もあった。もう、元には戻もどらないんじゃないかと、本気で思っていた。

　確かに、俺おれ達たちは元になんて戻らなかった。だけど、確実に前に向かったんだ。

　それだけで、いいじゃないかと思った。

「もっと、ゆっくり沢たく山さんお話して……。もっと……楽しい時間を一いつ緒しよに過ごせる日じゃないと、マコちゃん……気持ちを返せないよ。シャンパン分の優しさも、笑顔も、今日きようはあげられる自信が……無いよ」

　その声は途と中ちゆうから震ふるえて途と切ぎれ、最後はほとんど聞き取れない。テーブルを掴つかみ、しゃがんだままおでこを押し当てる真ま琴ことは、今きっと……泣いている。

　何に対して泣いているのかは、分からない。ほんと、ここ数日で沢山の事があり過ぎた。だけど、それでも見捨てないで、今でも応おう援えんしてくれるお客さんが、真琴には居るのだ。

「真琴ちゃんは、優しいね」

　川かわ俣またさんの言葉に、真琴は俯うつむいたまま首を振ふる。

「ちがうよ……。川俣さんが、優し過ぎるんだよ」

　瞬しゆん間かん、川俣さんが小さく笑った。

　その様子を見て、俺は思う。きっとこの人は……もっと真琴が好きになった。

「お願いします！」

「はいっ！」

　いつの間にか、ここら一帯の視線が真琴に注がれ、静かになっていたフロアに、凜りんと響ひびく声が聞こえた。反射で声の方を向いて、駆かけ出だそうとする足が止まる。

　瑠る花か？

　グループの卓に付いていた瑠花が立ち上がり、真っ直ぐに手を挙あげていた。

「はい、お呼びでしょうか？」

　真っ直ぐに注がれる瑠花の視線に、恐おそれさえ覚える。

「このテーブルに真琴を戻もどさないでいいから、あちらのお客様に付けて」

「え!?」

　慌あわてて一緒に居るお客さんを見るが、全員が優しく笑っている。

「俺達じゃ、みんなを勝たせてあげられないから。だから、あのお客さんに真琴ちゃんを付けてあげて」

「……あ、ありがとうございますっ！」

　慌てて頭を下げて、それから顔を上げる。目の前に居る瑠花が、ニッと口角を上げて強い笑みを浮うかべていた。

　きっと、この提案は瑠花がしたのだ。

　それが分かって、また胸の奥おくが熱くなる。

「お願いしまーす」

　その声も、聞きなれた声。

「はい」

　いつの間にか自分の居た席から移動していた彩あや香かが、「こっちの卓も真ま琴ことを川かわ俣またさんに優先的に付けてって言ってくれてる」と先ほどまでいたグループ客を手で示す。

「良いんですか!?」

　彩香に示されたテーブルに居るお客さんに問いかけると、

「いーのいーの。それにこの勝負、面白そうじゃん。勝たせてあげたくなってきた」

　と笑ってくれる。

「ありがとうございますっ！」

「ボーイの兄ちゃん、俺おれらの所も譲ゆずるから」

「勝たせてやって！」

　次々と上げる声に、俺はただひたすらに頭を下げていく。

　これで真琴指名だった全部の卓が、真琴を川俣さんの席に移すよう申し出てくれた事になる。

「ありがとうございますっ！」

『──黒くろ部べ、真琴をもう一度ちゃんと川俣さんの席にご案内』

　その時、インカムから洋よう司じ先せん輩ぱいの鋭するどくも優しい声が聞こえる。

　そうだ、と思いだし、俺は慌あわてて川俣さんの席に戻もどり、

「大変お待たせしました。真琴さんです」

　泣いている真琴を優しく立たせ、出来うる限り最大の笑みで彼女を川俣さんの横に戻す。

　同時に、

「ご注文ありがとうございます。モエ・エ・シャンドン。ロゼ・アンぺリアルです」

　洋司先輩が、シャンパンバケットを手に俺の横に並ぶ。

　その光景を、真琴を指名していた──いや、真琴達一年生を応おう援えんしていた全てのお客さん、キャスト、スタッフが見ている。

　まるで新宿店全体が一つになったかのような光景だ。

「真琴ちゃん、何か変わったね」

　嬉うれしそうに目を細めた川俣さんの言葉に、真琴は「そう、かな？」と涙なみだを拭ぬぐいながら笑う。

「あぁ、なんか凄すごく良い顔になった。黒部君もそう思わない？」

　問いかけられ、俺は迷わず頷うなずく。

「はい、そうですね」

　真琴は、間違いなく変わった。

「そうだよね。なんかちょっと……良い感じに角が取れたのかな？」

　川俣さんの言葉に、俺はまた頷く。いや、きっと真琴だけじゃない。

「はい。真ま琴ことさんだけじゃなくて、新宿店は変わりましたよ」

　俺おれの言葉に、川かわ俣またさんが「ん？」と俺を見る。この街でずっと学び、そして働き、現在はトップと言っていい立場に居る川俣さんの強い視線を受けながらも、俺は一つも引け目を感じなかった。俺自身、まだまだ至らない所も多い。だけど、今できる事を精一杯やっているんだと自信を持って、今なら言える。

「……そうか」

　真っ直ぐ俺を見ていた川俣さんが、そう言って小さく笑う。そして、すっと立ち上がる。

「あの、もしよかったら、みなさんで一いつ緒しよに飲みませんか？」

　自分の所に真琴を譲ゆずってくれた人達を。真琴達を勝たせようとしてくれている人達を、見み渡わたすように巡めぐらせる視線。それに、全員が一いつ瞬しゆん驚おどろき、息を飲む。そんな事、きっと通常なら起こりえない。

　だけど……今、この瞬しゆん間かんなら。

「賛成っ！」

　いち早く上がった声に、俺はまた笑ってしまいそうになる。

「なんか、楽しそうじゃない！」

　強気に顎あごを上げ、胸を張る瑠る花かの言葉は、フロアに良く響ひびく。

「良いじゃん、面白そう」

「こっちもっ！」

「席くっつけちゃおうぜ」

「おーい、ここの仕切り取って」

「奈ない斗と君、こっちも～」

　訳も分からないまま、要望に応えていくと……いつの間にかＣ卓全てが繋つながっていた。

　まるで最初から、団体客だったかのように卓の間にあった仕切りは取り払われ、もうどこからどこまでが同じ卓だか分からない。

　一年生を指名していた全てのお客さんが、隣となり同士雑談などを交わしながら、このお祭りを楽しんでいた。中には名めい刺し交こう換かんなんかを始めてしまう人達もいて、なんだか可お笑かしくて笑ってしまう。今日きよう初めて店に来てくれたお客さんも、昨日きのうから二日連続できてくれたお客さんも、ずっと通ってくれている大おお倉くらさんや滝たき沢ざわさんも、関係なく一つのテーブルで笑っている。

　そして、あちこちからフードとドリンクの追加注文が入る。それぞれのお客さんが、自分が出せる範囲で、ドリンクやフードを頼たのんでくれたのだ。

　もちろん、そのテーブルを囲みながら、瑠花も、彩香も、そして真琴が誰だれよりも笑っていた。

　突とつ如じよ、鉄てつ火か場ばとなったキッチンから最後の料理を運んできた俺が「お待たせしました」とテーブルに置いた時刻は、七時五十五分。

「それでは、お待たせしました」

　洋よう司じ先せん輩ぱいがそんな声と共に、栓せんを開けずに待っていたシャンパンボトルを手に持った。

「皆みな様さまの優しさに感謝しつつ、当店新入社員のますますの成長を祈りながら、栓を開けさせていただきますっ！」

　パンっ

　と小気味いい音が鳴った瞬しゆん間かん、誰だれからともなく拍はく手しゆが始まる。

「どうしよう。マコちゃん……こんなに優しさ、返せないよ」

　また泣き出した真ま琴ことを、遠い席から瑠る花かが笑って。だけど、そんな瑠花も泣きそうで、それを美み咲さ子こさんにからかわれている。彩あや香かもそんな様子をケラケラ笑いながら見ているけど、その目にうっすら浮うかぶ涙は、きっと笑い過ぎだけが原因ではない。
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　まるで……奇き跡せきみたいだ。

　茫ぼう然ぜんとテーブルを見つめる俺おれの横には、いつの間にか洋よう司じ先せん輩ぱい。

「よくやったな」

　それだけ言って肩かたを叩たたき、彼はまた仕事に戻もどっていく。

「はいっ！」

　彼の背を追いながら、俺もまた、仕事に戻る。まだまだ俺達がやらなければいけない仕事は山ほどあるのだ。

　だけど、長かった新人戦は、間もなく終わりを告げる。
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　時刻は八時十五分。終了と共に新人戦の結果は数分で集計され、すぐに結果発表という運びとなった。

　いったん営業が中止された【Club　Butterfly】の最奥にある小さなステージから結果を発表するのは、グループの社長。黒くろ部べ奈ない斗とも、何度か会話したことがあるが、さして関わりがある人物ではない。だけど、彼からは何か、光のようなものが感じられた。

　日ひ頃ごろからのご愛あい顧こを感謝する言葉を簡潔に述べた彼は、続いて本題に入る。

「では、本年度のキャバクラ新人戦の結果を発表いたします」

　その言葉に、黒部奈斗は。そして宮みやケが瀬せ瑠る花かは。畑はた薙なぎ綾香は。二に風ぶ谷たに真ま琴ことは、ごくりと唾つばを飲む。いや、彼女達だけじゃない。この場に居る全員が、固かた唾ずを飲まずには居られない。

　新宿店の追い上げは素晴らしかった。

　しかし、渋谷店はそれに追いつかれまいと、最後まで戦った。

　結果は最後まで大混戦。結果を集計した店長と社長以外、誰だれも予想はついていない。特に最後は追い上げの仕合いだった。誰も相手側の正確な注文金額など把は握あくしていない。

「結果。──渋谷店、一〇三ポイント。新宿店、一〇三ポイント」

　ざわり、と空気が揺ゆれる。

　……まさか、同点？

「したがって、金額の端は数すうにて勝者を決定いたします」

　いや、結果は決まる。

「渋谷店のポイント端数、千円。新宿店のポイント端数、三千円。よって、新宿店の優勝といたしますっ！」

　ぴたり。

　空気が止まった気がした。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、止まっていた空気が押おし寄よせるような歓かん声せいが響ひびいた。

「やったっ！」

「……噓うそ」

「勝ったっ！」

　テーブルの間を縫ぬって、瑠花が、真琴が、彩あや香かが飛び出してくる。

　互たがいに手を取り、抱だき合あうように、互いに喜びを分かち合っている。

「いけよ」

　一番後ろでその光景を見ていた黒部奈斗は、深ふか城しろ洋よう司じに背中を叩たたかれ、ふらふらと自らのキャストに近づいていく。

「……奈ない斗と」

　小さく呟つぶやいたのは、宮みやケが瀬せ瑠る花かだった。

　しかし、その声を皮切りに、全員が一気に駆かけ出だす。

「ナイト君っ！」

「やったぞ、やったぞ奈斗っ！」

　抱だきつくというよりは、タックルに近いような衝しよう撃げきに、黒くろ部べ奈斗は思わず数歩後ろに下がる。だけど、その顔には笑みが浮うかんでいる。

「やった。やった。俺おれ達たち、勝ったな」

「勝ったよ！」

「勝った、勝った」

「出来た、あたしにも……」

「よっしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　我も忘れ、場も忘れ、大声で叫さけんだ彼の声は、まるでこだまのようにしばらくフロアに響ひびき続けたのだった。







　　　アフター










「ありがとうございました」

　深々と頭を下げ、最後のお客さんをお見送りし終わった時、すでに時計の針は九時を回っていた。あれだけ動き回れば疲つかれている筈はずなのに、驚おどろく程体が軽い。

「さ、もう店に入ろう」

　どこか満足げな担当キャストを店の中に促す為ため、俺おれがドアを開けようとした時──。

　カチャリ。

　と、向こう側からドアが開く。そして顔を出したのは渋谷店ボーイ、相あい木き陸り玖くだった。

「あっ」

「おっと」

　互たがいに驚いて、それから相木君が「悪わりぃ」と笑う。その顔は、彼らしい何ど処こか愛あい嬌きようのある笑顔だ。

「いや、こちらこそ」

　その笑顔に、思わず俺も笑ってしまって不思議な気分になる。やっぱり彼は表情の作り方から声の出し方まで、何から何までとても上じよう手ずだと思う。もし彼がボーイじゃなくてホストにでもなっていたら、きっと今いま頃ごろ凄すごい人気になっていただろう。

　そんな相木君に続き、渋谷店のキャストもドアから出てきて、今度はちょっと気まずい気分になる。だって、彼女達の目は赤く腫はれて、一目で泣いたことが分かってしまったから。

　散々苦しめられたけど、彼女達だって勝つ為に必死に頑がん張ばり、努力していたのだろう。瑠る花かや真ま琴ことや彩あや香かと同じように、毎日精一杯仕事をしていたのだろう。

「あ、あのっ」

　誰だれにでもなく呼びかけると、全員の視線が俺に突つき刺ささる。

「ん？」

　応えたのは相木君だった。だけど、特になにも考えずに声を出してしまったので、その先が続かない。『ごめん』でもないだろうし、『いい勝負だったね』なんて言うのも違う気がする。

「ありがとう」

　結局俺が選んだ言葉は、そんなどうとでも取れるようなありきたりな言葉だった。だけど、本当に今感じている気持ちは、純じゆん粋すいな感謝の気持ちだった。

　彼女達と争わなければ気付けなかった事が沢たく山さんあった。そして、相木君を見て俺はもっと頑張ろうと思えているんだ。

「あはは、クロちゃん何あらたまって。でも、俺おれも『ありがとう』言っとこうかな。クロちゃん達見てたら、俺に足りない所とか見えてきたし」

「まさか」

　相あい木き君の言葉に俺は笑う。確かに勝負には勝ったけど、ボーイとしての実力なら彼の方が格段に上だろう。

「マジだって！　あーぁ、俺の計算は完かん璧ぺきだった筈はずなんだけどなぁ」

　悔くやしげに顔を歪ゆがませながらも、彼の顔にはどこか清すが々すがしい表情が浮うかんでいる。

「でも、次に勝負する事があったら絶対に負けないから。それまで、お互たがいに頑がん張ばろうぜ」

　そう言って相木君は俺に手を差し出してくる。

　もちろん、俺はそれに応えて笑いながら手を握にぎった。

　確かに今まで、俺達にとって渋谷店は倒たおすべき敵だった。だけど、それより前に同じ仕事に就く仲間である事には違いなかったんだ。

「うん、お互い頑張ろうな」

　それは何ど処こか照れて、しかもくすぐったいような青臭い言葉のやり取りだった。でも、思うんだ。こういうのも、悪くないかもしれない。







　それから俺達は、渋谷店のみんなが見えなくなるまで見送った。

　一つのイベントが終わり、明日あしたからはいつも通りの日常に戻もどっていくんだろう。そう思うと、お祭りのように盛り上がった新人戦が名な残ごり惜おしくさえ感じる。

「よし、私達も帰るか」

　彩あや香かの声もどこか切なげで、もしかしたら彼女もこの戦いに名残惜しさを感じているのかもしれない。

「そうだな、帰ろう」

　こんな日だからこそ、帰る家が同じだという事が心底嬉うれしかった。共に家路につき、共に食しよく卓たくを囲い、その後みんなで今日きようの出来事を話したりするのは、きっととても楽しい。もしかしたらまた瑠る花かと真ま琴ことは言い争うかもしれないけど、それだって良い。

　そんな事を考えながら、俺はみんなを店の中に促す為ため、ドアを開けた。その時──。

「ナイト君、ありがとう」

　真琴がドアを通りながら、小さな声で呟つぶやく。ドアを開けたことにお礼を言っているのか、それとも他の事でお礼を言っているのか。それは分からない。だけど、言葉の裏に隠かくされた本当の意味なんて、探す意味も無いと思えるほど、その顔は素直で、声は澄すんでいた。

　そう、まるで……本当の天使エンジエルみたいだ。

「奈ない斗と、鼻の下伸のびてるぞ」

「え!?」

　続けてドアを通過する彩あや香かに、ケラケラ笑いながら指し摘てきされ、俺おれは慌あわてて口元を押おさえる。

「まんまとたぶらかされてんじゃないわよ。馬ばっ鹿かみたい」

　ふんっ、と鼻を鳴らしながら店の中に入っていく瑠る花かの言葉に「え、俺……もしかして、またやられたのか」と、小さく一人ひとり呟つぶやく。

「……はぁ」

　まぁ、もう……今日きようの所は何でもいいか。

　諦あきらめ交まじりにため息を吐つき、自分もドアを潜くぐった所で、危うく何かにぶつかりそうになる。

「うわっ、て……瑠花？」

　後ろではドアが閉まる音がして、目の前にはものすごく不ふ機き嫌げんそうな瑠花の顔。

「……あ、えっと」

「いろいろあったけどね、あたしは思うわけ」

「あ、うん」

「今回ほんと、彩あや香かには助けられた。あと……真ま琴ことも頑がん張ばったと思うわ」

「……」

「でね、あたしも頑張ったと思うの」

「……うん。瑠花も凄すごい頑張ったと思うぞ」

「それはね……たぶん」

「……？」

「あんたのおかげかな、と思ったの。だから、あたしからも……ありがとうっ」

　それだけ言うと、瑠花はさっさと踵きびすを返し、そのまま更こう衣い室しつへと入っていってしまう。

「え……と」

　一人残された俺は、ただ茫ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

　だけど、頭の片かた隅すみではいろいろな出来事が思い出されていく。泣いたこと、怒おこった事、呆あきれた事、諦あきらめそうになった事、励はげまされた事。そして、最後に笑った事。

「なんつーかさ」

　誰だれも居ないフロントで、俺は一人口を開く。

「こっちこそ、ありがとう。かな」

　こうして、俺達の新人戦は幕を下ろしたのだった。







　　　あとがき







　高校二年の一学期。私は地元の小さな居酒屋でアルバイトを始めました。理由は簡単。前職であるファミレスが成績不ふ振しんの為ために閉店する事になったからです。働いている人間からすれば、暇ひまで楽な店だったのですが、やはり現実は厳しいものです。しかし、大人になった今ならわかります。バイトが楽できる店だから潰つぶれるのです。あんな客入りでは、どう考えても赤字だった事は間違いありません。

　まぁ、そんなこんなで次のアルバイト先を探すようになった女子高生・菱ひし田だ愛まな日び（16歳）が、何な故ぜ居酒屋なんぞを選んだといえば、あれです。〝まかない〟です。しかも、そのお店。地域では『焼き鳥が美お味いしい』と評判の良いお店の三号店。その上新規オープンで、職種的にも前職よりも時給が良い。時給が良いのに、まかないが出る。最高じゃないですかっ！　一も二もなく応おう募ぼした私は、どうにか面接を通過。第二のアルバイト人生がスタートしたのです。

　しかし、次のお店も（オープンしたてにもかかわらず）暇。学校帰りに店へ行き、まかないを食べ、常連さんと適当に会話して、時間になれば帰る。ほんといい仕事でした。ちなみにそのお店、今はもうありません。ついでに言うと、次にバイトを始めたダイニングバーも暇。もう、そのお店はありません。

　そんな疫やく病びよう神がみのような私ですが、今でも接客業を続けています。




　ご挨あい拶さつが遅おそくなりました。最近、肩かたがあまりにも痛いのでマッサージに行ったら、真しん剣けんな顔で「四十肩手前ですね」と言われた菱田愛日です。このたびは『夜のちょうちょと同居計画！　２』をお手に取っていただきありがとうございます。

　どうにかキャバクラの仕事に慣れ、『新人戦』に挑いどむ事になった奈ない斗とや瑠る花かのお話は楽しんで頂けたでしょうか？　私がバイトしてきた店とは違い、大だい盛せい況きようの『Club　Butterfly』で働く奈斗や瑠花の活かつ躍やくを楽しんでいただけていれば幸いです。




　それでは、今回もお世話になった方々にお礼を述べさせていただきますっ！

　前回に引き続き、素す敵てきなイラストを描いて頂いたさんた茉莉まつり様。何かといろいろ暴走する私を正しい方向へ導いてくれる担当の荒あら木き様、和わ田だ様。いつも応おう援えんしてくれる職場の皆みな様さま。友人と家族。そして、この本が世に出る為にご尽じん力りよく頂いたすべての方々。ほんとうにありがとうございます。

　そして、この本を手に取ってくれた読者様へ、最大級の感謝を……。





菱田愛日
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菱ひし田だ愛まな日び

誕生日プレゼントに『リポ○タンＤ』を箱で貰ったアパレル系兼業作家。女性兼業作家を集めて『たうりんず！』なるグループを作ろうとしているとか何とか。活動内容はマッサージ屋に行ってから居酒屋に行く事!?
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さんた茉まつ莉り

最近というかずっと前からおしゃれな部屋に憧れていてインテリアを集めだしたんですが、派手で子供っぽいデザインが好きなので部屋がひどい事になってきました…
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夜よるのちょうちょと同どう居きよ計けい画かく！2








菱ひし田だ愛まな日び
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